
計画の区分： 学部の設置

[平成30年度設置］

　　　　　　　　　　　　　　　注１

都留文科大学　教養学部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

公立大学法人都留文科大学　　　
平成３０年５月１日現在

　作成担当者

　　担当部局（課）名 経営企画課

　　　職名・氏名　　主任
シュニン

　横田
ヨ コ タ

　祐太郎
ユウタロウ

　　　電話番号　　０５５４-４３-４３４１

　　　（夜間）　　０５５４-４３-４３４１

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０５５４-４３-４３４７

　　　ｅ－mail　　kikaku@tsuru.ac.jp

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には設置時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（◇◇学部（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　大学番号の欄については，平成２９年３月３１日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況

　　　　　報告書等の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

届出

大学番号：０００
注３

大学番号：公012
注３
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＜学校教育学科＞

＜地域社会学科＞
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ ヨコウチ　ショウメイ ）

横内　正明

（平成28年2月）

（ フクタ　セイジ ）

福田　誠治

（平成26年4月）

（ テラカワ　ヒロユキ）

寺川　宏之

（平成30年4月）

（４） 管理運営組織

　　　　ください。

　　　　山梨県都留市田原３－８－１

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

学　　長

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

学科長

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　公立大学法人都留文科大学

　　　　都留文科大学
（２） 大　学　名

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は，各職に相当する職名の方を記載してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成３０年度に報告する内容　→（30）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

職　　名

理 事 長

　　　（例）平成２９年度に報告済の内容　→（29）

　　　　記入してください。

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　〒４０２－８５５５

（３） 大学の位置
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　　　・　なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は，平成２７年度開設の４年制の学科の場合（平成３０年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　に報告書を作成してください。

　教養学部
　学校教育学科

4 180 若干名 720
 学士（教育学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

995
(　－　) (　－　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 4 ] [ - ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

654
(　－　) (　－　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 3 ] [ - ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

260
(　－　) (　－　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ - ] [ - ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

209
(　－　) (　－　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ - ] [ - ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

1.16倍

備　　考

180
(　　 　) (　　 　)

人

備　　考
学位又は学科

の分野
設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

（注）・　数字は，平成３０年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

1.16

(　　 　)

[ 　－　 ] [ 　　　 ] [ 　　　 ] [ 　　　 ]

(　 － 　)

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 平成３３年度
平均入学定員

超 過 率

人

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。
　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

教育学・保育
学関係

年 人 3年次

調査対象学部等の
名称（学位）

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　　には，欄を設けてください。）

　（５）－①　調査対象学部等の名称等
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

209

[ - ] [ - ] [　 　] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（ - ） （ - ） （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　]

（　　）（　　）

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際，備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

備　　　　　考
平成３２年度

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

　　　　さい。

（　 -　 ） （　　　　 ） （　　　　 ） （　　　　 ）

（注）・　数字は，平成３０年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

計

209

[　 - 　] [　　　　 ] [　　　　 ] [　　　　 ]

１年次

２年次

３年次

４年次

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成３０年度 平成３１年度 平成３３年度
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

入学した年度

209 人 0 人 平成３０年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成３２年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成３２年度 人 人

平成３３年度 人 人

209 人 0 人

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 209

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

人

人

退学者数

在学者数（b） 退学者数（a）

人

　　　・　在学者数や退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

人

平成３３年度

合　　計

人

　　　　　ありません。）

　　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

平成３０年度

平成３１年度

平成３２年度

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

内訳

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

人

（注）・　数字は，平成３０年５月１日現在の数字を記入してください。　

主な退学理由

= = 0 ％

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の在学者数については，該当年度に在学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　内訳については，退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

読書Ⅱ 1･2前 2 兼1 読書Ⅱ 1･2前 2 兼1

読書Ⅲ 1･2前 2 兼1 読書Ⅲ 1･2前 2 兼1

読書Ⅳ 1･2後 2 兼1 読書Ⅳ 1･2後 2 兼1

読書Ⅴ 1･2前 2 兼1 読書Ⅴ 1･2前 2 兼1

読書Ⅵ 1･2後 2 兼1 読書Ⅵ 1･2後 2 兼1

表現Ⅰ 1･2後 2 兼1 表現Ⅰ 1･2後 2 1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前後 2 兼1 1･2前後 2 兼1

1前 2 兼9 1前 2 兼8

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼2 1･2前 2 兼2

1･2後 2 兼2 1･2後 2 兼2

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前後 2 兼1 1･2前後 2 兼1

1･2前後 2 兼4 1･2前後 2 兼4

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 1 兼3

1･2前後 2 兼2 1･2前後 2 兼2

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

現代の課題Ⅶ

現代の課題Ⅷ

現代の課題Ⅸ

現代の課題Ⅹ

ジェンダー研究入門

ジェンダー研究Ⅰ

現代の課題Ⅰ

現代の課題Ⅱ

現代の課題Ⅲ

現代の課題Ⅳ

現代の課題Ⅴ

現代の課題Ⅵ

教
養
科
目

学
部
共
通
科
目

現代の課題Ⅸ

現代の課題Ⅹ

ジェンダー研究入門

ジェンダー研究Ⅰ

現代の課題Ⅰ

現代の課題Ⅱ

現代の課題Ⅲ

現代の課題Ⅳ

現代の課題Ⅴ

現代の課題Ⅵ

現代の課題Ⅶ

現代の課題Ⅷ

歴史と文化Ⅳ

歴史と文化Ⅴ

歴史と文化Ⅵ

歴史と文化Ⅶ

歴史と文化Ⅷ

歴史と文化Ⅸ

歴史と文化Ⅹ

市民と社会Ⅷ

市民と社会Ⅸ

市民と社会Ⅹ

歴史と文化Ⅰ

歴史と文化Ⅱ

歴史と文化Ⅲ

世界と自己ⅩⅠ

世界と自己ⅩⅡ

市民と社会Ⅰ「日本国憲法」

市民と社会Ⅲ

市民と社会Ⅳ

市民と社会Ⅴ

市民と社会Ⅵ

市民と社会Ⅶ

世界と自己Ⅴ

世界と自己Ⅵ

世界と自己Ⅶ

世界と自己Ⅷ

世界と自己Ⅸ

世界と自己Ⅹ

数理と現象Ⅱ

数理と現象Ⅲ

世界と自己Ⅰ

世界と自己Ⅱ

世界と自己Ⅲ

世界と自己Ⅳ

自然と生命Ⅴ

自然と生命Ⅵ

自然と生命Ⅶ

自然と生命Ⅷ

自然と生命Ⅸ

数理と現象Ⅰ

表現Ⅴ

アカデミック・スキルズ

自然と生命Ⅱ

自然と生命Ⅲ

自然と生命Ⅳ

自然と生命Ⅰ

学
部
共
通
科
目

教
養
科
目

市民と社会Ⅱ

読書Ⅰ

表現Ⅱ

表現Ⅲ

表現Ⅳ

読書Ⅰ

表現Ⅱ

表現Ⅲ

表現Ⅳ

表現Ⅴ

アカデミック・スキルズ

２　授業科目の概要

＜教養学部　学校教育学科＞

【認可時又は届出時】

（１）ー① 授業科目表

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

自然と生命Ⅰ

自然と生命Ⅱ

自然と生命Ⅲ

自然と生命Ⅳ

自然と生命Ⅴ

自然と生命Ⅵ

自然と生命Ⅶ

自然と生命Ⅷ

自然と生命Ⅸ

数理と現象Ⅰ

数理と現象Ⅱ

数理と現象Ⅲ

世界と自己Ⅰ

科
目
区
分

授業科目の名称
配 当
年 次

世界と自己Ⅱ

世界と自己Ⅲ

世界と自己Ⅳ

世界と自己Ⅴ

兼
任
・
兼
担

【平成３０年度】

世界と自己Ⅵ

世界と自己Ⅶ

世界と自己Ⅷ

世界と自己Ⅸ

世界と自己Ⅹ

世界と自己ⅩⅠ

世界と自己ⅩⅡ

市民と社会Ⅰ「日本国憲法」

市民と社会Ⅱ

市民と社会Ⅲ

市民と社会Ⅳ

市民と社会Ⅴ

市民と社会Ⅵ

市民と社会Ⅶ

市民と社会Ⅷ

市民と社会Ⅸ

市民と社会Ⅹ

歴史と文化Ⅰ

歴史と文化Ⅱ

歴史と文化Ⅸ

歴史と文化Ⅹ

歴史と文化Ⅲ

歴史と文化Ⅳ

歴史と文化Ⅴ

歴史と文化Ⅵ

歴史と文化Ⅶ

歴史と文化Ⅷ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

科目
区分

科
目
区
分

授業科目の名称
配 当
年 次

兼
任
・
兼
担

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1前 2 兼8 1前 2 兼10

1後 2 兼8 1後 2 兼10

1前 2 兼6 1前 2 兼6

1後 2 兼6 1後 2 兼6

2前 2 兼6 2前 2 兼6

2後 2 兼6 2後 2 兼6

2･3･4前 2 兼2 2･3･4前 2 兼2

2･3･4後 2 兼2 2･3･4後 2 兼2

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3･4前 2 兼2 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼2 2･3･4後 2 兼1

2･3･4前 2 兼2 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼2 2･3･4後 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

1前 2 兼2 1前 2 兼2

1後 2 兼2 1後 2 兼2

1前 2 兼2 1前 2 兼2

1後 2 兼2 1後 2 兼2

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

1前 2 兼2 1前 2 兼2

1後 2 兼2 1後 2 兼2

1前 2 兼2 1前 2 兼2

1後 2 兼2 1後 2 兼2

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

1前 2 兼2 1前 2 兼2

1後 2 兼2 1後 2 兼2

1前 2 兼3 1前 2 兼3

1後 2 兼3 1後 2 兼3

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3･4前 2 兼2 2･3･4前 2 兼3

2･3･4後 2 兼2 2･3･4後 2 兼3

1前 2 兼2 1前 2 兼2

1後 2 兼2 1後 2 兼2

1前 2 兼2 1前 2 兼2

1後 2 兼2 1後 2 兼2

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

1前 2 兼2 1前 2 兼2

1後 2 兼2 1後 2 兼2

1前 2 兼2 1前 2 兼2

1後 2 兼2 1後 2 兼2

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1･2･3･4前 2 兼1 1･2･3･4前 2 兼1

1･2･3･4後 2 兼1 1･2･3･4後 2 兼1

1･2･3･4前 2 兼1 1･2･3･4前 2 兼1

1･2･3･4後 2 兼1 1･2･3･4後 2 兼1

1･2･3･4前 2 兼1 1･2･3･4前 2 兼1

日本語講読Ⅰ

日本語講読Ⅱ

日本語講読Ⅲ

日本語講読Ⅳ

日本語コミュニケーションⅠ

スペイン語コミュニケーションⅠ

スペイン語コミュニケーションⅡ

日本語アカデミック・プレゼンテーションⅠ

日本語アカデミック・プレゼンテーションⅡ

日本語アカデミック・ライティングⅠ

日本語アカデミック・ライティングⅡ

スペイン語基礎Ⅰ

スペイン語基礎Ⅱ

スペイン語基礎Ⅲ

スペイン語基礎Ⅳ

スペイン語講読Ⅰ

スペイン語講読Ⅱ

韓国朝鮮語基礎Ⅲ

韓国朝鮮語基礎Ⅳ

韓国朝鮮語講読Ⅰ

韓国朝鮮語講読Ⅱ

韓国朝鮮語コミュニケーションⅠ

韓国朝鮮語コミュニケーションⅡ

中国語作文Ⅰ

中国語作文Ⅱ

中国語コミュニケーションⅠ

中国語コミュニケーションⅡ

韓国朝鮮語基礎Ⅰ

韓国朝鮮語基礎Ⅱ

中国語基礎Ⅰ

中国語基礎Ⅱ

中国語基礎Ⅲ

中国語基礎Ⅳ

中国語講読Ⅰ

中国語講読Ⅱ

フランス語基礎Ⅲ

フランス語基礎Ⅳ

フランス語講読Ⅰ

フランス語講読Ⅱ

フランス語コミュニケーションⅠ

フランス語コミュニケーションⅡ

ドイツ語講読Ⅰ

ドイツ語講読Ⅱ

ドイツ語コミュニケーションⅠ

ドイツ語コミュニケーションⅡ

フランス語基礎Ⅰ

フランス語基礎Ⅱ

英語IntensiveⅠ

英語IntensiveⅡ

ドイツ語基礎Ⅰ

ドイツ語基礎Ⅱ

ドイツ語基礎Ⅲ

ドイツ語基礎Ⅳ

英語演習Ⅲ

英語演習Ⅳ

英語WritingⅠ

英語WritingⅡ

英語ListeningⅠ

英語ListeningⅡ

英語ReadingⅠ

英語ReadingⅡ

英語SpeakingⅠ

英語SpeakingⅡ

英語演習Ⅰ

英語演習Ⅱ

英語ＧＥ　Ⅰ

英語ＧＥ　Ⅱ

英語ＭＬＬ　Ⅰ

英語ＭＬＬ　Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

学
部
共
通
科
目

教
養
科
目

ジェンダー研究Ⅱ

ジェンダー研究Ⅲ

ジェンダー研究Ⅳ

地域交流研究Ⅰ

地域交流研究Ⅱ

地域交流研究Ⅲ

地域交流研究Ⅳ

外
国
語
科
目

教
養
科
目

学
部
共
通
科
目 外

国
語
科
目

日本語講読Ⅰ

日本語講読Ⅱ

日本語講読Ⅲ

日本語講読Ⅳ

英語演習Ⅱ

英語演習Ⅲ

英語演習Ⅳ

英語WritingⅠ

日本語コミュニケーションⅠ

英語ListeningⅠ

英語ListeningⅡ

英語IntensiveⅠ

英語IntensiveⅡ

英語コミュニケーションⅡ

英語ReadingⅠ

英語ReadingⅡ

英語SpeakingⅠ

英語SpeakingⅡ

英語演習Ⅰ

地域交流研究Ⅳ

英語ＧＥ　Ⅰ

英語ＭＬＬ　Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ

英語ＧＥ　Ⅱ

英語ＭＬＬ　Ⅰ

地域交流研究Ⅱ

地域交流研究Ⅲ

ジェンダー研究Ⅳ

地域交流研究Ⅰ

スペイン語講読Ⅱ

日本語アカデミック・プレゼンテーションⅠ

日本語アカデミック・プレゼンテーションⅡ

スペイン語コミュニケーションⅠ

スペイン語コミュニケーションⅡ

日本語アカデミック・ライティングⅠ

日本語アカデミック・ライティングⅡ

韓国朝鮮語コミュニケーションⅡ

スペイン語基礎Ⅰ

スペイン語基礎Ⅱ

スペイン語基礎Ⅲ

スペイン語基礎Ⅳ

スペイン語講読Ⅰ

韓国朝鮮語基礎Ⅱ

韓国朝鮮語基礎Ⅲ

韓国朝鮮語基礎Ⅳ

韓国朝鮮語講読Ⅰ

韓国朝鮮語講読Ⅱ

韓国朝鮮語コミュニケーションⅠ

中国語講読Ⅱ

中国語作文Ⅰ

中国語作文Ⅱ

中国語コミュニケーションⅠ

中国語コミュニケーションⅡ

韓国朝鮮語基礎Ⅰ

フランス語コミュニケーションⅡ

中国語基礎Ⅰ

中国語基礎Ⅱ

中国語基礎Ⅲ

中国語基礎Ⅳ

中国語講読Ⅰ

フランス語基礎Ⅱ

フランス語基礎Ⅲ

フランス語基礎Ⅳ

フランス語講読Ⅰ

フランス語講読Ⅱ

フランス語コミュニケーションⅠ

英語WritingⅡ

ドイツ語講読Ⅰ

ドイツ語講読Ⅱ

ドイツ語コミュニケーションⅠ

ドイツ語コミュニケーションⅡ

フランス語基礎Ⅰ

ドイツ語基礎Ⅰ

ドイツ語基礎Ⅱ

ドイツ語基礎Ⅲ

ドイツ語基礎Ⅳ

ジェンダー研究Ⅱ

ジェンダー研究Ⅲ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

科目
区分

科
目
区
分

授業科目の名称
配 当
年 次

兼
任
・
兼
担

1･2･3･4後 2 兼1 1･2･3･4後 2 兼1

1･2･3･4前 2 兼1 1･2･3･4前 2 兼1

1･2･3･4後 2 兼1 1･2･3･4後 2 兼1

1･2･3･4前 2 兼1 1･2･3･4前 2 兼1

1･2･3･4後 2 兼1 1･2･3･4後 2 兼1

1･2前 1 兼1 1･2前 1 兼1

1･2前 1 兼1 1･2前 1 1

1･2前 1 兼1 1･2前 1 兼1

1･2前 1 兼2 1･2前 1 兼2

1･2前 1 1 兼1 1･2前 1 兼2

1･2前 1 兼1 1･2前 1 兼1

1･2前 1 兼1 1･2前 1 兼1

1･2前 1 兼1 1･2前 1 兼1

1･2前 1 兼1 1･2前 1 兼1

1･2前 1 兼1 1･2前 1 兼1

1･2前 1 1 1･2前 1 1

1･2前 1 2 兼1 1･2前 1 兼3

1･2前 1 兼1 1･2前 1 兼1

1･2前 1 兼1 1･2前 1 兼1

1･2前 1 兼1 1･2前 1 兼1

1･2前 1 1 1･2前 1 1

1･2前 1 兼1 1･2前 1 1

1･2前 1 兼1 1･2前 1 1

1･2前 1 1 1･2前 1 1

1･2後 1 兼1 1･2後 1 兼1

1･2後 1 兼1 1･2後 1 1

1･2後 1 兼1 1･2後 1 兼1

1･2後 1 兼2 1･2後 1 兼2

1･2後 1 2 兼1 1･2後 1 兼2

1･2後 1 兼1 1･2後 1 兼1

1･2後 1 兼1 1･2後 1 兼2

1･2後 1 兼1 1･2後 1 兼1

1･2後 1 兼1 1･2後 1 兼1

1･2後 1 兼1 1･2後 1 兼1

1･2後 1 1 1･2後 1 1

1･2後 1 1 兼1 1･2後 1 兼3

1･2後 1 兼1 1･2後 1 兼1

1･2後 1 兼1 1･2後 1 兼1

1･2後 1 1 1･2後 1 1

1･2後 1 1 1･2後 1 1

1･2後 1 兼1 1･2後 1 兼1

1･2後 1 兼1 1･2後 1 1

1･2後 1 1 1･2後 1 1

1･2･3･4前 2 兼1 1･2･3･4前 2 兼1

1･2･3･4後 2 1 兼2 1･2･3･4後 2 1 兼2

1･2･3･4前 2 兼2 1･2･3･4前 2 兼2

1･2･3･4前 2 兼1 1･2･3･4前 2 1

1･2･3･4後 2 兼1 1･2･3･4後 2 1

1･2･3･4前 2 兼1 1･2･3･4前 2 兼1

1･2･3･4前 2 兼1 1･2･3･4前 2 兼1

1･2･3･4前後 2 兼4 1･2･3･4前後 2 兼4

1･2･3･4後 2 兼4 1･2･3･4後 2 兼5

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

3通 4 兼1 3通 4 兼1

4通 4 兼1 4通 4 兼1

1･2･3･4前後 2 兼1 1･2･3･4前後 2 兼1

1･2･3･4前後 2 兼1 1･2･3･4前後 2 兼1

1･2･3･4前後 2 兼1 1･2･3･4前後 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

SNC-Advanced English Ⅵ

SNC-Advanced English Ⅶ

SNC-Advanced English Ⅷ

SNC-Advanced English Ⅸ

SNC-International Education Ⅰ

SNC-International Education Ⅱ

SNC-Intermediate English Ⅸ

SNC-Advanced English Ⅰ

SNC-Advanced English Ⅱ

SNC-Advanced English Ⅲ

SNC-Advanced English Ⅳ

SNC-Advanced English Ⅴ

SNC-Intermediate English Ⅲ

SNC-Intermediate English Ⅳ

SNC-Intermediate English Ⅴ

SNC-Intermediate English Ⅵ

SNC-Intermediate English Ⅶ

SNC-Intermediate English Ⅷ

教育メディアⅡ（中等）

教育メディアⅢ（総合）

情報メディア演習Ⅰ

情報メディア演習Ⅱ

国
際
文
化
体
験

海外語学研修Ⅰ

海外語学研修Ⅱ

海外語学研修Ⅲ

SNC-Intermediate English Ⅰ

SNC-Intermediate English Ⅱ

体育Ⅱ（スキー）

情
報

情報リテラシーⅠ（情報活用力）

情報リテラシーⅡ（統計）

情報リテラシーⅢ（マルチメディア）

情報フルエンシーⅠ（データベース）

情報フルエンシーⅡ（プログラミング基礎）

情報フルエンシーⅢ（Webリテラシー）

情報フルエンシーⅣ（データ処理）

教育メディアⅠ（小中）

体育Ⅱ（フットサル）

体育Ⅱ（マラソン）

体育Ⅱ（ゴルフ）

体育Ⅱ（水泳）

体育Ⅱ（キャンプ）

体育Ⅱ（スケート）

体育Ⅱ（サッカー）

体育Ⅱ（テニス）

体育Ⅱ（エアロビック）

体育Ⅱ（エクササイズ・ウォーキング）

体育Ⅱ（フィットネス・トレーニング）

体育Ⅱ（レクリエーション）

体育Ⅱ（柔道）

体育Ⅱ（ダンス）

体育Ⅱ（ソフトボール）

体育Ⅱ（バレーボール）

体育Ⅱ（バドミントン）

体育Ⅱ（バスケットボール）

体育Ⅰ（マラソン）

体育Ⅰ（ゴルフ）

体育Ⅰ（水泳）

体育Ⅰ（キャンプ）

体育Ⅰ（スケート）

体育Ⅰ（スキー）

体育Ⅰ（テニス）

体育Ⅰ（エアロビック）

体育Ⅰ（エクササイズ・ウォーキング）

体育Ⅰ（フィットネス・トレーニング）

体育Ⅰ（レクリエーション）

体育Ⅰ（フットサル）

ビジネス日本語Ⅰ

ビジネス日本語Ⅱ

体
育
科
目

体育Ⅰ（柔道）

体育Ⅰ（ダンス）

体育Ⅰ（ソフトボール）

体育Ⅰ（バレーボール）

体育Ⅰ（バドミントン）

体育Ⅰ（バスケットボール）

体育Ⅰ（サッカー）

学
部
共
通
科
目

外
国
語
科
目

日本語コミュニケーションⅡ

日本語上級演習Ⅰ

日本語上級演習Ⅱ

外
国
語
科
目

学
部
共
通
科
目

国
際
文
化
体
験

体育Ⅱ（キャンプ）

情
報

SNC-Advanced English Ⅱ

SNC-International Education Ⅱ

体育Ⅱ（サッカー）

体育Ⅱ（テニス）

体育Ⅱ（エアロビック）

体育Ⅱ（エクササイズ・ウォーキング）

体育Ⅱ（レクリエーション）

体育Ⅱ（フットサル）

体育Ⅱ（マラソン）

体育Ⅱ（ゴルフ）

体育Ⅱ（水泳）

体育Ⅱ（柔道）

体育Ⅱ（ダンス）

体育Ⅱ（ソフトボール）

体育Ⅱ（バレーボール）

体育Ⅱ（バドミントン）

体育Ⅱ（バスケットボール）

体育Ⅰ（マラソン）

体育Ⅰ（ゴルフ）

体育Ⅰ（水泳）

体育Ⅰ（キャンプ）

体育Ⅰ（スケート）

体育Ⅰ（スキー）

体育Ⅰ（テニス）

体育Ⅰ（エアロビック）

体育Ⅰ（エクササイズ・ウォーキング）

体育Ⅰ（フィットネス・トレーニング）

体育Ⅰ（レクリエーション）

体育Ⅰ（フットサル）

ビジネス日本語Ⅰ

ビジネス日本語Ⅱ

体
育
科
目

体育Ⅰ（柔道）

体育Ⅰ（ダンス）

体育Ⅰ（ソフトボール）

体育Ⅰ（バレーボール）

体育Ⅰ（バドミントン）

体育Ⅰ（バスケットボール）

体育Ⅰ（サッカー）

日本語上級演習Ⅰ

日本語上級演習Ⅱ

日本語コミュニケーションⅡ

SNC-Advanced English Ⅲ

SNC-Advanced English Ⅳ

SNC-Advanced English Ⅴ

SNC-Advanced English Ⅵ

SNC-Advanced English Ⅶ

SNC-Advanced English Ⅷ

SNC-Advanced English Ⅸ

SNC-International Education Ⅰ

SNC-Intermediate English Ⅷ

SNC-Intermediate English Ⅸ

海外語学研修Ⅰ

SNC-Advanced English Ⅰ

海外語学研修Ⅱ

海外語学研修Ⅲ

SNC-Intermediate English Ⅰ

SNC-Intermediate English Ⅱ

SNC-Intermediate English Ⅲ

SNC-Intermediate English Ⅳ

SNC-Intermediate English Ⅴ

SNC-Intermediate English Ⅵ

SNC-Intermediate English Ⅶ

情報フルエンシーⅣ（データ処理）

教育メディアⅠ（教諭）

教育メディアⅡ（中等）

教育メディアⅢ（総合）

情報メディア演習Ⅰ

情報メディア演習Ⅱ

情報リテラシーⅠ（情報活用力）

情報リテラシーⅡ（統計）

情報リテラシーⅢ（マルチメディア）

情報フルエンシーⅠ（データベース）

情報フルエンシーⅡ（プログラミング基礎）

情報フルエンシーⅢ（Webリテラシー）

体育Ⅱ（フィットネス・トレーニング）

体育Ⅱ（スケート）

体育Ⅱ（スキー）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

科目
区分

科
目
区
分

授業科目の名称
配 当
年 次

兼
任
・
兼
担

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

1･2･3･4前後 1 兼1 1･2･3･4前後 1 兼1

1･2･3･4前後 1 兼1 1･2･3･4前後 1 兼1

1･2･3･4前後 1 兼1 1･2･3･4前後 1 兼1

1･2･3･4前後 1 兼1 1･2･3･4前後 1 兼1

1･2･3･4前後 1 兼1 1･2･3･4前後 1 兼1

1･2･3･4前後 1 兼1 1･2･3･4前後 1 兼1

1･2･3･4前後 1 兼1 1･2･3･4前後 1 兼1

1･2･3･4前後 1 兼1 1･2･3･4前後 1 兼1

2･3･4後 1 兼1 2･3･4後 1 兼1

3後 1 兼1 3後 1 兼1

意義 1後 2 1 2 兼1 意義 1後 2 1 1 兼2

1前後 2 1 1 1前後 2 1

3･4前 2 1 3･4前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1前後 2 2 1前後 2 1 1

1前後 2 1 1 1前後 2 1 1

2前後 2 1 2前後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前後 2 1 2前後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前後 2 1 2前後 2 1

2前後 2 1 兼1 2前後 2 1 兼1

2前後 2 1 2前後 2 1

2前後 1 兼2 2前後 2 兼2

2前後 1 兼1 2前後 2 兼1

2前後 2 兼1 2前後 2 兼1

2前後 2 兼1 2前後 2 兼1

2前後 2 兼1 2前後 2 兼1

2前後 2 2 2前後 2 1

3前後 2 兼1 3前後 2 兼1

3前後 2 兼3 3前後 2 兼3

3前後 2 兼1 2前後 2 兼1

3･4前後 2 1 兼2 3･4前後 2 1 兼2

3通 5 1 3通 5 1

4通 3 1 4通 3 1

4後 2 2 1 兼3 4後 2 2 1 兼3

4後 2 7 3 4後 2 7 3
国

語 2前後 2 1 兼1
国

語 2前後 2 1 1 兼1
社

会 2後 2 1
社

会 2後 2 1
算

数 1･2前後 2 1
算

数 1･2前後 2 1 2

3･4後 2 兼1 3･4後 2 兼1

1前後 2 1 2 兼3 1前後 2 1 2 兼3
生

活 2前後 2 兼1
生

活 2前後 2 兼1
家

庭 2前後 2 1 兼1
家

庭 2前後 2 1 兼1

1前後 1 1 1 兼1 1前後 1 1 1 兼1

1通 2 1 兼7 1通 2 1 兼7

1･2前後 1 2 兼2 1･2前後 1 2 兼2

1･2前後 1 1 兼2 1･2前後 1 1 兼2
体

育 3通 2 3
体

育 3通 2 2

2通 1 1 2通 1 1

1前後 2 兼1 1前後 2 兼1

2前後 2 1 2前後 2 1

1通 1 4 3 1 兼2 1通 1 5 3 兼2

2通 1 8 2 2通 1 8 1 1

3通 2 2 兼3 3通 2 3 兼3

1前 2 兼1 1前 2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

専門演習Ⅲ(臨床教育学)

専門演習Ⅳ(臨床教育学)

専門演習Ⅰ(教育制度論)

専門演習Ⅱ(教育制度論)

専門演習Ⅲ(教育制度論)

専門演習Ⅳ(教育制度論)

Reflection and Assessment

Integrated Learning & Teaching

専
門
科
目

教
育
実
践
学
系

専門演習Ⅰ(教育方法論)

専門演習Ⅱ(教育方法論)

専門演習Ⅲ(教育方法論)

専門演習Ⅳ(教育方法論)

専門演習Ⅰ(臨床教育学)

専門演習Ⅱ(臨床教育学)

体育実技演習

教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目

介護等体験実習

外国語活動概論

外国語活動教材研究

教育フィールド研究Ⅰ

教育フィールド研究Ⅱ

教育フィールド研究Ⅲ

Introduction to IB Education

Approaches to teaching and learning

生活概論

家政学概論

音
楽

音楽実技演習(ソルフェージュ)

音楽実技演習(器楽)

図
工

図画工作実技演習（平面）

図画工作実技演習（立体）

演
習

教職実践演習（教育フィールド研究Ⅳ・小中)

教職実践演習（学校教育研究・小中)

教
科
に
関
す
る
科
目

日本語･日本文学概論(書写を含む)

社会概論

算数概論

理
科

理科概論

理科実験・観察

道徳の指導法(小中)

総合学習・特別活動の指導法(小中)

指

導

相

談

生徒・進路指導論(小中）

学校相談心理学

実
習

初等教育実習（事前・事後指導1単位を含む）

初等教育実習（事前・事後指導1単位を含む）

理科指導法

生活科指導法

家庭科指導法

音楽科指導法

図画工作科指導法

体育科指導法

教育心理学

障害児の心理と教育

教
育
課
程
及
び
指
導
法

教育課程論(小中)

教育課程とカリキュラム開発

教育方法論(小中)

教授学概論

国語科指導法(書写を含む)

社会科指導法

算数科指導法

グローバル・フィールドワークⅡ
キ

ャ

リ

ア

インターンシップⅠ

インターンシップⅡ

教
職
に
関
す
る
科
目

教職概論

基
礎
理
論

教育原理

教育関係法規

教育法規と行財政

国際交流演習Ⅱ

国際交流実習Ⅰ

国際交流実習Ⅱ

海外文化体験Ⅰ

海外文化体験Ⅱ

グローバル・フィールドワークⅠ

学
部
共
通
科
目

国
際
文
化
体
験

SNC-International Education Ⅲ

SNC-International Education Ⅳ

SNC-International Education Ⅴ

SNC-International Education Ⅵ

SNC-International Education Ⅶ

SNC-International Education Ⅷ

SNC-International Education Ⅸ

国際交流演習Ⅰ

教育課程とカリキュラム開発

学
部
共
通
科
目

国
際
文
化
体
験

教
職
に
関
す
る
科
目

家政学概論

音
楽

図
工

教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目

専
門
科
目

教
育
実
践
学
系

専門演習Ⅳ(教育制度論)

専門演習Ⅲ(教育制度論)

専門演習Ⅰ(教育方法論)

専門演習Ⅱ(臨床教育学)

演
習

教職実践演習（教育フィールド研究Ⅳ・教諭）

教職実践演習（学校教育研究・教諭）

教
科
に
関
す
る
科
目

社会概論

数学概論

理
科

理科概論

理科実験・観察

生活概論

指

導

相

談

生活指導論(教諭)

学校相談心理学

実
習

初等教育実習（事前・事後指導1単位を含む）

初等教育実習（事前・事後指導1単位を含む）

家庭科指導法

音楽科指導法

図画工作科指導法

体育科指導法

道徳の指導法(教諭)

総合学習・特別活動の指導法(教諭)

教育課程論(教諭)

教育方法論(教諭)

教授学概論

国語科指導法(書写を含む)

社会科指導法

算数科指導法

理科指導法

生活科指導法

教職概論

基
礎
理
論

教育原理

教育関係法規

教育法規と行財政

教育心理学

障害児の心理と教育

教
育
課
程
及
び
指
導
法

海外文化体験Ⅰ

海外文化体験Ⅱ

グローバル・フィールドワークⅠ

グローバル・フィールドワークⅡ
キ

ャ

リ

ア

インターンシップⅠ

インターンシップⅡ

SNC-International Education Ⅷ

SNC-International Education Ⅴ

SNC-International Education Ⅵ

SNC-International Education Ⅶ

SNC-International Education Ⅲ

SNC-International Education Ⅳ

国際交流実習Ⅰ

専門演習Ⅰ(教育制度論)

専門演習Ⅱ(教育制度論)

専門演習Ⅱ(教育方法論)

専門演習Ⅲ(教育方法論)

専門演習Ⅳ(教育方法論)

専門演習Ⅰ(臨床教育学)

Introduction to IB Education

Approaches to teaching and learning

Reflection and Assessment

Integrated Learning & Teaching

専門演習Ⅲ(臨床教育学)

専門演習Ⅳ(臨床教育学)

体育実技演習

介護等体験実習

外国語活動概論

外国語活動教材研究

教育フィールド研究Ⅰ

教育フィールド研究Ⅱ

教育フィールド研究Ⅲ

図画工作実技演習（平面）

図画工作実技演習（立体）

日本語･日本文学概論(書写を含む)

音楽実技演習(ソルフェージュ)

音楽実技演習(器楽)

SNC-International Education Ⅸ

国際交流演習Ⅰ

国際交流演習Ⅱ

国際交流実習Ⅱ

10



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

科目
区分

科
目
区
分

授業科目の名称
配 当
年 次

兼
任
・
兼
担

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2･3･4前 2 2 2･3･4前 2 2

3･4後 2 1 3･4後 2 1

2･3後 2 1 2･3後 2 1

2･3後 2 兼1 2･3後 2 兼1

3通 2 1 3･4通 2 1

2･3後 2 1 2･3後 2 1

2･3前 2 兼2 2･3前 2 兼2

2･3前 2 1 2･3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2･3通 2 1 2･3通 2 1

3通 2 兼1 3通 2 兼1

2･3前 2 1 2･3前 2 1

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

2･3後 2 1 2･3後 2 1

2･3後 2 1 2･3後 2 1

2･3前 2 1 2･3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

2･3前 2 1 2･3前 2 1

2･3後 2 1 2･3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

2･3前 2 1 2･3前 2 1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

心
理
臨
床
系

心
理
臨
床
系

職業生活と教育

日本文学史（古典）

日本文学史（近代）

児童文学Ⅰ

児童文学Ⅱ

社
会
科
学
系

専門演習Ⅰ(学校社会学)

専門演習Ⅱ(学校社会学)

専門演習Ⅲ(学校社会学)

専門演習Ⅳ(学校社会学)

社会科学基礎

専門演習Ⅱ(国語教育学)

専門演習Ⅲ(国語教育学)

専門演習Ⅳ(国語教育学)

日本語(日本文法)Ⅰ

日本語(日本文法)Ⅱ

国語表現

認知心理学

カウンセリング

発達の心理学

学習の心理学

国
語
系

専門演習Ⅰ(言語文化)

専門演習Ⅱ(言語文化)

専門演習Ⅲ(言語文化)

専門演習Ⅳ(言語文化)

専門演習Ⅰ(国語教育学)

専門演習Ⅰ(臨床心理学)

専門演習Ⅱ(臨床心理学)

専門演習Ⅲ(臨床心理学)

専門演習Ⅳ(臨床心理学)

心理学研究法Ⅰ

心理学研究法Ⅱ

教育心理学実験

心理検査法実習

人格心理学

病弱教育総論

専門演習Ⅰ(学習心理学)

専門演習Ⅱ(学習心理学)

専門演習Ⅲ(学習心理学)

専門演習Ⅳ(学習心理学)

専門演習Ⅰ(発達心理学)

専門演習Ⅱ(発達心理学)

専門演習Ⅲ(発達心理学)

専門演習Ⅳ(発達心理学)

子ども発達臨床

子ども心理臨床

子ども福祉臨床

子ども理解フィールドワーク

知的障害教育総論

肢体不自由教育総論

専門演習Ⅰ(子ども支援学)

専門演習Ⅱ(子ども支援学)

専門演習Ⅲ(子ども支援学)

専門演習Ⅳ(子ども支援学)

子ども理解と特別ニーズ教育

発達障害の心理学

教育社会学

特
別
ニ
ー

ズ
教
育
系

専門演習Ⅰ(障害児心理学)

専門演習Ⅱ(障害児心理学)

専門演習Ⅲ(障害児心理学)

専門演習Ⅳ(障害児心理学)

専門演習Ⅰ(特別ニーズ教育学)

専門演習Ⅱ(特別ニーズ教育学)

専門演習Ⅲ(特別ニーズ教育学)

専門演習Ⅳ(特別ニーズ教育学)

教授学演習

教育実践論Ⅰ

教育実践論Ⅱ

教育学特論Ⅰ

教育学特論Ⅱ

教育実践と教育史

専
門
科
目

教
育
実
践
学
系

専門演習Ⅰ(比較教育学)

専門演習Ⅱ(比較教育学)

専門演習Ⅲ(比較教育学)

専門演習Ⅳ(比較教育学)

専門演習Ⅰ(教師教育論)

専門演習Ⅱ(教師教育論)

専門演習Ⅲ(教師教育論)

専門演習Ⅳ(教師教育論)

学習の心理学

国
語
系

専門演習Ⅰ(言語文化)

専門演習Ⅱ(言語文化)

専門演習Ⅲ(言語文化)

専門演習Ⅳ(言語文化)

発達の心理学

カウンセリング

専門演習Ⅱ(発達心理学)

専門演習Ⅲ(発達心理学)

専門演習Ⅳ(発達心理学)

専門演習Ⅰ(臨床心理学)

専門演習Ⅱ(臨床心理学)

専門演習Ⅲ(臨床心理学)

専門演習Ⅳ(臨床心理学)

心理学研究法Ⅰ

知的障害教育総論

肢体不自由教育総論

病弱教育総論

専門演習Ⅰ(学習心理学)

専門演習Ⅱ(学習心理学)

認知心理学

心理学研究法Ⅱ

教育心理学実験

心理検査法実習

人格心理学

専門演習Ⅲ(学習心理学)

専門演習Ⅳ(学習心理学)

専門演習Ⅰ(発達心理学)

専門演習Ⅳ(子ども支援学)

子ども理解と特別ニーズ教育

発達障害の心理学

子ども発達臨床

子ども心理臨床

子ども福祉臨床

子ども理解フィールドワーク

特
別
ニ
ー

ズ
教
育
系

専門演習Ⅰ(障害児心理学)

専門演習Ⅱ(障害児心理学)

専門演習Ⅲ(障害児心理学)

専門演習Ⅳ(障害児心理学)

専門演習Ⅰ(特別ニーズ教育学)

専門演習Ⅱ(特別ニーズ教育学)

専門演習Ⅲ(特別ニーズ教育学)

専門演習Ⅳ(特別ニーズ教育学)

専門演習Ⅰ(子ども支援学)

社会科学基礎

職業生活と教育

児童文学Ⅰ

児童文学Ⅱ

専門演習Ⅰ(学校社会学)

専門演習Ⅱ(学校社会学)

専門演習Ⅲ(学校社会学)

専門演習Ⅳ(学校社会学)

日本語(日本文法)Ⅱ

国語表現

専門演習Ⅳ(国語教育学)

日本語(日本文法)Ⅰ

日本文学史（古典）

日本文学史（近代）

教授学演習

教育実践論Ⅰ

教育実践論Ⅱ

専門演習Ⅰ(国語教育学)

専門演習Ⅱ(国語教育学)

専門演習Ⅲ(国語教育学)

教育実践と教育史

教育社会学

専門演習Ⅱ(子ども支援学)

専門演習Ⅲ(子ども支援学)

教育学特論Ⅰ

教育学特論Ⅱ

専門演習Ⅰ(比較教育学)

専門演習Ⅱ(比較教育学)

専門演習Ⅲ(比較教育学)

専門演習Ⅳ(比較教育学)

専門演習Ⅰ(教師教育論)

専門演習Ⅱ(教師教育論)

専門演習Ⅲ(教師教育論)

専門演習Ⅳ(教師教育論)

専
門
科
目

社
会
科
学
系

教
育
実
践
学
系
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

科目
区分

科
目
区
分

授業科目の名称
配 当
年 次

兼
任
・
兼
担

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

2･3後 2 1 2･3後 2 1

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

2･3後 2 兼1 2･3後 2 兼1

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

2･3後 2 兼1 2･3後 2 兼1

3後 1 1 3後 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 兼1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3･4前 2 1 2･3･4前 2 1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3･4後 2 1 2･3･4後 2 1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3･4前 2 1 2･3･4前 2 1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2前 1 兼1 2前 1 兼1

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

2後 1 1 2後 1 1

3･4後 1 兼1 3･4後 1 兼1

3･4後 1 兼1 3･4後 1 兼1

3･4前 1 1 3･4前 1 1

3･4前 1 兼1 3･4前 1 兼1

3･4前 1 1 3･4前 1 1

3･4前 1 兼1 3･4前 1 兼1

3･4前 1 1 3･4前 1 1

3･4前 1 1 3･4前 1 1

専
門
科
目

算
数
・
数
学
系

自
然
環
境
科
学
系

生物学実験Ⅰ

地学実験Ⅱ

生物基礎実験

地学基礎実験

物理学実験Ⅰ

物理学実験Ⅱ

化学実験Ⅰ

化学実験Ⅱ

化学Ⅰ

化学Ⅱ

生物学Ⅰ

生物学実験Ⅱ

地学実験Ⅰ

生物学Ⅱ

地学Ⅰ

地学Ⅱ

物理基礎実験

化学基礎実験

基礎物理学

基礎化学

基礎生物学

基礎地学

物理学Ⅰ

物理学Ⅱ

専門演習Ⅲ（生物学）

専門演習Ⅳ（生物学）

専門演習Ⅰ（地学）

専門演習Ⅱ（地学）

専門演習Ⅲ（地学）

専門演習Ⅳ（地学）

専門演習Ⅲ（物理学）

専門演習Ⅳ（物理学）

専門演習Ⅰ（化学）

専門演習Ⅱ（化学）

専門演習Ⅱ（生物学）

専門演習Ⅲ（化学）

専門演習Ⅳ（化学）

専門演習Ⅰ（生物学）

幾何学特論Ⅱ

解析学特論Ⅰ

解析学特論Ⅱ

統計学特論Ⅰ

統計学特論Ⅱ

専門演習Ⅱ（物理学）

専門演習Ⅰ（物理学）

コンピュータ基礎

代数学

幾何学

代数学特論Ⅰ

代数学特論Ⅱ

解析学

統計学

幾何学特論Ⅰ

専門演習Ⅱ(数学教育学)

専門演習Ⅲ(数学教育学)

専門演習Ⅳ(数学教育学)

線型代数学

微分積分学

代数学基礎

幾何学基礎

解析学基礎

確率統計基礎

専門演習Ⅰ（代数学）

専門演習Ⅱ（代数学）

専門演習Ⅲ（代数学）

専門演習Ⅳ（代数学）

専門演習Ⅰ（幾何学）

専門演習Ⅱ（幾何学）

専門演習Ⅲ（幾何学）

専門演習Ⅳ（幾何学）

専門演習Ⅰ(数学教育学)

社
会
科
学
系

現代社会と学校

地域と教育

地域経済論Ⅰ

地域経済論Ⅱ

地域史Ⅰ

地域史Ⅱ

地域調査実習

算
数
・
数
学
系

物理学実験Ⅰ

物理学実験Ⅱ

化学実験Ⅰ

生物学Ⅱ

地学Ⅰ

地学Ⅱ

化学基礎実験

生物基礎実験

地学基礎実験

基礎地学

物理学Ⅰ

物理学Ⅱ

化学Ⅰ

化学Ⅱ

生物学Ⅰ

専門演習Ⅱ（地学）

専門演習Ⅲ（地学）

専門演習Ⅳ（地学）

基礎物理学

基礎化学

基礎生物学

専門演習Ⅳ（化学）

専門演習Ⅰ（生物学）

専門演習Ⅱ（生物学）

専門演習Ⅲ（生物学）

専門演習Ⅳ（生物学）

専門演習Ⅰ（地学）

統計学特論Ⅰ

統計学特論Ⅱ

自
然
環
境
科
学
系

専門演習Ⅰ（物理学）

専門演習Ⅱ（物理学）

専門演習Ⅲ（物理学）

専門演習Ⅳ（物理学）

専門演習Ⅰ（化学）

専門演習Ⅱ（化学）

専門演習Ⅲ（化学）

代数学特論Ⅰ

代数学特論Ⅱ

幾何学特論Ⅰ

幾何学特論Ⅱ

解析学特論Ⅰ

解析学特論Ⅱ

専
門
科
目

確率統計基礎

物理基礎実験

化学実験Ⅱ

コンピュータ基礎

代数学

幾何学

解析学

統計学

生物学実験Ⅰ

生物学実験Ⅱ

地学実験Ⅰ

地学実験Ⅱ

専門演習Ⅳ(数学教育学)

線型代数学

微分積分学

代数学基礎

幾何学基礎

専門演習Ⅳ（代数学）

専門演習Ⅰ（幾何学）

解析学基礎

専門演習Ⅱ（幾何学）

専門演習Ⅲ（幾何学）

専門演習Ⅳ（幾何学）

専門演習Ⅰ(数学教育学)

専門演習Ⅱ(数学教育学)

専門演習Ⅲ(数学教育学)

地域史Ⅰ

地域史Ⅱ

地域調査実習

専門演習Ⅰ（代数学）

専門演習Ⅱ（代数学）

専門演習Ⅲ（代数学）

現代社会と学校

地域と教育

地域経済論Ⅰ

地域経済論Ⅱ

社
会
科
学
系
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

科目
区分

科
目
区
分

授業科目の名称
配 当
年 次

兼
任
・
兼
担

1･2･3･4前 1 1 兼1 1･2･3･4前 1 1 兼1

1･2･3･4前 1 1 1 1･2･3･4前 1 1 1

1･2･3･4前 1 1 兼1 1･2･3･4前 1 1 兼1

1･2･3･4前 1 1 兼1 1･2･3･4前 1 1 兼1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

1・2後 2 兼1 1・2後 2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

2通 2 1 兼1 2通 2 1 兼1

3通 2 1 兼1 3通 2 1 兼1

4通 2 1 4通 2 1

2通 2 1 兼1 2通 2 1 兼1

3通 2 1 兼1 3通 2 1 兼1

4通 2 1 4通 2 1

3･4後 2 兼1 3･4後 2 兼1

2通 2 1 2通 2 1

3通 2 1 3通 2 1

4通 2 1 4通 2 1

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

2･3後 2 兼1 2･3後 2 兼1

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

2･3･4後 1 兼1 2･3･4後 1 兼1

2･3･4前 1 兼1 2･3･4前 1 兼1

2･3･4後 1 兼1 2･3･4後 1 兼1

2･3･4前 1 兼1 2･3･4前 1 兼1

2･3･4前 1 兼1 2･3･4前 1 兼1

2･3･4後 1 兼1 2･3･4後 1 兼1

2･3･4後 1 兼1 2･3･4後 1 兼1

2･3･4前 1 兼1 2･3･4前 1 兼1

1前 1 兼1 1前 1 兼1

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

2通 2 2 2通 2 2

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

2･3後 1 1 2･3後 1 1

2･3前 1 1 2･3前 1 1

2･3後 1 兼1 2･3後 1 兼1

2･3後 1 兼1 2･3後 1 兼1

2･3後 1 兼1 2･3後 1 兼1

3前 1 1 3前 1 1

3後 1 1 3後 1 1

3前 1 1 3前 1 1

3後 1 1 3後 1 1

4前 1 1 4前 1 1

4後 1 1 4後 1 1

4前 1 1 4前 1 1

4後 1 1 4後 1 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 兼1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

4後 2 兼1 4後 2 1

4後 2 1 4後 2 1

2･3･4前 1 兼1 2･3･4前 1 兼1

2･3･4後 1 兼1 2･3･4後 1 兼1

2･3･4前 1 1 2･3･4前 1 1

2･3･4後 1 1 2･3･4後 1 1

2･3･4後 1 兼1 2･3･4後 1 兼1

2･3･4前 1 兼1 2･3･4前 1 兼1

2･3･4前後 1 兼1 2･3･4前後 1 兼1

専
門
科
目

自

然

環

境

科

学

系

図
工
・
美
術
系

体
育
系

音
楽
系

自

然

環

境

科

学

系

図
工
・
美
術
系

体
育
系

専
門
科
目

体育実技（ボール運動）Ⅱ

体育実技（体操）

体育実技（器械運動）

体育実技（格技）

体育学演習(ｽﾎﾟｰﾂ社会学)Ⅱ

体育学演習（健康教育論）Ⅱ

体育学演習（運動・ｽﾎﾟｰﾂ方法論）Ⅱ

体育実技（陸上運動）Ⅰ

体育実技（陸上運動）Ⅱ

体育実技（ボール運動）Ⅰ

立体造形実技Ⅱ

スポーツ社会学

運動・スポーツ文化論

運動・スポーツ科学論

体育学演習（運動・ｽﾎﾟｰﾂ方法論）Ⅰ

体育測定・評価法

体育学演習（ｽﾎﾟｰﾂ社会学）Ⅰ

体育学演習（健康教育論）Ⅰ

造形表現（平面）

造形・美術表現（平面）

造形表現（立体）

造形・美術表現（立体）

平面造形実技Ⅰ

立体造形実技Ⅰ

平面造形実技Ⅱ

基礎造形表現（立体）Ⅱ

図工教材研究演習

鑑賞教育

美術史

図工鑑賞研究

造形表現実技演習（デザイン）

造形表現実技演習(版表現）

造形表現実技演習（工作及び工芸）

造形表現実技演習（素描）

合奏（箏）

音楽総合実習（オペラ）

音楽総合実習（指揮法）

音楽総合実習（音楽療法）

音楽総合実習（音感教育）

素描（みること・表すこと）

基礎造形表現（平面）Ⅰ

基礎造形表現（立体）Ⅰ

音楽理論Ⅰ

音楽理論Ⅱ

音楽史

合奏（リコーダー）

合奏（打楽器）

合奏（三味線）

声楽Ⅲ

器楽Ⅰ

器楽Ⅱ

器楽Ⅲ

基礎造形表現（平面）Ⅱ

合唱Ⅱ

合唱Ⅲ

作曲法

合唱Ⅰ

被服学実験・実習

調理学実験・実習

住居学演習

乳幼児保育論

消費者教育論

家族関係学

声楽Ⅰ

声楽Ⅱ

自然科学総合演習

生
活
環
境
科
学
系

専門演習Ⅰ(生活環境科学）

専門演習Ⅱ(生活環境科学）

専門演習Ⅲ(生活環境科学）

専門演習Ⅳ(生活環境科学）

被服学

住居学

調理学

生活環境科学概論

理科野外実習Ⅰ（天体現象観察と宇宙論セミナー）

理科野外実習Ⅱ（富士山・都留の大気と水の化学）

理科野外実習Ⅲ（富士山周辺の動物と植物）

理科野外実習Ⅳ（火山としての富士山）

体育実技（器械運動）

体育実技（格技）

体育学演習（運動・ｽﾎﾟｰﾂ方法論）Ⅱ

体育実技（陸上運動）Ⅰ

体育実技（陸上運動）Ⅱ

体育実技（ボール運動）Ⅰ

体育実技（ボール運動）Ⅱ

体育実技（体操）

体育測定・評価法

体育学演習（ｽﾎﾟｰﾂ社会学）Ⅰ

体育学演習（健康教育論）Ⅱ

体育学演習（健康教育論）Ⅰ

体育学演習（運動・ｽﾎﾟｰﾂ方法論）Ⅰ

体育学演習(ｽﾎﾟｰﾂ社会学)Ⅱ

平面造形実技Ⅰ

平面造形実技Ⅱ

立体造形実技Ⅰ

スポーツ社会学

運動・スポーツ文化論

運動・スポーツ科学論

立体造形実技Ⅱ

鑑賞教育

美術史

図工鑑賞研究

造形表現実技演習（デザイン）

造形表現実技演習(版表現）

造形表現実技演習（工作及び工芸）

造形・美術表現（平面）

造形表現（立体）

造形・美術表現（立体）

合奏（打楽器）

造形表現実技演習（素描）

造形表現（平面）

素描（みること・表すこと）

基礎造形表現（平面）Ⅰ

基礎造形表現（平面）Ⅱ

基礎造形表現（立体）Ⅰ

基礎造形表現（立体）Ⅱ

図工教材研究演習

生
活
環
境
科
学
系

音
楽
系

音楽総合実習（指揮法）

音楽総合実習（音楽療法）

音楽総合実習（音感教育）

合奏（リコーダー）

器楽Ⅲ

家族関係学

声楽Ⅰ

合奏（三味線）

合奏（箏）

音楽総合実習（オペラ）

作曲法

合唱Ⅰ

合唱Ⅱ

合唱Ⅲ

音楽理論Ⅰ

音楽理論Ⅱ

音楽史

声楽Ⅱ

声楽Ⅲ

器楽Ⅰ

器楽Ⅱ

生活環境科学概論

被服学実験・実習

調理学実験・実習

住居学演習

乳幼児保育論

消費者教育論

専門演習Ⅱ(生活環境科学）

専門演習Ⅲ(生活環境科学）

専門演習Ⅳ(生活環境科学）

被服学

住居学

調理学

理科野外実習Ⅱ（富士山・都留の大気と水の化学）

理科野外実習Ⅲ（富士山周辺の動物と植物）

理科野外実習Ⅳ（火山としての富士山）

自然科学総合演習

専門演習Ⅰ(生活環境科学）

理科野外実習Ⅰ（天体現象観察と宇宙論セミナー）

13



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

科目
区分

科
目
区
分

授業科目の名称
配 当
年 次

兼
任
・
兼
担

2･3･4前後 1 兼1 2･3･4前後 1 1

1･2･3･4前 1 1 1･2･3･4前 1 1

1･2･3･4前 1 兼1 1･2･3･4前 1 1

1･2･3･4後 1 兼1 1･2･3･4後 1 1

1･2･3･4後 1 1 1･2･3･4後 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3後 2 兼1 3後 2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

1前 2 1 1前 2 1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2前 1 兼1 2前 1 兼1

3通 1 4 3 1 兼2 3通 1 5 3 兼2

4通 1 8 2 4通 1 8 1 1

3･4後 2 1 兼1 3･4後 2 1 兼1

2･3後 2 兼1 2･3後 2 兼1

1･2前 2 1 1･2前 2 兼1

2･3前後 2 兼1 2･3前後 2 兼1

3･4前 2 1 3･4前 2 1

3･4後 2 兼1 3･4後 2 兼1

3･4後 2 1 3･4後 2 1

3･4後 2 1 3･4後 2 1

3･4後 2 兼1 3･4後 2 兼1

3･4前 2 1 3･4前 2 1

2･3後 2 1 2･3後 2 1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

4通 4 16 9 3 0 0 兼2 4通 4 18 10 1 0 0 兼1

基礎 1前 2 1 基礎 1前 2 1

2･3前 2 1 兼1 2･3前 2 1 兼1

2･3後 2 兼1 2･3後 2 兼1

2･3前 2 1 兼1 2･3前 2 1 兼1

2･3後 2 1 2･3後 2 1

2･3後 2 兼1 2･3後 2 兼1

2･3後 2 1 2･3後 2 1

1前後 2 1 1 1前後 2 1 1

1前 2 1 1前 2 1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

実習 4通 3 1 実習 4通 3 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3通 5 1 3通 5 1

4通 3 1 4通 3 1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

（注）・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と平成３０年度の表を記入してください。
　　　・　不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度及び平成２８年度、
　　　　平成３０年度開設であれば平成２７年度から平成２９年度）の表は適宜削除し，詰めてください。
　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

体
育
系

特別支援学校教育実習

専
門
科
目

専
門
科
目

体
育
系

特別支援フィールドワークⅡ

数学科教育法Ⅳ

理科教育法Ⅰ

理科教育法Ⅱ

理科教育法Ⅲ

理科教育法Ⅳ

実習
中学教育実習（事前・事後指導1単位を含む）

中学教育実習（事前・事後指導1単位を含む）

以

外

領

域

重複障害教育総論

視覚障害教育総論

聴覚障害教育総論

副
免
科
目
（

中
学
校
教
職
）

教
育
課
程
及
び
指
導
法

数学科教育法Ⅰ

数学科教育法Ⅱ

数学科教育法Ⅲ

副
免
科
目
（

特
別
支
援
教
育
）

特別支援教育基礎論

特
別
支
援
教
育
領
域

知的障害児の心理・生理・病理

肢体不自由児の心理・生理・病理

病弱児の心理・生理・病理

知的障害児指導法

肢体不自由児指導法

病弱児指導法

特別支援フィールドワークⅠ

交換留学プログラム ⅩⅠ

交換留学プログラム ⅩⅡ

交換留学プログラム ⅩⅢ

交換留学プログラム ⅩⅣ

交換留学プログラム ⅩⅤ

卒業論文

交換留学プログラム Ⅴ

交換留学プログラム Ⅵ

交換留学プログラム Ⅶ

交換留学プログラム Ⅷ

交換留学プログラム Ⅸ

交換留学プログラム Ⅹ

体育教材研究演習

海外教育事情研修

交換留学プログラム Ⅰ

交換留学プログラム Ⅱ

交換留学プログラム Ⅲ

交換留学プログラム Ⅳ

環境教育

専
門
科
目

関
連
科
目

ジェンダー・セクシュアリティと教育

ICTを活用した教育

国語教材研究演習

社会教材研究演習

算数教材研究演習

家庭教材研究演習

音楽教材研究演習

英語発音・フォニックス

児童英米文化研究

英文法

英作文

英会話

関

連

科

目

教育フィールド研究Ⅴ

教育フィールド研究Ⅵ

児童期・思春期理解と教育

野外体育実技(キャンプ)

野外体育実技(スケート)

野外体育実技(スキー)

英
語
系

専門演習Ⅰ（小学校英語教育学）

専門演習Ⅱ（小学校英語教育学）

専門演習Ⅲ（小学校英語教育学）

専門演習Ⅳ（小学校英語教育学）

他教科等と関連させた英語指導

第２言語習得研究

体育実技（表現運動）

野外体育実技(水泳)

実習
中学教育実習（事前・事後指導1単位を含む）

中学教育実習（事前・事後指導1単位を含む）

副
免
科
目
（

中
学
校
教
職
）

教
育
課
程
及
び
指
導
法

数学科教育法Ⅰ

数学科教育法Ⅱ

数学科教育法Ⅲ

数学科教育法Ⅳ

理科教育法Ⅰ

理科教育法Ⅱ

理科教育法Ⅲ

理科教育法Ⅳ

特別支援フィールドワークⅡ

以

外

領

域

重複障害教育総論

視覚障害教育総論

聴覚障害教育総論

特別支援学校教育実習

副
免
科
目
（

特
別
支
援
教
育
）

特別支援教育基礎論

特
別
支
援
教
育
領
域

知的障害児の心理・生理・病理

肢体不自由児の心理・生理・病理

病弱児の心理・生理・病理

知的障害児指導法

肢体不自由児指導法

病弱児指導法

特別支援フィールドワークⅠ

交換留学プログラム ⅩⅢ

交換留学プログラム ⅩⅣ

交換留学プログラム ⅩⅤ

卒業論文

交換留学プログラム Ⅶ

交換留学プログラム Ⅷ

交換留学プログラム Ⅸ

交換留学プログラム Ⅹ

交換留学プログラム ⅩⅠ

交換留学プログラム ⅩⅡ

英
語
系

関

連

科

目

専
門
科
目

関
連
科
目

交換留学プログラム Ⅲ

交換留学プログラム Ⅳ

交換留学プログラム Ⅴ

交換留学プログラム Ⅵ

交換留学プログラム Ⅱ

算数教材研究演習

家庭教材研究演習

音楽教材研究演習

体育教材研究演習

海外教育事情研修

交換留学プログラム Ⅰ

児童期・思春期理解と教育

環境教育

ジェンダー・セクシュアリティと教育

ICTを活用した教育

国語教材研究演習

社会教材研究演習

児童英米文化研究

英文法

英作文

英会話

教育フィールド研究Ⅴ

教育フィールド研究Ⅵ

専門演習Ⅱ（小学校英語教育学）

専門演習Ⅲ（小学校英語教育学）

専門演習Ⅳ（小学校英語教育学）

他教科等と関連させた英語指導

第２言語習得研究

英語発音・フォニックス

体育実技（表現運動）

野外体育実技(水泳)

野外体育実技(キャンプ)

野外体育実技(スケート)

野外体育実技(スキー)

専門演習Ⅰ（小学校英語教育学）
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【平成３０年度】

（注）・  変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。
　　　　変更がない年度は「特になし。」と記入してください。
　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。
　　　・　不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度及び平成２８年度、
　　　　平成３０年度開設であれば平成２７年度から平成２９年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

604

[　　　　] [　　　　] [　　　　] [　　　　]

選択 自由 計

34 547 23 604 34 547 23

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ） 必修

（２） 授業科目数

　　　　 　　　　

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　 　　　　

教職課程認定に伴う変更
・授業科目の名称を「教育メディアⅠ（教諭）」から「教育メディアⅠ（小中）」に変更。
・「教職概論」の専任教員等の配置を「教授1・准教授2・兼1」から「教授1・准教授1・兼2」に変更。
・授業科目の名称を「教育課程論(教諭)」から「教育課程論(小中)」に変更し、専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・授業科目の名称を「教育方法論(教諭)」から「教育方法論(小中)」に変更。
・教育職員免許法施行規則に基づき、「理科指導法」及び「生活科指導法」の単位数を「1」から「2」に訂正。
・「体育科指導法」の専任教員等の配置を「教授2」から「教授1」に変更。
・授業科目の名称を「道徳の指導法(教諭)」から「道徳の指導法(小中)」に変更。
・授業科目の名称を「総合学習・特別活動の指導法(教諭)」から「総合学習・特別活動の指導法(小中)」に変更。
・授業科目の名称を「生活指導論(教諭)」から「生徒・進路指導論(小中）」に変更し、配当年次を「3前後」から「2前後」に変更。
・授業科目の名称を「教職実践演習（教育フィールド研究Ⅳ・教諭）」から「教職実践演習（教育フィールド研究Ⅳ・小中)」に変更。
・授業科目の名称を「教職実践演習（学校教育研究・教諭）」から「教職実践演習（学校教育研究・小中)」に変更。
・授業科目の名称を「数学概論」から「算数概論」に変更し、専任教員等の配置を「教授1」から「教授1・准教授2」に変更。
・「体育実技演習」の専任教員等の配置を「教授3」から「教授2」に変更。
・「教育フィールド研究Ⅲ」の専任教員等の配置を「准教授2・兼3」から「准教授3・兼3」に変更。

所属学部等の都合による変更
・「アカデミック・スキルズ」の専任教員等の配置を「兼9」から「兼8」に変更。
・「現代の課題Ⅹ」の専任教員等の配置を「兼1」から「教授1・兼3」に変更。
・「英語ＧＥ　Ⅰ」及び「英語ＧＥ　Ⅱ」の専任教員等の配置を「兼8」から「兼10」に変更。
・「英語演習Ⅰ」「英語演習Ⅱ」「英語演習Ⅲ」「英語演習Ⅳ」の専任教員等の配置を「兼2」から「兼1」に変更。
・「中国語コミュニケーションⅠ」及び「中国語コミュニケーションⅡ」の専任教員等の配置を「兼2」から「兼3」に変更。
・「体育Ⅰ（バドミントン）」の専任教員等の配置を「教授1・兼1」から「兼2」に変更。
・「体育Ⅰ（レクリエーション）」の専任教員等の配置を「教授2・兼1」から「兼3」に変更。
・「体育Ⅰ（キャンプ）」の専任教員等の配置を「兼1」から「教授1」に変更。
・「体育Ⅱ（バドミントン）」の専任教員等の配置を「教授2・兼1」から「兼2」に変更。
・「体育Ⅱ（サッカー）」の専任教員等の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・「体育Ⅱ（レクリエーション）」の専任教員等の配置を「教授1・兼1」から「兼3」に変更。
・「教育メディアⅡ（中等）」の専任教員等の配置を「兼4」から「兼5」に変更。
・「野外体育実技(キャンプ)」の専任教員等の配置を「兼1」から「教授1」に変更。
・「ジェンダー・セクシュアリティと教育」の専任教員等の配置を「教授1」から「兼1」に変更。

担当教員の昇任による変更
・「教育心理学」の専任教員等の配置を「准教授2」から「教授1・准教授1」に変更。
・「音楽実技演習(ソルフェージュ)」の専任教員等の配置を「教授1・講師1・兼1」から「教授1・准教授1・兼1」に変更。
・「音楽実技演習(器楽)」の専任教員等の配置を「講師1」から「准教授1」に変更。
・「教育フィールド研究Ⅰ」の専任教員等の配置を「教授4・准教授3・講師1・兼2」から「教授5・准教授3・兼2」に変更。
・「教育フィールド研究Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授8・講師2」から「教授8・准教授1・講師1」に変更。
・「専門演習Ⅰ(学習心理学)」「専門演習Ⅱ(学習心理学)」「専門演習Ⅲ(学習心理学)」「専門演習Ⅳ(学習心理学)」「心理学研究法Ⅰ」
「心理学研究法Ⅱ」「人格心理学」「学習の心理学」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・「専門演習Ⅰ（代数学）」「専門演習Ⅱ（代数学）」「専門演習Ⅲ（代数学）」「専門演習Ⅳ（代数学）」「線型代数学」「代数学基
礎」「代数学」「代数学特論Ⅰ」「代数学特論Ⅱ」の専任教員等の配置を「講師1」から「准教授1」に変更。
・「器楽Ⅰ」「器楽Ⅱ」「器楽Ⅲ」の専任教員等の配置を「講師1」から「准教授1」に変更。
・「教育フィールド研究Ⅴ」の専任教員等の配置を「教授4・准教授3・講師1・兼2」から「教授5・准教授3・兼2」に変更。
・「教育フィールド研究Ⅵ」の専任教員等の配置を「教授8・講師2」から「教授8・准教授1・講師1」に変更。
・「卒業論文」の専任教員等の配置を「教授16・准教授9・講師3・兼2」から「教授17・准教授10・講師1・兼2」に変更。

その他の変更
・「子ども理解フィールドワーク」の配当年次を「3通」から「3・4通」に変更。
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

604

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように

廃止の理由，代替措置の有無

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（４） 廃止科目

％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝

（３） 未開講科目

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

未開講の理由，代替措置の有無

　　　　「学生への周知方法」を記入してください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

　　　　留意してください。

＝ 0

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び

16



備考

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，

　　　　その理由及び報告年度「（30）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　0 ㎡

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

そ　の　他

合　　　計

4,934㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

　677席

20,077㎡

　　0 ㎡ 　　0 ㎡ 80,198㎡

　　0 ㎡ 4,934㎡

　　0 ㎡

24室

412,378〔61,856〕

(３) 教　　室　　等

演　習　室

面　　　　　積

区　　分

閲 覧 座 席 数

（372,378〔48,409〕） （4,810〔240〕） （16,058〔16,058〕）　

4,539.87㎡

図書購入費

520.8千円

千円

28室

実験実習室

第３年次

899千円 520.8千円

第４年次

(５)

計
4,830〔245〕

種

教養学部

　

図
書
・
設
備

4,830〔245〕

（372,378〔48,409〕）

情報処理学習施設

3室

（補助職員　3人）

第６年次

千円

講　義　室

45室

完成年度

第１年次 第２年次

－520.8千円 －

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

1,738.56㎡

開設前年度

千円

千円 千円

開設年度

学生納付金以外の維持方法の概要 運営費交付金、その他収入をもって維持運営する。

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 千円 千円

第５年次学生１人当
り

納付金

（PC300点、
ﾌﾟﾘﾝﾀｰ等30点）

（PC247点、
ﾌﾟﾘﾝﾀｰ等22点）

経費
の見
積り

完成年度

460,000冊

教員１人当り研究費等

16,158〔16,158〕　

千円

設備購入費

（　　　　）

16,158〔16,158〕　 17,410

千円

千円

（16,058〔16,058〕）　 （16,210）
（PC247点、

ﾌﾟﾘﾝﾀｰ等22点）

収 納 可 能 冊 数

17,410

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

（　　　　）（16,210）

点 点 点

412,378〔61,856〕

　　0 ㎡

計

（PC300点、
ﾌﾟﾘﾝﾀｰ等30点）

電子ジャーナル

85,132㎡

語学学習施設

（補助職員　1人）

2室

（4,810〔240〕）

(４) 専任教員研究室

３　施設・設備の整備状況，経費

学部から学科の室数に変
更（30）

　　0 ㎡ 30,994㎡

（　30,994　㎡）

85,132㎡

標　　本
〔うち外国書〕

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

教養学部　学校教育学科 室

冊

20,077㎡ 　　0 ㎡

30,994㎡ 　　0 ㎡

（　　　　　0 ㎡） （　　　　　0 ㎡）

33
52

視聴覚資料 機械・器具

（　30,994　㎡）

(２) 校　　　　　舎

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

　　0 ㎡

運動場用地

小　　　計 80,198㎡

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　0 ㎡ 　　0 ㎡ 60,121㎡60,121㎡

学部単位での特定不能な
ため，大学全体の数

弓道場、テニスコート

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成３０年５月１日現在の数値を記入してください。

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

文学部

　初等教育学科 4 - 若干名 - 学士
（教育学）

- 昭和35年度
平成30年より学
生募集停止

　国文学科 4 120 - 480 学士
（文学）

1.17 昭和35年度

　英文学科 4 120 - 480 学士
（文学）

1.15 昭和38年度

　社会学科 4 - 若干名 - 学士
（社会学）

- 昭和62年度
平成30年より学
生募集停止

　比較文化学科 4 120 - 480
学士
（比較文

化）

1.13 平成5年度

　国際教育学科　 4 40 - 160 学士
（国際教育学）

1.18 平成29年度

教養学部

　学校教育学科 4 180 - 720 学士
（教育学）

1.16 平成30年度

　地域社会学科 4 150 - 600 学士
（社会学）

1.14 平成30年度

文学研究科

　国文学専攻 2 5 - 10 修士
（文学）

0.60 平成7年度

　社会学地域社会研究専攻 2 5 - 10 修士
（社会学）

0.50 平成7年度

　英語英米文学専攻 2 5 - 10 修士
（文学）

0.60 平成10年度

　比較文化専攻 2 5 - 10
修士
（比較文

化）

0.00 平成12年度

　臨床教育実践学専攻 2 5 - 10 修士
（教育学）

0.20 平成15年度

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

      ・ＡＣ対象学部等については、必ず記入するとともに、下線を引いてください。

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成３０年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

４　ＡＣ対象学部等を含む大学等の状況

都　留　文　科　大　学

山梨県都留市
田原三丁目
8番1号

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。
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【認可時又は届出時】 【平成３０年度】

体育Ⅰ（レクリエーション）
体育Ⅰ（水泳） 体育Ⅰ（水泳）
体育Ⅱ（水泳） 体育Ⅱ（水泳）
体育実技演習 体育実技演習
教育フィールド研究Ⅰ 教育フィールド研究Ⅰ
運動・スポーツ科学論 運動・スポーツ科学論
体育学演習（運動・ｽﾎﾟｰﾂ方法論）Ⅰ 体育学演習（運動・ｽﾎﾟｰﾂ方法論）Ⅰ
体育学演習（運動・ｽﾎﾟｰﾂ方法論）Ⅱ 体育学演習（運動・ｽﾎﾟｰﾂ方法論）Ⅱ
体育測定・評価法 体育測定・評価法
体育実技（ボール運動）Ⅰ 体育実技（ボール運動）Ⅰ
体育実技（ボール運動）Ⅱ 体育実技（ボール運動）Ⅱ
野外体育実技（水泳） 野外体育実技（水泳）
教育フィールド研究Ⅴ 教育フィールド研究Ⅴ
卒業論文 卒業論文

体育Ⅰ（バドミントン）
体育Ⅰ（ﾌｨｯﾄﾈｽ・ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ） 体育Ⅰ（ﾌｨｯﾄﾈｽ・ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ）
体育Ⅰ（レクリエーション）

体育Ⅰ(キャンプ)
体育Ⅱ（バドミントン）
体育Ⅱ（ﾌｨｯﾄﾈｽ・ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ） 体育Ⅱ（ﾌｨｯﾄﾈｽ・ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ）
体育Ⅱ（レクリエーション）

体育Ⅱ(キャンプ)
体育科指導法 体育科指導法
体育実技演習 体育実技演習
教育フィールド研究Ⅱ 教育フィールド研究Ⅱ
スポーツ社会学 スポーツ社会学
体育学演習（ｽﾎﾟｰﾂ社会学）Ⅰ 体育学演習（ｽﾎﾟｰﾂ社会学）Ⅰ
体育学演習（ｽﾎﾟｰﾂ社会学）Ⅱ 体育学演習（ｽﾎﾟｰﾂ社会学）Ⅱ

野外体育実技(キャンプ)
教育フィールド研究Ⅵ 教育フィールド研究Ⅵ
卒業論文 卒業論文

体育Ⅰ（スキー） 体育Ⅰ（スキー）
体育Ⅱ（スキー） 体育Ⅱ（スキー）
体育Ⅱ（バドミントン）
体育Ⅱ（ゴルフ） 体育Ⅱ（ゴルフ）
体育科指導法 体育科指導法
体育実技演習 体育実技演習
教職実践演習（学校教育研究・教諭） 教職実践演習（学校教育研究・小中）
野外体育実技(スキー) 野外体育実技(スキー)
体育教材研究演習 体育教材研究演習

障害児の心理と教育 障害児の心理と教育 
教育フィールド研究Ⅱ 教育フィールド研究Ⅱ
教育フィールド研究Ⅵ 教育フィールド研究Ⅵ
専門演習Ⅰ（障害児心理学） 専門演習Ⅰ（障害児心理学）
専門演習Ⅱ（障害児心理学） 専門演習Ⅱ（障害児心理学）
専門演習Ⅲ（障害児心理学） 専門演習Ⅲ（障害児心理学）
専門演習Ⅳ（障害児心理学） 専門演習Ⅳ（障害児心理学）
発達障害の心理学 発達障害の心理学 
子ども発達臨床 子ども発達臨床
教育心理学実験 教育心理学実験
卒業論文 卒業論文
知的障害児の心理・生理・病理 知的障害児の心理・生理・病理 

教育課程論(小中)
教育課程とカリキュラム開発 教育課程とカリキュラム開発
教育フィールド研究Ⅰ 教育フィールド研究Ⅰ
教育フィールド研究Ⅴ 教育フィールド研究Ⅴ
専門演習Ⅰ（教師教育論） 専門演習Ⅰ（教師教育論）
専門演習Ⅱ（教師教育論） 専門演習Ⅱ（教師教育論）
専門演習Ⅲ（教師教育論） 専門演習Ⅲ（教師教育論）
専門演習Ⅳ（教師教育論） 専門演習Ⅳ（教師教育論）
卒業論文 卒業論文

教職概論 教職概論
教育関係法規 教育関係法規
専門演習Ⅰ(教育制度論) 専門演習Ⅰ(教育制度論)
専門演習Ⅱ(教育制度論) 専門演習Ⅱ(教育制度論)
専門演習Ⅲ(教育制度論) 専門演習Ⅲ(教育制度論)
専門演習Ⅳ(教育制度論) 専門演習Ⅳ(教育制度論)
教育法規と行財政 教育法規と行財政
卒業論文 卒業論文

職名

佐藤　隆
（61）

＜平成30年4月＞

教授

水口　潔
（51）

＜平成30年4月＞

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

担当授業科目名

専 教授

専 教授

加藤　優
（59）

＜平成30年4月＞

廣田　健
（55）

＜平成30年4月＞

柳　宏
（66）

＜平成30年4月＞

専 教授

中川　佳子
（54）

＜平成30年4月＞

専 教授

専 教授

教授専

廣田　健
（54）

＜平成30年4月＞

専 教授

専 教授

佐藤　隆
（60）

＜平成30年4月＞

専 教授

柳　宏
（65）

＜平成30年4月＞

専

加藤　優
（58）

＜平成30年4月＞

中川　佳子
（53）

＜平成30年4月＞

専 教授

水口　潔
（50）

＜平成30年4月＞

の別　 の別　

兼担・ 兼担・
兼任　 兼任　

教授

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

担当授業科目名

５　教員組織の状況

＜教養学部　学校教育学科＞

（１）ー① 担当教員表

専
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

担当授業科目名

の別　 の別　

兼担・ 兼担・
兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

担当授業科目名

教育原理 教育原理
教職実践演習(教育ﾌｨｰﾙﾄﾞ研究Ⅳ・教諭） 教職実践演習(教育ﾌｨｰﾙﾄﾞ研究Ⅳ・小中）
専門演習Ⅰ（臨床教育学） 専門演習Ⅰ（臨床教育学）
専門演習Ⅱ（臨床教育学） 専門演習Ⅱ（臨床教育学）
専門演習Ⅲ（臨床教育学） 専門演習Ⅲ（臨床教育学）
専門演習Ⅳ（臨床教育学） 専門演習Ⅳ（臨床教育学）
児童期・思春期理解と教育 児童期・思春期理解と教育
卒業論文 卒業論文

教育方法論(教諭） 教育方法論(小中）
教授学概論 教授学概論
教職実践演習（学校教育研究・教諭） 教職実践演習（学校教育研究・小中）
専門演習Ⅰ（教育方法論） 専門演習Ⅰ（教育方法論）
専門演習Ⅱ（教育方法論） 専門演習Ⅱ（教育方法論）
専門演習Ⅲ（教育方法論） 専門演習Ⅲ（教育方法論）
専門演習Ⅳ（教育方法論） 専門演習Ⅳ（教育方法論）
教授学演習 教授学演習
卒業論文 卒業論文

算数科指導法 算数科指導法
数学概論
算数教材研究演習 算数教材研究演習

社会科指導法 社会科指導法
社会概論
教職実践演習（学校教育研究・教諭） 教職実践演習（学校教育研究・小中）
教育フィールド研究Ⅰ 教育フィールド研究Ⅰ
専門演習Ⅰ（学校社会学） 専門演習Ⅰ（学校社会学）
専門演習Ⅱ（学校社会学） 専門演習Ⅱ（学校社会学）
専門演習Ⅲ（学校社会学） 専門演習Ⅲ（学校社会学）
専門演習Ⅳ（学校社会学） 専門演習Ⅳ（学校社会学）
社会科学基礎 社会科学基礎
地域と教育 地域と教育
地域調査実習 地域調査実習
教育フィールド研究Ⅴ 教育フィールド研究Ⅴ
卒業論文 卒業論文

図画工作実技演習（平面） 図画工作実技演習（平面）
教育フィールド研究Ⅱ 教育フィールド研究Ⅱ 
基礎造形表現（平面）Ⅰ 基礎造形表現（平面）Ⅰ
基礎造形表現（平面）Ⅱ 基礎造形表現（平面）Ⅱ
造形表現（平面） 造形表現（平面）
造形・美術表現（平面） 造形・美術表現（平面）
平面造形実技Ⅰ 平面造形実技Ⅰ
平面造形実技Ⅱ 平面造形実技Ⅱ
図工教材研究演習 図工教材研究演習
教育フィールド研究Ⅵ 教育フィールド研究Ⅵ 
卒業論文 卒業論文

教職実践演習（学校教育研究・教諭） 教職実践演習（学校教育研究・小中）
音楽実技演習（ソルフェージュ） 音楽実技演習（ソルフェージュ）
声楽Ⅰ 声楽Ⅰ
声楽Ⅱ 声楽Ⅱ
声楽Ⅲ 声楽Ⅲ
合唱Ⅰ 合唱Ⅰ
合唱Ⅱ 合唱Ⅱ
合唱Ⅲ 合唱Ⅲ
卒業論文 卒業論文

現代の課題Ⅹ
教職実践演習（学校教育研究・教諭） 教職実践演習（学校教育研究・小中）
理科実験・観察 理科実験・観察 
基礎地学 基礎地学
理科野外実習Ⅳ（火山としての富士山） 理科野外実習Ⅳ（火山としての富士山）

教職実践演習(教育ﾌｨｰﾙﾄﾞ研究Ⅳ・教諭） 教職実践演習(教育ﾌｨｰﾙﾄﾞ研究Ⅳ・小中）
算数概論

専門演習Ⅰ（幾何学） 専門演習Ⅰ（幾何学）
専門演習Ⅱ（幾何学） 専門演習Ⅱ（幾何学）
専門演習Ⅲ（幾何学） 専門演習Ⅲ（幾何学）
専門演習Ⅳ（幾何学） 専門演習Ⅳ（幾何学）
幾何学基礎 幾何学基礎
幾何学 幾何学
幾何学特論Ⅰ 幾何学特論Ⅰ
幾何学特論Ⅱ 幾何学特論Ⅱ
海外教育事情研修 海外教育事情研修
卒業論文 卒業論文

寺川  宏之
（54）

＜平成30年4月＞

専 教授

鳥原　正敏
（53）

＜平成30年4月＞

竹下　勝雄
（54）

＜平成30年4月＞

専 教授

清水  雅彦
（60）

＜平成30年4月＞

専 教授

中井　均
（66）

＜平成30年4月＞

鶴田　清司
（63）

＜平成30年4月＞

専 教授

滝井　章
（61）

＜平成30年4月＞

専 教授

西本  勝美
（56）

＜平成30年4月＞

専 教授

専 教授

田中　昌弥
（55）

＜平成30年4月＞

専 教授

専 教授

滝井　章
（60）

＜平成30年4月＞
教授専

教授専

教授専

竹下　勝雄
（53）

＜平成30年4月＞

清水  雅彦
（59）

＜平成30年4月＞

教授専

専

教授専

鳥原　正敏
（52）

＜平成30年4月＞

教授

教授専

西本  勝美
（55）

＜平成30年4月＞

中井　均
（65）

＜平成30年4月＞

寺川  宏之
（53）

＜平成30年4月＞

田中　昌弥
（54）

＜平成30年4月＞

鶴田　清司
（62）

＜平成30年4月＞

教授専

教授専
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

担当授業科目名

の別　 の別　

兼担・ 兼担・
兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

担当授業科目名

教職実践演習(学校教育研究・教諭） 教職実践演習(学校教育研究・小中） 
図画工作実技演習（立体） 図画工作実技演習（立体）
基礎造形表現（立体）Ⅰ 基礎造形表現（立体）Ⅰ
基礎造形表現（立体）Ⅱ 基礎造形表現（立体）Ⅱ
図工鑑賞研究 図工鑑賞研究
造形表現（立体） 造形表現（立体）
造形・美術表現（立体） 造形・美術表現（立体）
立体造形実技Ⅰ 立体造形実技Ⅰ
立体造形実技Ⅱ 立体造形実技Ⅱ
図工教材研究演習 図工教材研究演習
卒業論文 卒業論文

教職実践演習（学校教育研究・教諭） 教職実践演習（学校教育研究・小中）
専門演習Ⅰ（生物学） 専門演習Ⅰ（生物学）
専門演習Ⅱ（生物学） 専門演習Ⅱ（生物学）
専門演習Ⅲ（生物学） 専門演習Ⅲ（生物学）
専門演習Ⅳ（生物学） 専門演習Ⅳ（生物学）
生物学Ⅰ 生物学Ⅰ
生物基礎実験 生物基礎実験
生物学実験Ⅰ 生物学実験Ⅰ
理科野外実習Ⅲ（富士山周辺の動物と植物） 理科野外実習Ⅲ（富士山周辺の動物と植物）
卒業論文 卒業論文

日本語･日本文学概論(書写を含む)　 日本語･日本文学概論(書写を含む)　
教育フィールド研究Ⅱ 教育フィールド研究Ⅱ
専門演習Ⅰ（言語文化） 専門演習Ⅰ（言語文化）
専門演習Ⅱ（言語文化） 専門演習Ⅱ（言語文化）
専門演習Ⅲ（言語文化） 専門演習Ⅲ（言語文化）
専門演習Ⅳ（言語文化） 専門演習Ⅳ（言語文化）
児童文学Ⅰ 児童文学Ⅰ
児童文学Ⅱ 児童文学Ⅱ
ジェンダー・セクシュアリティと教育
教育フィールド研究Ⅵ 教育フィールド研究Ⅵ
卒業論文 卒業論文

学校相談心理学 学校相談心理学 
教育フィールド研究Ⅱ 教育フィールド研究Ⅱ
教育フィールド研究Ⅵ 教育フィールド研究Ⅵ
専門演習Ⅰ(子ども支援学) 専門演習Ⅰ(子ども支援学)
専門演習Ⅱ(子ども支援学) 専門演習Ⅱ(子ども支援学)
専門演習Ⅲ(子ども支援学) 専門演習Ⅲ(子ども支援学)
専門演習Ⅳ(子ども支援学) 専門演習Ⅳ(子ども支援学)
子ども心理臨床 子ども心理臨床
子ども理解フィールドワーク 子ども理解フィールドワーク
発達障害の心理学 発達障害の心理学 
卒業論文 卒業論文

教育フィールド研究Ⅱ 教育フィールド研究Ⅱ
教育フィールド研究Ⅵ 教育フィールド研究Ⅵ
知的障害児指導法 知的障害児指導法
特別支援フィールドワークⅡ 特別支援フィールドワークⅡ

教育フィールド研究Ⅱ 教育フィールド研究Ⅱ
教育フィールド研究Ⅵ 教育フィールド研究Ⅵ
病弱教育総論 病弱教育総論
病弱児の心理・生理・病理 病弱児の心理・生理・病理 
病弱児指導法 病弱児指導法
特別支援フィールドワークⅠ 特別支援フィールドワークⅠ 

図画工作実技演習（平面） 図画工作実技演習（平面）
教育フィールド研究Ⅱ 教育フィールド研究Ⅱ 
造形表現実技演習（デザイン） 造形表現実技演習（デザイン）
教育フィールド研究Ⅵ 教育フィールド研究Ⅵ 

教育フィールド研究Ⅰ 教育フィールド研究Ⅰ
専門演習Ⅰ（地学） 専門演習Ⅰ（地学）
専門演習Ⅱ（地学） 専門演習Ⅱ（地学）
専門演習Ⅲ（地学） 専門演習Ⅲ（地学）
専門演習Ⅳ（地学） 専門演習Ⅳ（地学）
地学Ⅰ 地学Ⅰ
地学基礎実験 地学基礎実験
地学実験Ⅰ 地学実験Ⅰ
理科野外実習Ⅱ（富士山・都留の大気と水の化学） 理科野外実習Ⅱ（富士山・都留の大気と水の化学）
自然科学総合演習 自然科学総合演習
教育フィールド研究Ⅴ 教育フィールド研究Ⅴ
卒業論文 卒業論文

基礎化学 基礎化学
化学Ⅰ 化学Ⅰ
化学基礎実験 化学基礎実験
化学実験Ⅰ 化学実験Ⅰ

専 教授

山田　暢司
（57）

＜平成30年4月＞

専 教授

青木　宏希
（45）

＜平成30年4月＞

専 教授

内山　美恵子
（52）

＜平成30年4月＞

専 教授

原　まゆみ
（66）

＜平成30年4月＞

専 教授

齋藤　淑子
（66）

＜平成30年4月＞

専 教授

藤本　恵
（46）

＜平成30年4月＞

専 教授

筒井　潤子
（59）

＜平成30年4月＞

専 教授

専 教授

別宮　有紀子
（51）

＜平成30年4月＞

専

教授専

教授

齋藤　淑子
（65）

＜平成30年4月＞

山田　暢司
（56）

＜平成30年4月＞

教授

専 教授

青木　宏希
（44）

＜平成30年4月＞

教授専

内山　美恵子
（51）

＜平成30年4月＞

教授

専

専

教授専

専 教授

原　まゆみ
（65）

＜平成30年4月＞

藤本　恵
（45）

＜平成30年4月＞

筒井　潤子
（58）

＜平成30年4月＞

専

別宮　有紀子
（50）

＜平成30年4月＞

教授
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

担当授業科目名

の別　 の別　

兼担・ 兼担・
兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

担当授業科目名

理科教育法Ⅰ 理科教育法Ⅰ
理科教育法Ⅱ 理科教育法Ⅱ
理科教育法Ⅲ 理科教育法Ⅲ
理科教育法Ⅳ 理科教育法Ⅳ

数理と現象Ⅰ 数理と現象Ⅰ
数理と現象Ⅱ 数理と現象Ⅱ
情報リテラシーⅡ（統計） 情報リテラシーⅡ（統計）
確率統計基礎 確率統計基礎
統計学 統計学
統計学特論Ⅰ 統計学特論Ⅰ
統計学特論Ⅱ 統計学特論Ⅱ

教職概論
国語科指導法(書写を含む) 国語科指導法(書写を含む)
国語教材研究演習 国語教材研究演習
初等教育実習(事前･事後指導1単位を含む) 初等教育実習(事前･事後指導1単位を含む)
初等教育実習(事前･事後指導1単位を含む) 初等教育実習(事前･事後指導1単位を含む)

教育フィールド研究Ⅲ
専門演習Ⅰ（国語教育学） 専門演習Ⅰ（国語教育学）
専門演習Ⅱ（国語教育学） 専門演習Ⅱ（国語教育学）
専門演習Ⅲ（国語教育学） 専門演習Ⅲ（国語教育学）
専門演習Ⅳ（国語教育学） 専門演習Ⅳ（国語教育学）
卒業論文 卒業論文
中学教育実習(事前･事後指導1単位を含む) 中学教育実習(事前･事後指導1単位を含む)
中学教育実習(事前･事後指導1単位を含む) 中学教育実習(事前･事後指導1単位を含む)

日本語･日本文学概論(書写を含む)　

教職実践演習（学校教育研究・教諭） 教職実践演習（学校教育研究・小中）
英語発音・フォニックス 英語発音・フォニックス
専門演習Ⅰ（小学校英語教育学） 専門演習Ⅰ（小学校英語教育学）
専門演習Ⅱ（小学校英語教育学） 専門演習Ⅱ（小学校英語教育学）
専門演習Ⅲ（小学校英語教育学） 専門演習Ⅲ（小学校英語教育学）
専門演習Ⅳ（小学校英語教育学） 専門演習Ⅳ（小学校英語教育学）
外国語活動教材研究 外国語活動教材研究
卒業論文 卒業論文

理科実験・観察 理科実験・観察 
教育フィールド研究Ⅰ 教育フィールド研究Ⅰ
専門演習Ⅰ（化学） 専門演習Ⅰ（化学）
専門演習Ⅱ（化学） 専門演習Ⅱ（化学）
専門演習Ⅲ（化学） 専門演習Ⅲ（化学）
専門演習Ⅳ（化学） 専門演習Ⅳ（化学）
地学実験Ⅱ 地学実験Ⅱ
理科野外実習Ⅱ（富士山・都留の大気と水の化学） 理科野外実習Ⅱ（富士山・都留の大気と水の化学）
教育フィールド研究Ⅴ 教育フィールド研究Ⅴ
卒業論文 卒業論文

理科実験・観察 理科実験・観察 
教育フィールド研究Ⅲ 教育フィールド研究Ⅲ
専門演習Ⅰ（物理学） 専門演習Ⅰ（物理学）
専門演習Ⅱ（物理学） 専門演習Ⅱ（物理学）
専門演習Ⅲ（物理学） 専門演習Ⅲ（物理学）
専門演習Ⅳ（物理学） 専門演習Ⅳ（物理学）
理科野外実習Ⅰ（天体現象観察と宇宙論セミナー） 理科野外実習Ⅰ（天体現象観察と宇宙論セミナー）
卒業論文 卒業論文

教職実践演習（学校教育研究・教諭） 教職実践演習（学校教育研究・小中）
家政学概論 家政学概論
介護等体験実習 介護等体験実習
専門演習Ⅰ（生活環境科学） 専門演習Ⅰ（生活環境科学）
専門演習Ⅱ（生活環境科学） 専門演習Ⅱ（生活環境科学）
専門演習Ⅲ（生活環境科学） 専門演習Ⅲ（生活環境科学）
専門演習Ⅳ（生活環境科学） 専門演習Ⅳ（生活環境科学）
被服学実験・実習 被服学実験・実習
調理学実験・実習 調理学実験・実習
家庭教材研究演習 家庭教材研究演習
卒業論文 卒業論文

教育心理学 教育心理学 
教育フィールド研究Ⅰ 教育フィールド研究Ⅰ
専門演習Ⅰ(学習心理学) 専門演習Ⅰ(学習心理学)
専門演習Ⅱ(学習心理学) 専門演習Ⅱ(学習心理学)
専門演習Ⅲ(学習心理学) 専門演習Ⅲ(学習心理学)
専門演習Ⅳ(学習心理学) 専門演習Ⅳ(学習心理学)
心理学研究法Ⅰ 心理学研究法Ⅰ
心理学研究法Ⅱ 心理学研究法Ⅱ
人格心理学 人格心理学
学習の心理学 学習の心理学 
教育フィールド研究Ⅴ 教育フィールド研究Ⅴ

専 准教授

草津祐介
（36）

＜平成30年4月＞

専 准教授

平　和香子
（44）

＜平成30年4月＞

専 教授

市原　学
（42）

＜平成30年4月＞

専 准教授

山森　美穂
（47）

＜平成30年4月＞

専 准教授

平野　耕一
（46）

＜平成30年4月＞

専 准教授

春日　由香
（56）

＜平成30年4月＞

専 准教授

上原　明子
（52）

＜平成30年4月＞

専 教授

専 准教授

谷合　弘行
（41）

＜平成30年4月＞

市原　学
（41）

＜平成30年4月＞

准教授専

准教授専

准教授

准教授専

専

専

准教授専

准教授専

准教授専

上原　明子
（51）

＜平成30年4月＞

山森　美穂
（46）

＜平成30年4月＞

平野　耕一
（45）

＜平成30年4月＞

平　和香子
（43）

＜平成30年4月＞

教授

谷合　弘行
（40）

＜平成30年4月＞

春日　由香
（55）

＜平成30年4月＞
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

担当授業科目名

の別　 の別　

兼担・ 兼担・
兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

担当授業科目名

卒業論文 卒業論文

教職実践演習(教育ﾌｨｰﾙﾄﾞ研究Ⅳ・教諭） 教職実践演習(教育ﾌｨｰﾙﾄﾞ研究Ⅳ・小中）
算数概論

微分積分学 微分積分学
解析学基礎 解析学基礎
解析学 解析学
解析学特論Ⅰ 解析学特論Ⅰ
解析学特論Ⅱ 解析学特論Ⅱ

教職実践演習（学校教育研究・教諭） 教職実践演習（学校教育研究・小中）
専門演習Ⅰ(数学教育学) 専門演習Ⅰ(数学教育学)
専門演習Ⅱ(数学教育学) 専門演習Ⅱ(数学教育学)
専門演習Ⅲ(数学教育学) 専門演習Ⅲ(数学教育学)
専門演習Ⅳ(数学教育学) 専門演習Ⅳ(数学教育学)
卒業論文 卒業論文
数学科教育法Ⅰ 数学科教育法Ⅰ
数学科教育法Ⅱ 数学科教育法Ⅱ
数学科教育法Ⅲ 数学科教育法Ⅲ
数学科教育法Ⅳ 数学科教育法Ⅳ

教育心理学 教育心理学 
教育フィールド研究Ⅰ 教育フィールド研究Ⅰ
教育フィールド研究Ⅲ 教育フィールド研究Ⅲ
カウンセリング カウンセリング
専門演習Ⅰ(発達心理学) 専門演習Ⅰ(発達心理学)
専門演習Ⅱ(発達心理学) 専門演習Ⅱ(発達心理学)
専門演習Ⅲ(発達心理学) 専門演習Ⅲ(発達心理学)
専門演習Ⅳ(発達心理学) 専門演習Ⅳ(発達心理学)
発達の心理学 発達の心理学
教育フィールド研究Ⅴ 教育フィールド研究Ⅴ
卒業論文 卒業論文

教職概論 教職概論
教育原理
教育課程論(教諭）
専門演習Ⅰ（比較教育学） 専門演習Ⅰ（比較教育学）
専門演習Ⅱ（比較教育学） 専門演習Ⅱ（比較教育学）
専門演習Ⅲ（比較教育学） 専門演習Ⅲ（比較教育学）
専門演習Ⅳ（比較教育学） 専門演習Ⅳ（比較教育学）
卒業論文 卒業論文

音楽実技演習（ソルフェージュ） 音楽実技演習（ソルフェージュ）
音楽実技演習（器楽） 音楽実技演習（器楽）
教育フィールド研究Ⅱ 教育フィールド研究Ⅱ
器楽Ⅰ 器楽Ⅰ
器楽Ⅱ 器楽Ⅱ
器楽Ⅲ 器楽Ⅲ
教育フィールド研究Ⅵ 教育フィールド研究Ⅵ
卒業論文 卒業論文

算数概論
教育フィールド研究Ⅰ 教育フィールド研究Ⅰ
専門演習Ⅰ（代数学） 専門演習Ⅰ（代数学）
専門演習Ⅱ（代数学） 専門演習Ⅱ（代数学）
専門演習Ⅲ（代数学） 専門演習Ⅲ（代数学）
専門演習Ⅳ（代数学） 専門演習Ⅳ（代数学）
線型代数学 線型代数学
代数学基礎 代数学基礎
代数学 代数学
代数学特論Ⅰ 代数学特論Ⅰ
代数学特論Ⅱ 代数学特論Ⅱ
教育フィールド研究Ⅴ 教育フィールド研究Ⅴ
卒業論文 卒業論文

障害児の心理と教育 障害児の心理と教育 
教育フィールド研究Ⅱ 教育フィールド研究Ⅱ
専門演習Ⅰ（特別ニーズ教育学） 専門演習Ⅰ（特別ニーズ教育学）
専門演習Ⅱ（特別ニーズ教育学） 専門演習Ⅱ（特別ニーズ教育学）
専門演習Ⅲ（特別ニーズ教育学） 専門演習Ⅲ（特別ニーズ教育学）
専門演習Ⅳ（特別ニーズ教育学） 専門演習Ⅳ（特別ニーズ教育学）
子ども理解と特別ニーズ教育 子ども理解と特別ニーズ教育
特別支援教育基礎論 特別支援教育基礎論
知的障害教育総論 知的障害教育総論
教育フィールド研究Ⅵ 教育フィールド研究Ⅵ
特別支援フィールドワークⅠ 特別支援フィールドワークⅠ 
特別支援学校教育実習 特別支援学校教育実習
卒業論文 卒業論文

読書Ⅰ

専 講師

堤　英俊
（38）

＜平成30年4月＞

専 准教授

十川　菜穂
（41）

＜平成30年4月＞

専 准教授

岡野　恵司
（40）

＜平成30年4月＞

専 准教授

武蔵　由佳
（42）

＜平成30年4月＞

専 准教授

瓦林　亜希子
（46）

＜平成30年4月＞

専 准教授

山中　聡恵
（34）

＜平成30年4月＞

専 准教授

新井　仁
（53）

＜平成30年4月＞

専 教授

堤　英俊
（37）

＜平成30年4月＞

講師専

鈴木　武晴
（60）

＜平成30年4月＞兼担 教授

十川　菜穂
（40）

＜平成30年4月＞

講師専

岡野　恵司
（39）

＜平成30年4月＞

講師専

武蔵　由佳
（41）

＜平成30年4月＞

准教授専

瓦林　亜希子
（45）

＜平成30年4月＞

准教授専

准教授専

山中　聡恵
（33）

＜平成30年4月＞

准教授専

新井　仁
（52）

＜平成30年4月＞

准教授専
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

担当授業科目名

の別　 の別　

兼担・ 兼担・
兼任　 兼任　

専任・

職名
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＜就任（予定）年月＞

専任・

担当授業科目名

表現Ⅰ 表現Ⅰ
自然と生命Ⅷ 自然と生命Ⅷ
体育Ⅰ（ダンス） 体育Ⅰ（ダンス）
体育Ⅰ（スケート） 体育Ⅰ（スケート）
体育Ⅱ（ダンス） 体育Ⅱ（ダンス）
体育Ⅱ（スケート） 体育Ⅱ（スケート）
体育学演習（健康教育論）Ⅰ 体育学演習（健康教育論）Ⅰ
体育学演習（健康教育論）Ⅱ 体育学演習（健康教育論）Ⅱ
体育実技（表現運動） 体育実技（表現運動）
野外体育実技(スケート) 野外体育実技(スケート)
卒業論文 卒業論文

アカデミック・スキルズ アカデミック・スキルズ

アカデミック・スキルズ アカデミック・スキルズ

世界と自己Ⅺ

歴史と文化Ⅸ 歴史と文化Ⅸ

現代の課題Ⅶ 

現代の課題Ⅹ 現代の課題Ⅹ

地域交流研究Ⅳ 地域交流研究Ⅳ
理科野外実習Ⅲ（富士山周辺の動物と植物） 理科野外実習Ⅲ（富士山周辺の動物と植物）

海外語学研修 Ⅰ～Ⅲ 海外語学研修 Ⅰ～Ⅲ
SNC-Intermediate English Ⅰ～Ⅸ SNC-Intermediate English Ⅰ～Ⅸ
SNC-Advanced English Ⅰ～Ⅸ SNC-Advanced English Ⅰ～Ⅸ
SNC-International Education Ⅰ～Ⅸ SNC-International Education Ⅰ～Ⅸ
国際交流演習 Ⅰ～Ⅱ 国際交流演習 Ⅰ～Ⅱ
国際交流実習 Ⅰ～Ⅱ 国際交流実習 Ⅰ～Ⅱ
海外文化体験 Ⅰ～Ⅱ 海外文化体験 Ⅰ～Ⅱ
グローバル・フィールドワーク Ⅰ～Ⅱ グローバル・フィールドワーク Ⅰ～Ⅱ
交換留学プログラム Ⅰ～ⅩⅤ 交換留学プログラム Ⅰ～ⅩⅤ

インターンシップⅠ インターンシップⅠ
インターンシップⅡ インターンシップⅡ

教職概論 教職概論
教育フィールド研究Ⅲ 教育フィールド研究Ⅲ
総合学習・特別活動の指導法(教諭） 総合学習・特別活動の指導法(小中）
教職実践演習（教育フィールド研究Ⅳ・教諭） 教職実践演習（教育フィールド研究Ⅳ・小中）
教育学特論Ⅰ 教育学特論Ⅰ
教育学特論Ⅱ 教育学特論Ⅱ
児童期・思春期理解と教育 児童期・思春期理解と教育

教職概論

学校相談心理学 学校相談心理学 

教職実践演習（教育フィールド研究Ⅳ・教諭） 教職実践演習（教育フィールド研究Ⅳ・小中）
教育フィールド研究Ⅰ 教育フィールド研究Ⅰ
教育フィールド研究Ⅲ 教育フィールド研究Ⅲ
教育フィールド研究Ⅴ 教育フィールド研究Ⅴ

教職実践演習(教育ﾌｨｰﾙﾄﾞ研究Ⅳ・教諭） 教職実践演習(教育ﾌｨｰﾙﾄﾞ研究Ⅳ・小中）
教育フィールド研究Ⅰ 教育フィールド研究Ⅰ
教育フィールド研究Ⅲ 教育フィールド研究Ⅲ
教育フィールド研究Ⅴ 教育フィールド研究Ⅴ

Integrated Learning & Teaching Integrated Learning & Teaching

兼担

兼担 教授

原　和久
（51）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

春日　作太郎
（61）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

金山　光一
（66）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

亀田　孝夫
（65）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

宮下　聡
（66）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

品田　笑子
（64）

＜平成30年4月＞

教授

山﨑　隆夫
（68）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

大辻　千恵子
（63）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

新保　祐司
（65）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

高田　研
（65）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

北垣　憲仁
（55）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

加藤　敦子
（56）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

高橋　洋
（49）

＜平成30年4月＞

専 教授

添田　慶子
（65）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

樋口　健人
（49）

＜平成30年4月＞

教授兼担

原　和久
（50）

＜平成30年4月＞教授

教授兼担

教授

春日　作太郎
（60）

＜平成30年4月＞

兼担

亀田　孝夫
（64）

＜平成30年4月＞

教授兼担

兼担

教授兼担

兼担 教授

金山　光一
（65）

＜平成30年4月＞

教授

宮下　聡
（65）

＜平成30年4月＞

品田　笑子
（63）

＜平成30年4月＞

教授兼担

高田　研
（64）

＜平成30年4月＞

北垣　憲仁
（54）

＜平成30年4月＞

大辻　千恵子
（62）

＜平成30年4月＞

新保　祐司
（64）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

森川　鈴子
（49）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

兼担

兼担 教授

黒崎　剛
（57）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

加藤　敦子
（55）

＜平成30年4月＞

樋口　健人
（49）

＜平成30年4月＞兼担 教授

兼担 教授

高橋　洋
（48）

＜平成30年4月＞

添田　慶子
（64）

＜平成30年4月＞

教授兼担
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

担当授業科目名

の別　 の別　

兼担・ 兼担・
兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

担当授業科目名

専門演習Ⅰ（臨床心理学） 専門演習Ⅰ（臨床心理学）
専門演習Ⅱ（臨床心理学） 専門演習Ⅱ（臨床心理学）
専門演習Ⅲ（臨床心理学） 専門演習Ⅲ（臨床心理学）
専門演習Ⅳ（臨床心理学） 専門演習Ⅳ（臨床心理学）
卒業論文 卒業論文

アカデミック・スキルズ
地域史Ⅰ 地域史Ⅰ
地域史Ⅱ 地域史Ⅱ

アカデミック・スキルズ アカデミック・スキルズ
現代の課題Ⅱ

アカデミック・スキルズ

世界と自己Ⅰ 世界と自己Ⅰ
世界と自己Ⅲ 世界と自己Ⅲ

歴史と文化Ⅳ 歴史と文化Ⅳ

現代の課題Ⅰ
現代の課題Ⅷ 現代の課題Ⅷ
地域交流研究Ⅰ 地域交流研究Ⅰ
地域交流研究Ⅲ 地域交流研究Ⅲ

英語ＧＥ　Ⅰ
英語ＧＥ　Ⅱ
英語ＭＬＬ　Ⅰ
英語ＭＬＬ　Ⅱ
英語Listening Ⅰ
英語Listening Ⅱ

中国語基礎Ⅰ 中国語基礎Ⅰ
中国語基礎Ⅱ 中国語基礎Ⅱ
中国語講読Ⅰ 中国語講読Ⅰ
中国語講読Ⅱ 中国語講読Ⅱ

中国語基礎Ⅲ 中国語基礎Ⅲ
中国語基礎Ⅳ 中国語基礎Ⅳ
中国語コミュニケーションⅠ 中国語コミュニケーションⅠ
中国語コミュニケーションⅡ 中国語コミュニケーションⅡ

教育メディアⅠ（小中）
教育メディアⅡ（中等） 教育メディアⅡ（中等）
情報フルエンシーⅠ(ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ)
情報フルエンシーⅡ(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎)
情報メディア演習Ⅰ 情報メディア演習Ⅰ
情報メディア演習Ⅱ 情報メディア演習Ⅱ
コンピュータ基礎
ICTを活用した教育 ICTを活用した教育

教育メディアⅠ（小中）
情報リテラシーⅢ（マルチメディア）
教育メディアⅡ（中等）

情報フルエンシーⅠ(ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ)
情報フルエンシーⅡ(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎)
コンピュータ基礎

地域経済論Ⅰ 地域経済論Ⅰ
地域経済論Ⅱ 地域経済論Ⅱ

アカデミック・スキルズ

世界と自己Ⅱ 世界と自己Ⅱ

玉置　敦彦
（35）

＜平成30年4月＞

専

吉岡　卓
（34）

＜平成30年4月＞

兼担 講師

兼担 講師

ﾉﾙﾄﾞｽﾄﾛﾑ ﾖﾊﾝ
（37）

＜平成30年4月＞

兼担 講師

前島　礼子
（44）

＜平成30年4月＞

兼担 准教授

相澤　崇
（49）

＜平成30年4月＞

兼担 准教授

両角　政彦
（46）

＜平成30年4月＞

兼担 准教授

小河　智佳子
（34）

＜平成30年4月＞

准教授

兼担 准教授

桑原　奈智子
（53）

＜平成30年4月＞

兼担 准教授

周　非
（39）

＜平成30年4月＞

兼担 准教授

内山　史子
（49）

＜平成30年4月＞

兼担 准教授

山口　博史
（43）

＜平成30年4月＞

兼担 准教授

菊池　有希
（46）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

鈴木　哲雄
（62）

＜平成30年4月＞

兼担 准教授

日向　良和
（45）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

春日　作太郎
（61）

＜平成30年4月＞

兼担

前島　礼子
（43）

＜平成30年4月＞講師兼担

ﾉﾙﾄﾞｽﾄﾛﾑ ﾖﾊﾝ
（36）

＜平成30年4月＞講師

兼担

両角　政彦
（45）

＜平成30年4月＞准教授兼担

相澤　崇
（48）

＜平成30年4月＞

准教授

兼担

周　非
（38）

＜平成30年4月＞

准教授兼担

桑原　奈智子
（52）

＜平成30年4月＞

准教授

兼担

山口　博史
（42）

＜平成30年4月＞

准教授兼担

内山　史子
（48）

＜平成30年4月＞准教授

准教授兼担

教授兼担

教授兼担

准教授兼担

春日　作太郎
（60）

＜平成30年4月＞

鈴木　哲雄
（61）

＜平成30年4月＞

日向　良和
（44）

＜平成30年4月＞

松平　好人
（45）

＜平成30年4月＞

菊池　有希
（45）

＜平成30年4月＞准教授兼担

兼担 准教授

豊嶋　朗子
（46）

＜平成30年4月＞
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

担当授業科目名

の別　 の別　

兼担・ 兼担・
兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

担当授業科目名

現代の課題Ⅴ 現代の課題Ⅴ

道徳の指導法(教諭） 道徳の指導法(小中）
Reflection and Assessment Reflection and Assessment

英語ＧＥ　Ⅰ
英語ＧＥ　Ⅱ
英語ＭＬＬ　Ⅰ
英語ＭＬＬ　Ⅱ

英語Reading Ⅰ 英語Reading Ⅰ
英語Reading Ⅱ 英語Reading Ⅱ
英語SpeakingⅠ 英語SpeakingⅠ
英語SpeakingⅡ 英語SpeakingⅡ

スペイン語基礎Ⅰ スペイン語基礎Ⅰ
スペイン語基礎Ⅱ スペイン語基礎Ⅱ
スペイン語基礎Ⅲ スペイン語基礎Ⅲ
スペイン語基礎Ⅳ スペイン語基礎Ⅳ
スペイン語コミュニケーションⅠ スペイン語コミュニケーションⅠ
スペイン語コミュニケーションⅡ スペイン語コミュニケーションⅡ
スペイン語講読Ⅰ スペイン語講読Ⅰ
スペイン語講読Ⅱ スペイン語講読Ⅱ

読書Ⅰ

読書Ⅱ

読書Ⅱ

読書Ⅲ 読書Ⅲ
読書Ⅵ

読書Ⅳ 読書Ⅳ
アカデミック・スキルズ アカデミック・スキルズ
フランス語基礎Ⅲ フランス語基礎Ⅲ
フランス語基礎Ⅳ フランス語基礎Ⅳ

読書Ⅴ 読書Ⅴ
自然と生命Ⅵ 自然と生命Ⅵ
自然と生命Ⅶ 自然と生命Ⅶ
理科実験・観察 理科実験・観察 
基礎生物学 基礎生物学

読書Ⅵ
歴史と文化Ⅴ
歴史と文化Ⅵ
ドイツ語講読Ⅰ
ドイツ語講読Ⅱ

表現Ⅱ 表現Ⅱ
世界と自己Ⅳ 世界と自己Ⅳ

表現Ⅲ 表現Ⅲ

表現Ⅳ
図画工作実技演習（平面） 図画工作実技演習（平面）
造形表現実技演習（版表現） 造形表現実技演習（版表現）

表現Ⅴ 表現Ⅴ

アカデミック・スキルズ アカデミック・スキルズ

アカデミック・スキルズ

石橋　賢太
（35）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

小林　仁
（55）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

兼任兼任

兼任 講師

須永　薫子
（46）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

杉下　多恵子
（52）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

梅澤　貴典
（44）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

齋藤　千明
（53）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

上野　健
（48）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

高田　豪
（68）

＜平成30年4月＞

井村　行子
（68）

＜平成30年4月＞

庄司　達也
（51）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

鈴木  暁
（56）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

講師

兼担 准教授

宮城　スサナ
（55）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

新見　公康
（68）

＜平成30年4月＞

兼担 講師

山辺　恵理子
（35）

＜平成30年4月＞

兼担 講師

デルグレゴ ニコラス
（36）

＜平成30年4月＞

兼担 講師

前島　礼子
（44）

＜平成30年4月＞

講師兼任

兼任 講師

大野　順子
（45）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

梅澤　貴典
（43）

＜平成30年4月＞

須永　薫子
（45）

＜平成30年4月＞

杉下　多恵子
（51）

＜平成30年4月＞講師兼任

兼任

齋藤　千明
（52）

＜平成30年4月＞
講師兼任

小林　仁
（54）

＜平成30年4月＞講師

兼任

高田　豪
（67）

＜平成30年4月＞兼任 講師

上野　健
（47）

＜平成30年4月＞

講師

鈴木  暁
（55）

＜平成30年4月＞

講師兼任

庄司　達也
（50）

＜平成30年4月＞講師

兼担

髙野瀬　惠子
（60）

＜平成30年4月＞兼任 講師

宮城　スサナ
（54）

＜平成30年4月＞

講師

デルグレゴ ニコラス
（35）

＜平成30年4月＞

兼担 講師

山辺　恵理子
（34）

＜平成30年4月＞兼担 講師

前島　礼子
（43）

＜平成30年4月＞講師兼担
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

担当授業科目名

の別　 の別　

兼担・ 兼担・
兼任　 兼任　
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専任・

担当授業科目名

アカデミック・スキルズ
化学Ⅱ 化学Ⅱ
化学実験Ⅱ 化学実験Ⅱ

兼任 講師

須永　薫子
（46）

＜平成30年4月＞
講師兼任

須永　薫子
（45）

＜平成30年4月＞
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

担当授業科目名

の別　 の別　

兼担・ 兼担・
兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

担当授業科目名

アカデミック・スキルズ アカデミック・スキルズ
情報リテラシーⅡ（統計） 情報リテラシーⅡ（統計）
情報フルエンシーⅢ(Webﾘﾃﾗｼｰ) 情報フルエンシーⅢ(Webﾘﾃﾗｼｰ)
情報フルエンシーⅣ(ﾃﾞｰﾀ処理) 情報フルエンシーⅣ(ﾃﾞｰﾀ処理)
教育メディアⅠ（教諭）

自然と生命Ⅰ 自然と生命Ⅰ
基礎物理学 基礎物理学
物理学Ⅰ 物理学Ⅰ

自然と生命Ⅱ 自然と生命Ⅱ
自然と生命Ⅲ 自然と生命Ⅲ

自然と生命Ⅳ
自然と生命Ⅴ 自然と生命Ⅴ
理科野外実習Ⅳ（火山としての富士山） 理科野外実習Ⅳ（火山としての富士山）

自然と生命Ⅳ 自然と生命Ⅳ

自然と生命Ⅳ

自然と生命Ⅴ 自然と生命Ⅴ

自然と生命Ⅸ 自然と生命Ⅸ
理科実験・観察 理科実験・観察 
物理学Ⅱ 物理学Ⅱ
地学Ⅱ 地学Ⅱ
理科野外実習Ⅰ（天体現象観察と宇宙論セミナー） 理科野外実習Ⅰ（天体現象観察と宇宙論セミナー）

数理と現象Ⅲ 数理と現象Ⅲ
世界と自己Ⅹ 世界と自己Ⅹ

世界と自己Ⅴ 世界と自己Ⅴ
フランス語基礎Ⅰ フランス語基礎Ⅰ
フランス語基礎Ⅱ フランス語基礎Ⅱ
フランス語コミュニケーションⅠ フランス語コミュニケーションⅠ
フランス語コミュニケーションⅡ フランス語コミュニケーションⅡ

世界と自己Ⅵ 世界と自己Ⅵ
歴史と文化Ⅶ 歴史と文化Ⅶ
鑑賞教育 鑑賞教育
美術史 美術史

世界と自己Ⅶ 世界と自己Ⅶ
現代の課題Ⅳ 現代の課題Ⅳ

世界と自己Ⅷ 世界と自己Ⅷ

世界と自己Ⅸ 世界と自己Ⅸ
世界と自己Ⅺ

世界と自己Ⅻ 世界と自己Ⅻ

市民と社会Ⅰ「日本国憲法」 市民と社会Ⅰ「日本国憲法」

市民と社会Ⅰ「日本国憲法」 市民と社会Ⅰ「日本国憲法」

市民と社会Ⅰ「日本国憲法」 市民と社会Ⅰ「日本国憲法」

市民と社会Ⅰ「日本国憲法」 市民と社会Ⅰ「日本国憲法」

兼任 講師

浜田　豊
（68）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

山崎　英壽
（58）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

今井　健太郎
（34）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

内田　真利子
（52）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

金澤　秀嗣
（50）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

鈴木  由美
（58）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

大野　祐二
（55）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

石井　史比古
（46）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

齋藤　公一
（68）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

加藤　弘子
（51）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

古荘　玲子
（49）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

野田　尚文
（61）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

吉本　充宏
（48）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

山本　真也
（38）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

長村　吉洋
（66）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

内山　高
（60）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

伊藤　公博
（47）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

坪内　健
（50）

＜平成30年4月＞

兼任

兼任

兼任

古荘　玲子
（48）

＜平成30年4月＞

講師

野田　尚文
（60）

＜平成30年4月＞講師

兼任

山本　真也
（37）

＜平成30年4月＞兼任 講師

吉本　充宏
（47）

＜平成30年4月＞講師

兼任

内山　高
（59）

＜平成30年4月＞
講師兼任

長村　吉洋
（65）

＜平成30年4月＞講師

兼任

坪内　健
（49）

＜平成30年4月＞
講師兼任

伊藤　公博
（46）

＜平成30年4月＞

講師

加藤　弘子
（50）

＜平成30年4月＞

石井　史比古
（45）

＜平成30年4月＞

山崎　英壽
（57）

＜平成30年4月＞

兼任

講師兼任

大野　祐二
（54）

＜平成30年4月＞講師兼任

齋藤　公一
（67）

＜平成30年4月＞

講師

講師兼任

兼任 講師

金澤　秀嗣
（49）

＜平成30年4月＞

兼任

鈴木  由美
（57）

＜平成30年4月＞講師兼任

今井　健太郎
（33）

＜平成30年4月＞講師兼任

講師

内田　真利子
（51）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

浜田　豊
（67）

＜平成30年4月＞

講師

兼任 講師

本多 亮
（40）

＜平成30年4月＞
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

担当授業科目名

の別　 の別　

兼担・ 兼担・
兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

担当授業科目名

市民と社会Ⅷ 市民と社会Ⅷ

市民と社会Ⅱ 市民と社会Ⅱ

市民と社会Ⅲ 市民と社会Ⅲ
ジェンダー研究Ⅲ ジェンダー研究Ⅲ

市民と社会Ⅳ 市民と社会Ⅳ

市民と社会Ⅴ 市民と社会Ⅴ

市民と社会Ⅵ 市民と社会Ⅵ

市民と社会Ⅶ

市民と社会Ⅶ
現代の課題Ⅹ

市民と社会Ⅸ 市民と社会Ⅸ

市民と社会Ⅹ 市民と社会Ⅹ
職業生活と教育 職業生活と教育 

歴史と文化Ⅰ 歴史と文化Ⅰ
歴史と文化Ⅱ 歴史と文化Ⅱ

歴史と文化Ⅲ 歴史と文化Ⅲ

歴史と文化Ⅷ 歴史と文化Ⅷ

歴史と文化Ⅴ
歴史と文化Ⅵ
歴史と文化Ⅹ 歴史と文化Ⅹ

現代の課題Ⅰ
現代の課題Ⅱ

現代の課題Ⅲ 現代の課題Ⅲ

現代の課題Ⅵ 現代の課題Ⅵ

現代の課題Ⅶ

現代の課題Ⅸ 現代の課題Ⅸ

現代の課題Ⅹ

ジェンダー研究入門 ジェンダー研究入門
ジェンダー研究Ⅳ ジェンダー研究Ⅳ

ジェンダー研究入門 ジェンダー研究入門

ジェンダー研究Ⅰ ジェンダー研究Ⅰ

兼任 講師

佐々木　豊志
（61）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

渡辺　豊博
（68）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

笹野　悦子
（63）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

大野　聖良
（37）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

三橋　順子
（63）

＜平成30年4月＞

講師

永山　聡子
（36）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

岩舘　豊
（38）

＜平成30年4月＞

岩下　哲典
（56）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

重冨　惠子
（60）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

山口　美帆
（36）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

岡部　義秀
（68）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

高木　正
（66）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

三浦　芳恵
（34）

＜平成30年4月＞

兼任

兼任 講師

槇　ひさ恵
（66）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

佐々木　達也
（33）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

近本　聡子
（58）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

高　賢来
（37）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

徳永　理彩
（47）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

兼任 講師

笹野　悦子
（62）

＜平成30年4月＞

永山　聡子
（35）

＜平成30年4月＞講師兼任

三橋　順子
（62）

＜平成30年4月＞講師兼任

岩舘　豊
（37）

＜平成30年4月＞講師兼任

大野　聖良
（36）

＜平成30年4月＞講師兼任

山口　美帆
（35）

＜平成30年4月＞講師兼任

渡辺　豊博
（67）

＜平成30年4月＞講師兼任

兼任 講師

岩下　哲典
（55）

＜平成30年4月＞

重冨　惠子
（59）

＜平成30年4月＞
講師兼任

菊池　健策
（64）

＜平成30年4月＞講師兼任

東　由美子
（49）

＜平成30年4月＞講師兼任

高木　正
（65）

＜平成30年4月＞講師兼任

三浦　芳恵
（33）

＜平成30年4月＞講師兼任

槇　ひさ恵
（65）

＜平成30年4月＞講師兼任

鈴木　鉄忠
（39）

＜平成30年4月＞兼任 講師

佐々木　達也
（32）

＜平成30年4月＞

近本　聡子
（57）

＜平成30年4月＞

講師

講師

兼任

兼任

講師

菊池　健策
（65）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

東　由美子
（50）

＜平成30年4月＞

講師

兼任

兼任

徳永　理彩
（46）

＜平成30年4月＞講師兼任

講師

田中　夏子
（58）

＜平成30年4月＞

高　賢来
（36）

＜平成30年4月＞講師兼任

兼任 講師

兼任

兼任 講師

金澤　宏明
（44）

＜平成30年4月＞
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

担当授業科目名

の別　 の別　

兼担・ 兼担・
兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

担当授業科目名

ジェンダー研究Ⅱ ジェンダー研究Ⅱ

地域交流研究Ⅱ 地域交流研究Ⅱ

英語ＧＥ　Ⅰ 英語ＧＥ　Ⅰ
英語ＧＥ　Ⅱ 英語ＧＥ　Ⅱ
英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅠ
英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅡ

英語ＧＥ　Ⅰ 英語ＧＥ　Ⅰ
英語ＧＥ　Ⅱ 英語ＧＥ　Ⅱ

英語ＧＥ　Ⅰ 英語ＧＥ　Ⅰ
英語ＧＥ　Ⅱ 英語ＧＥ　Ⅱ

英語ＧＥ　Ⅰ 英語ＧＥ　Ⅰ
英語ＧＥ　Ⅱ 英語ＧＥ　Ⅱ
英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅠ
英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅡ

英語ＧＥ　Ⅰ 英語ＧＥ　Ⅰ
英語ＧＥ　Ⅱ 英語ＧＥ　Ⅱ
英語ＭＬＬ　Ⅰ
英語ＭＬＬ　Ⅱ
英語Reading Ⅰ 英語Reading Ⅰ
英語Reading Ⅱ 英語Reading Ⅱ
英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅠ
英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅡ

英語ＧＥ　Ⅰ 英語ＧＥ　Ⅰ
英語ＧＥ　Ⅱ 英語ＧＥ　Ⅱ
英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅠ
英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅡ

英語ＧＥ　Ⅰ
英語ＧＥ　Ⅱ
英語ＭＬＬ　Ⅰ
英語ＭＬＬ　Ⅱ
英語演習Ⅰ
英語演習Ⅱ
英語演習Ⅲ
英語演習Ⅳ
英語Listening Ⅰ
英語Listening Ⅱ

英語ＧＥ　Ⅰ 英語ＧＥ　Ⅰ
英語ＧＥ　Ⅱ 英語ＧＥ　Ⅱ
英語ＭＬＬ　Ⅰ 英語ＭＬＬ　Ⅰ
英語ＭＬＬ　Ⅱ 英語ＭＬＬ　Ⅱ
英語演習Ⅰ 英語演習Ⅰ
英語演習Ⅱ 英語演習Ⅱ
英語演習Ⅲ 英語演習Ⅲ
英語演習Ⅳ 英語演習Ⅳ
英語Writing Ⅰ 英語Writing Ⅰ
英語Writing Ⅱ 英語Writing Ⅱ

英語ＭＬＬ　Ⅰ 英語ＭＬＬ　Ⅰ
英語ＭＬＬ　Ⅱ 英語ＭＬＬ　Ⅱ

英語ＭＬＬ　Ⅰ 英語ＭＬＬ　Ⅰ
英語ＭＬＬ　Ⅱ 英語ＭＬＬ　Ⅱ

英語ＭＬＬ　Ⅰ
英語ＭＬＬ　Ⅱ

英語ＧＥ　Ⅰ
英語ＧＥ　Ⅱ

英語ＭＬＬ　Ⅰ
英語ＭＬＬ　Ⅱ

兼任 講師

三井　敏朗
（53）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

山田　寛子
（53）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

榎本　智子
（42）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

冨澤　典子
（67）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

和田　望
（38）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

白須　康子
（58）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

古屋　功
（59）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

伊藤　左千夫
（50）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

志水　光子
（57）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

笠原　慎一朗
（40）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

妹尾　新太郎
（60）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

兼任 講師

西　教生
（36）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

兼任 講師

講師兼任

兼任 講師

兼任 講師

兼任

講師兼任

講師兼任

講師兼任

兼任 講師

兼任 講師

講師兼任

講師兼任

講師

榎本　智子
（41）

＜平成30年4月＞

冨澤　典子
（66）

＜平成30年4月＞

三井　敏朗
（52）

＜平成30年4月＞

山田　寛子
（52）

＜平成30年4月＞

西　教生
（35）

＜平成30年4月＞

笠原　慎一朗
（39）

＜平成30年4月＞

妹尾　新太郎
（59）

＜平成30年4月＞

伊藤　左千夫
（49）

＜平成30年4月＞

志水　光子
（56）

＜平成30年4月＞

講師兼任

白須　康子
（57）

＜平成30年4月＞

古屋　功
（58）

＜平成30年4月＞

中島　康雄
（58）

＜平成30年4月＞

和田　望
（37）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

梁瀬　千起
（51）

＜平成30年4月＞
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

担当授業科目名

の別　 の別　

兼担・ 兼担・
兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

担当授業科目名

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅠ
英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅠ
英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅡ

英語Intensive Ⅰ 英語Intensive Ⅰ
英語Intensive Ⅱ 英語Intensive Ⅱ

ドイツ語基礎Ⅰ ドイツ語基礎Ⅰ
ドイツ語基礎Ⅱ ドイツ語基礎Ⅱ
ドイツ語基礎Ⅲ ドイツ語基礎Ⅲ
ドイツ語基礎Ⅳ ドイツ語基礎Ⅳ
ドイツ語コミュニケーションⅠ ドイツ語コミュニケーションⅠ
ドイツ語コミュニケーションⅡ ドイツ語コミュニケーションⅡ

ドイツ語基礎Ⅰ ドイツ語基礎Ⅰ
ドイツ語基礎Ⅱ ドイツ語基礎Ⅱ
ドイツ語基礎Ⅲ ドイツ語基礎Ⅲ
ドイツ語基礎Ⅳ ドイツ語基礎Ⅳ
ドイツ語講読Ⅰ
ドイツ語講読Ⅱ

フランス語基礎Ⅰ フランス語基礎Ⅰ
フランス語基礎Ⅱ フランス語基礎Ⅱ
フランス語基礎Ⅲ フランス語基礎Ⅲ
フランス語基礎Ⅳ フランス語基礎Ⅳ
フランス語講読Ⅰ フランス語講読Ⅰ
フランス語講読Ⅱ フランス語講読Ⅱ

中国語基礎Ⅰ 中国語基礎Ⅰ
中国語基礎Ⅱ 中国語基礎Ⅱ

中国語基礎Ⅲ 中国語基礎Ⅲ
中国語基礎Ⅳ 中国語基礎Ⅳ
中国語作文Ⅰ 中国語作文Ⅰ
中国語作文Ⅱ 中国語作文Ⅱ

中国語コミュニケーションⅠ
中国語コミュニケーションⅡ

中国語基礎Ⅲ 中国語基礎Ⅲ
中国語基礎Ⅳ 中国語基礎Ⅳ
中国語コミュニケーションⅠ 中国語コミュニケーションⅠ
中国語コミュニケーションⅡ 中国語コミュニケーションⅡ

韓国朝鮮語基礎Ⅰ 韓国朝鮮語基礎Ⅰ
韓国朝鮮語基礎Ⅱ 韓国朝鮮語基礎Ⅱ
韓国朝鮮語基礎Ⅲ 韓国朝鮮語基礎Ⅲ
韓国朝鮮語基礎Ⅳ 韓国朝鮮語基礎Ⅳ
韓国朝鮮語コミュニケーションⅠ 韓国朝鮮語コミュニケーションⅠ
韓国朝鮮語コミュニケーションⅡ 韓国朝鮮語コミュニケーションⅡ

韓国朝鮮語基礎Ⅰ 韓国朝鮮語基礎Ⅰ
韓国朝鮮語基礎Ⅱ 韓国朝鮮語基礎Ⅱ
韓国朝鮮語基礎Ⅲ 韓国朝鮮語基礎Ⅲ
韓国朝鮮語基礎Ⅳ 韓国朝鮮語基礎Ⅳ
韓国朝鮮語講読Ⅰ 韓国朝鮮語講読Ⅰ
韓国朝鮮語講読Ⅱ 韓国朝鮮語講読Ⅱ

スペイン語基礎Ⅰ スペイン語基礎Ⅰ
スペイン語基礎Ⅱ スペイン語基礎Ⅱ

スペイン語基礎Ⅲ スペイン語基礎Ⅲ
スペイン語基礎Ⅳ スペイン語基礎Ⅳ

日本語ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝⅠ 日本語ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝⅠ
日本語ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝⅡ 日本語ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝⅡ
日本語ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ 日本語ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ
日本語ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ 日本語ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ

兼任 講師

島　恭子
（68）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

髙見　研一
（58）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

村上　寿英
（51）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

セグ　オリオル
（45）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

李　勇九
（47）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

柳　蓮淑
（56）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

劉  恵芳
（55）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

銭　春蘭
（63）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

柴崎　秀穂
（59）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

佐々木　俊雄
（44）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

山口　和洋
（49）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

笹原　健
（46）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

衣川　清子
（60）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

チャールズ　ワトソン
（42）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任

兼任 講師

兼任 講師

講師

兼任

兼任 講師

兼任 講師

講師兼任

講師

兼任

兼任 講師

兼任 講師

講師兼任

兼任 講師

兼任 講師

柳　蓮淑
（55）

＜平成30年4月＞

村上　寿英
（50）

＜平成30年4月＞

セグ　オリオル
（44）

＜平成30年4月＞

島　恭子
（67）

＜平成30年4月＞

髙見　研一
（57）

＜平成30年4月＞

笹原　健
（45）

＜平成30年4月＞

柴崎　秀穂
（58）

＜平成30年4月＞

佐々木　俊雄
（43）

＜平成30年4月＞

劉  恵芳
（54）

＜平成30年4月＞

銭　春蘭
（62）

＜平成30年4月＞

李　勇九
（46）

＜平成30年4月＞

衣川　清子
（59）

＜平成30年4月＞

チャールズ　ワトソン
（41）

＜平成30年4月＞

山口　和洋
（48）

＜平成30年4月＞
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

担当授業科目名

の別　 の別　

兼担・ 兼担・
兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

担当授業科目名

日本語講読Ⅰ 日本語講読Ⅰ
日本語講読Ⅱ 日本語講読Ⅱ
日本語講読Ⅲ 日本語講読Ⅲ
日本語講読Ⅳ 日本語講読Ⅳ

日本語上級演習Ⅰ 日本語上級演習Ⅰ
日本語上級演習Ⅱ 日本語上級演習Ⅱ
日本語コミュニケーションⅠ 日本語コミュニケーションⅠ
日本語コミュニケーションⅡ 日本語コミュニケーションⅡ

ビジネス日本語Ⅰ ビジネス日本語Ⅰ
ビジネス日本語Ⅱ ビジネス日本語Ⅱ

体育Ⅰ（柔道） 体育Ⅰ（柔道）
体育Ⅰ（バレーボール） 体育Ⅰ（バレーボール）
体育Ⅱ（柔道） 体育Ⅱ（柔道）
体育Ⅱ（バレーボール） 体育Ⅱ（バレーボール）
体育実技（格技） 体育実技（格技）

体育Ⅰ（ソフトボール） 体育Ⅰ（ソフトボール）
体育Ⅰ（エアロビック） 体育Ⅰ（エアロビック）

体育Ⅰ（レクリエーション）
体育Ⅱ（ソフトボール） 体育Ⅱ（ソフトボール）
体育Ⅱ（エアロビック） 体育Ⅱ（エアロビック）

体育Ⅱ（レクリエーション）

体育Ⅰ（バレーボール） 体育Ⅰ（バレーボール）
体育Ⅰ（レクリエーション）

体育Ⅱ（バレーボール） 体育Ⅱ（バレーボール）
体育Ⅱ（レクリエーション）

体育Ⅰ（マラソン） 体育Ⅰ（マラソン）
体育Ⅰ（ゴルフ） 体育Ⅰ（ゴルフ）
体育Ⅱ（マラソン） 体育Ⅱ（マラソン）
体育実技（陸上運動）Ⅰ 体育実技（陸上運動）Ⅰ
体育実技（陸上運動）Ⅱ 体育実技（陸上運動）Ⅱ

体育Ⅰ（バドミントン） 体育Ⅰ（バドミントン）
体育Ⅱ（バドミントン） 体育Ⅱ（バドミントン）
体育実技（体操） 体育実技（体操）
体育実技（器械運動） 体育実技（器械運動）

体育Ⅰ（バドミントン）
体育Ⅱ（バドミントン）

体育Ⅰ（バスケットボール） 体育Ⅰ（バスケットボール）
体育Ⅱ（バスケットボール） 体育Ⅱ（バスケットボール）

体育Ⅰ（サッカー） 体育Ⅰ（サッカー）
体育Ⅰ（フットサル） 体育Ⅰ（フットサル）
体育Ⅱ（サッカー） 体育Ⅱ（サッカー）
体育Ⅱ（フットサル） 体育Ⅱ（フットサル）

体育Ⅰ（テニス） 体育Ⅰ（テニス）
体育Ⅰ（エクササイズ・ウォーキング） 体育Ⅰ（エクササイズ・ウォーキング）
体育Ⅰ（レクリエーション） 体育Ⅰ（レクリエーション）
体育Ⅱ（テニス） 体育Ⅱ（テニス）
体育Ⅱ（エクササイズ・ウォーキング） 体育Ⅱ（エクササイズ・ウォーキング）
体育Ⅱ（レクリエーション） 体育Ⅱ（レクリエーション）

体育Ⅰ（キャンプ）
体育Ⅱ（キャンプ）
野外体育実技(キャンプ)

情報リテラシーⅠ（情報活用力） 情報リテラシーⅠ（情報活用力）
情報リテラシーⅢ（マルチメディア） 情報リテラシーⅢ（マルチメディア）
教育メディアⅠ（教諭）
教育メディアⅡ（中等） 教育メディアⅡ（中等）

情報リテラシーⅡ（統計） 情報リテラシーⅡ（統計）

兼任 講師

小幡　浩二
（59）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

河野　昌広
（43）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

依田　武雄
（66）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

茂泉　圭治
（42）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

村野　直弘
（59）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

谷口　裕美子
（49）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

河先　眞弓
（61）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

坂尾　知昭
（35）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

麻場　一徳
（58）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

木内　政孝
（32）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

大和　優子
（63）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

高橋　純子
（64）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

宮田　登紀子
（48）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

兼任

兼任 講師

兼任

講師兼任

講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任

茂泉　圭治
（41）

＜平成30年4月＞

村野　直弘
（58）

＜平成30年4月＞

依田　武雄
（65）

＜平成30年4月＞

吉田　理史
（35）

＜平成30年4月＞

小幡　浩二
（58）

＜平成30年4月＞

河野　昌広
（42）

＜平成30年4月＞

宮田　登紀子
（47）

＜平成30年4月＞

木内　政孝
（31）

＜平成30年4月＞

大和　優子
（62）

＜平成30年4月＞

坂尾　知昭
（34）

＜平成30年4月＞

麻場　一徳
（57）

＜平成30年4月＞

河先　眞弓
（60）

＜平成30年4月＞

高橋　純子
（63）

＜平成30年4月＞
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

担当授業科目名

の別　 の別　

兼担・ 兼担・
兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

担当授業科目名

教育メディアⅠ（教諭） 教育メディアⅠ（小中）
教育メディアⅡ（中等） 教育メディアⅡ（中等）

情報リテラシーⅢ（マルチメディア）
教育メディアⅢ（総合） 教育メディアⅢ（総合）

教育メディアⅠ（教諭） 教育メディアⅠ（小中）
教育メディアⅡ（中等） 教育メディアⅡ（中等）

社会科指導法 社会科指導法
社会概論

社会教材研究演習 社会教材研究演習

教育実践と教育史 教育実践と教育史

理科指導法 理科指導法
理科概論 理科概論

理科指導法 理科指導法

生活科指導法 生活科指導法

家庭科指導法 家庭科指導法
家政学概論

消費者教育論 消費者教育論

音楽科指導法 音楽科指導法
音楽教材研究演習 音楽教材研究演習

図画工作科指導法

図画工作科指導法

総合学習・特別活動の指導法(教諭） 総合学習・特別活動の指導法(小中）
生活指導論(教諭） 生活指導論(小中）
教育実践論Ⅰ 教育実践論Ⅰ
教育実践論Ⅱ 教育実践論Ⅱ

総合学習・特別活動の指導法(教諭） 総合学習・特別活動の指導法(小中）

日本語･日本文学概論(書写を含む)　 日本語･日本文学概論(書写を含む)　

理科実験・観察 理科実験・観察 
生物学Ⅱ 生物学Ⅱ
生物学実験Ⅱ 生物学実験Ⅱ

生活概論 生活概論

家政学概論
住居学演習 住居学演習
乳幼児保育論 乳幼児保育論

音楽実技演習（ソルフェージュ） 音楽実技演習（ソルフェージュ）
声楽Ⅱ 声楽Ⅱ

音楽実技演習（器楽） 音楽実技演習（器楽）
器楽Ⅱ 器楽Ⅱ

音楽実技演習（器楽） 音楽実技演習（器楽）

兼任 講師

鈴木　茂
（58）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

増澤　英子
（55）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

山本　富美
（60）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

石山　美歩
（63）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

増茂　智子
（59）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

植田(高橋)真理子
（41）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

山口　恭子
（47）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

白井　剛
（43）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

塩崎　義明
（61）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

岸　康裕
（67）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

小川　昌文
（61）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

堤　一彦
（60）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

永田　敬子
（66）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

大竹　美登利
（68）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

鷹野　貴雄
（66）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

小笠原　幸夫
（64）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

西村　美智子
（65）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

池田　充裕
（51）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

杉本  光司
（68）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

仲　久徳
（52）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

石山　美歩
（62）

＜平成30年4月＞

増澤　英子
（54）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

白井　剛
（42）

＜平成30年4月＞

増茂　智子
（58）

＜平成30年4月＞

植田(高橋)真理子
（40）

＜平成30年4月＞

山本　富美
（59）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任

山口　恭子
（46）

＜平成30年4月＞

永田　敬子
（65）

＜平成30年4月＞

大竹　美登利
（67）

＜平成30年4月＞

小川　昌文
（60）

＜平成30年4月＞

塩崎　義明
（60）

＜平成30年4月＞

岸　康裕
（66）

＜平成30年4月＞

杉本  光司
（67）

＜平成30年4月＞

仲　久徳
（51）

＜平成30年4月＞

西村　美智子
（64）

＜平成30年4月＞

池田　充裕
（50）

＜平成30年4月＞

鷹野　貴雄
（65）

＜平成30年4月＞

小笠原　幸夫
（63）

＜平成30年4月＞
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

担当授業科目名

の別　 の別　

兼担・ 兼担・
兼任　 兼任　
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専任・

担当授業科目名

音楽実技演習（器楽） 音楽実技演習（器楽）

音楽実技演習（器楽） 音楽実技演習（器楽）
器楽Ⅰ 器楽Ⅰ

音楽実技演習（器楽） 音楽実技演習（器楽）

音楽実技演習（器楽） 音楽実技演習（器楽）

音楽実技演習（器楽） 音楽実技演習（器楽）

表現Ⅳ
図画工作実技演習（平面） 図画工作実技演習（平面）

図画工作実技演習（立体） 図画工作実技演習（立体）
造形表現実技演習（工作及び工芸） 造形表現実技演習（工作及び工芸）

図画工作実技演習（立体） 図画工作実技演習（立体）
素描（みること・表すこと） 素描（みること・表すこと）
造形表現実技演習（素描） 造形表現実技演習（素描）

外国語活動概論 外国語活動概論
第2言語習得研究 第2言語習得研究
児童英米文化研究 児童英米文化研究

Introduction to IB Education Introduction to IB Education
Approaches to teaching and learning Approaches to teaching and learning

教育社会学 教育社会学
現代社会と学校 現代社会と学校

子ども福祉臨床 子ども福祉臨床

肢体不自由教育総論 肢体不自由教育総論 
肢体不自由児の心理・生理・病理 肢体不自由児の心理・生理・病理

心理検査法実習 心理検査法実習
学校相談心理学 学校相談心理学 

認知心理学 認知心理学 

日本語(日本文法)Ⅰ 日本語(日本文法)Ⅰ
日本語(日本文法)Ⅱ 日本語(日本文法)Ⅱ

国語表現 国語表現
日本文学史（古典） 日本文学史（古典）
日本文学史（近代） 日本文学史（近代）

物理基礎実験 物理基礎実験
物理学実験Ⅰ 物理学実験Ⅰ
物理学実験Ⅱ 物理学実験Ⅱ

被服学 被服学
住居学 住居学
調理学 調理学
生活環境科学概論 生活環境科学概論
家族関係学 家族関係学

兼任 講師

向野　由美子
（49）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

西村　拓史
（41）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

石引　公美
（64）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

中川　秀太
（41）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

久保　陽子
（36）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

早川　惠子
（62）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

原　聰
（67）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

平田　修三
（34）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

小畑　文也
（61）

＜平成30年4月＞

講師

永井　雅子
（59）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

大迫　弘和
（65）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

松浦　加奈子
（34）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

井坂　健一郎
（53）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

磯﨑　えり奈
（40）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

梅原　圭
（50）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

木下　真央
（33）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

小畠　康史
（61）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

津髙　里永子
（62）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

長濱　恵子
（37）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

早川　惠子
（61）

＜平成30年4月＞

兼任

講師兼任

兼任 講師

中川　秀太
（40）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

久保　陽子
（35）

＜平成30年4月＞

木下　真央
（32）

＜平成30年4月＞

井坂　健一郎
（52）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

西村　拓史
（40）

＜平成30年4月＞

長濱　恵子
（36）

＜平成30年4月＞

小畠　康史
（60）

＜平成30年4月＞

津髙　里永子
（61）

＜平成30年4月＞

梅原　圭
（49）

＜平成30年4月＞

小畑　文也
（60）

＜平成30年4月＞講師

原　聰
（66）

＜平成30年4月＞

石引　公美
（63）

＜平成30年4月＞

永井　雅子
（58）

＜平成30年4月＞

大迫　弘和
（64）

＜平成30年4月＞

松浦　加奈子
（33）

＜平成30年4月＞

平田　修三
（33）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

講師兼任

磯﨑　えり奈
（39）

＜平成30年4月＞

小俣　英彦
（40）

＜平成30年4月＞

向野　由美子
（48）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

小俣　英彦
（41）

＜平成30年4月＞

兼任
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

担当授業科目名

の別　 の別　

兼担・ 兼担・
兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

担当授業科目名

声楽Ⅰ 声楽Ⅰ
音楽総合実習(オペラ) 音楽総合実習(オペラ)

作曲法 作曲法
音楽理論Ⅰ 音楽理論Ⅰ
音楽理論Ⅱ 音楽理論Ⅱ
音楽史 音楽史

合奏(リコーダー) 合奏(リコーダー)
音楽総合実習(指揮法) 音楽総合実習(指揮法)

合奏（打楽器） 合奏（打楽器）

合奏(三味線) 合奏(三味線)

合奏（箏） 合奏（箏）

音楽総合実習（音楽療法） 音楽総合実習（音楽療法）

音楽総合実習(音感教育) 音楽総合実習(音感教育)

体育Ⅱ（サッカー）
運動・スポーツ文化論 運動・スポーツ文化論

他教科等と関連させた英語指導 他教科等と関連させた英語指導

英文法 英文法

英作文 英作文
英会話 英会話

環境教育 環境教育

ジェンダー・セクシュアリティと教育

知的障害児の心理・生理・病理 知的障害児の心理・生理・病理 

病弱児の心理・生理・病理 病弱児の心理・生理・病理 

肢体不自由児指導法 肢体不自由児指導法
肢体不自由教育総論 肢体不自由教育総論 

重複障害教育総論 重複障害教育総論

視覚障害教育総論 視覚障害教育総論

聴覚障害教育総論 聴覚障害教育総論

　　　・  設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度及び平成２８年度、
　　　　　平成３０年度開設であれば平成２７年度から平成２９年度）の表は適宜削除し，詰めてください。

兼任 講師

兼任 講師

兼任

左藤　敦子
（47）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

里見　達也
（50）

＜平成30年4月＞

佐藤　将朗
（45）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

永吉　美智枝
（45）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

河野　一郎
（65）

＜平成30年4月＞

講師

早見　正一
（65）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

相原　正男
（63）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

堀川　修平
（27）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

加茂　秀隆
（45）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

ジョーサム　キトス
（32）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

加藤　朋之
（55）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

池田　勝久
（55）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

青　拓美
（60）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

百武　眞弓
（48）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

植松　美名
（50）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

山岸　妃貞子
（61）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

原田　博之
（49）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

高橋　治子
（43）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

兼任 講師

立原　勇
（56）

＜平成30年4月＞

兼任

兼任

講師

左藤　敦子
（46）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

河野　一郎
（64）

＜平成30年4月＞

講師

里見　達也
（49）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

佐藤　将朗
（44）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

ジョーサム　キトス
（31）

＜平成30年4月＞

兼任

兼任 講師

永吉　美智枝
（44）

＜平成30年4月＞

加藤　朋之
（54）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

池田　勝久
（54）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

相原　正男
（62）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

加茂　秀隆
（44）

＜平成30年4月＞

講師

早見　正一
（64）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

青　拓美
（59）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

百武　眞弓
（47）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

高橋　治子
（42）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

植松　美名
（49）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

山岸　妃貞子
（60）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

兼任

（注）・　申請書又は届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

講師

立原　勇
（55）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

原田　博之
（48）

＜平成30年4月＞

兼任 講師
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【平成３０年度】

（注）・変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

・不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度及び平成２８年度、平成３０年度開設であれば平成２７年度から
平成２９年度）の表は適宜削除してください。

（注）・大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（）内に開設時の状況を記入してください。

・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

・「現在（報告書提出時）の完成年度時の計画」には，「現在（報告書提出時）の状況」に記入した数字に，教員審査を受審済みであり，

完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに，［］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

および，平成３０年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入
し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告書提出時）の完成年度時の計画（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

報告書提出時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告書提出時）の状況（Ｂ）

（注）・小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

（２）－⑤現在（報告書提出時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
4

= 10 ％
40

歳 名 名

（２）－④設置時の計画に対する教員充足率

=
40

= 108.1 ％
37

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告書提出時（上
記（Ｂ））の教員
のうち、定年を延
長して採用してい

る教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

65 4 4

［0］ ［3］

（２）－③年齢構成

年齢構成

1 0 40
25 0 40

（25） （14） （1） （0） （40） ［2］ ［3］ ［△2］

14 1

講師 助教
計

（Ｃ）

23 11 3 0 37
25 14

准教授 講師 助教
計

（Ｂ）
教授 准教授教授 准教授 講師 助教

計
（Ａ）

教授

（２）－②専任教員数

設置時の計画 現在（報告書提出時）の状況 現在（報告書提出時）の完成年度時の計画

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

11 6

名 名

・認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し，

大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

・「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。なお，設置認可審査時に教員審査省略

となっている場合は，「教員審査省略」と記入してください。

（２）専任教員数等

（２）－①設置基準上の必要専任教員数

（１）ー②担当教員表に関する変更内容

退職による変更
・松平好人准教授の退職により、「アカデミック・スキルズ」の担当教員を玉置敦彦講師に変更。
・森川鈴子教授の退職により、「現代の課題Ⅶ」の担当教員を金澤宏明講師に変更。

所属学部等の都合による変更
・「日本語･日本文学概論(書写を含む)　」の担当教員に草津祐介准教授を追加。
・「読書」Ⅰの担当教員を鈴木武晴教授から新見公康講師に変更。
・「世界と自己Ⅺ」の担当教員を黒崎剛教授から金澤秀嗣講師に変更。
・教育メディアⅠ（小中）等の担当教員に小河智佳子准教授を追加。
・「読書Ⅱ」の担当教員を髙野瀬惠子講師から石橋賢太講師に変更。
・庄司達也講師、重冨惠子講師、笹原健講師の科目の一部を井村行子講師に変更。
・「自然と生命Ⅳ」の担当教員に本多亮講師を追加。
・「市民と社会Ⅶ」の担当教員を鈴木鉄忠講師から田中夏子講師に変更。
・山口博史准教授と日向良和准教授の科目の一部を岡部義秀講師に変更。
・「現代の課題Ⅹ」の担当教員に佐々木豊志講師を追加。
・中島康雄講師の科目の担当教員を豊嶋朗子准教授に変更。
・三井敏朗講師の科目の一部を梁瀬千起講師に変更。
・「体育Ⅰ（バドミントン）」「体育Ⅱ（バドミントン）」の担当教員に谷口裕美子講師を追加。
・体育Ⅰ･Ⅱ（キャンプ）等の担当教員を吉田理史講師から加藤優教授に変更。
・「ジェンダー・セクシュアリティと教育」の担当教員を藤本恵教授から堀川修平講師に変更。

教職課程認定に伴う変更
・「教職概論」の担当教員に山﨑隆夫教授を追加。
・情報フルエンシーⅠ(ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ)等の担当教員を相澤崇准教授から吉岡卓准教授に変更。
・「図画工作科指導法の担当教員を鈴木茂講師から堤一彦講師に変更。
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 0 ％
0
37

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

自由

計 科目 計 計

選択

自由 科目 自由

科目

自由

選択 科目 選択 選択

自由
0 人

計

科目

科目

科目

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

必修

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

自由自由

必修

計

必修 科目

選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合，赤字にて記入するとともに，

自由

後任補充状況の集計（Ｇ）

②の合計数（b）

必修

辞任等の理由担当予定科目

必修

計計

後任補充状況

自由

選択

必修・選択・自由の別

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

科目

選択選択

必修

自由

計

計

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

0

必修必修 科目

科目

合計（Ｆ）

選択 選択

計

①の合計数（a）

自由

必修

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

①の合計数（a） ②の合計数（b）

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

選択選択

0 人

自由

③の合計数（c）

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

必修

計

辞任等した教員数

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

番　号

①の合計数（a）

職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 就任辞退（未就任）の理由後任補充状況

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

担当予定科目

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

③の合計数（c）

該当なし

後任補充状況の集計（Ｅ）

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

就任を辞退した教員数

合計（Ｄ）

②の合計数（b）

人

必修

科目

番　号 職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

専任教員氏名

該当なし

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

0
自由

計 科目 計 計

選択 選択

自由 科目 自由 自由

必修 必修

選択 科目 選択
人

必修 科目 必修

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

該当なし

　（３）－⑤　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

　　　　記入してください。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を
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区　　　分
未履行事項について

の実施計画

設　置　時

（平成29年7月）

６　留意事項等に対する履行状況等

留　意　事　項　等 履　行　状　況

　　　　ください。（実地調査や面接調査を実施した日ではありません。）

　　　　について，具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，当該大学に付された意見を

　　　　全て記入するとともに，付された意見に対する履行状況等について，具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付してください。

　　　　寄附行為又は寄附行為変更の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等

　　　・　「履行状況」では，履行途中であれば「未履行」，履行済みであれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」の（年月）には，調査結果を公表した月（通常２月）を記入して

留意事項 履行済

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時（認可時又は届出時）に付された留意事項（学校法人の

都留文科大学文学部国際教
育学科の入学定員超過の改
善に努めた結果、平成３０
年度の入学定員超過率は
１．００倍となり、平均入
学定員超過率は１．１８倍
となった。

都留文科大学文学部国
際教育学科の入学定員
超過の是正に努めるこ
と。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

　 　教職科目の単位数の変更に伴う卒業単位の変更

　卒業必要単位（学校教育学科） 　卒業必要単位（学校教育学科）

　　１３４単位　 　　１３６単位　

　　内訳：学部共通科目30単位、専門科目104単位 　　内訳：学部共通科目30単位、専門科目106単位

７　その他全般的事項

＜教養学部　学校教育学科＞

（１） 設置計画変更事項等

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　本学では、「都留文科大学FD委員会規則」を定めており、全学的な取り組みとしてFD活動を実施している。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　平成29年度は3回委員会（委員9名）を開催した。

　ｃ　委員会の審議事項等

　本学FD委員会では、(1)教育研究活動改善の方策に関すること。(2)　授業評価アンケートに関すること。(3)　授業の工
夫アンケートに関すること。(4)　各種調査の結果分析及びフィードバックに関すること。(5)　FD研修に関すること。(6)
その他、FDに関すること。について審議・企画実施している。

②　実施状況

　ａ　実施内容

　平成29年度は、以下について審議・企画実施した。

(1)FDに関する講演会(2回）

(2)授業評価アンケート（前期・後期）

(3)自己評価、目標申告による業務に関する自己分析評価・結果のフィードバック

(4)研究成果公表においての適否についての審議及び報告

　ｂ　実施方法

　実施内容の(1)～(4)に対応

(1)本学専任教員に対し講演会を実施。

(2)FD委員会による授業評価アンケートの実施（前期・後期）

(3)評価票・申告票による自己申告を教授会にて提出依頼。（都留文科大学における教員評価の実施に関するガイ
ドラインに準じて実施。）

(4)各研究者より提出される研究成果報告書を委員会において、公表の可否を審議し結果を研究費等審査委員会に
提言。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　実施内容の(1)～(4)に対応

(1)6月28日、1月31日に実施。専任教員が参加対象、延べ132名が参加

(2)下記③学生に対する授業評価アンケート実施状況に記載

(3)専任教員が対象、2名を除き自己評価・目標申告があり、集計結果を教授会に報告。評価が低い教員に対して
はFD委員長が個別に相談・対応。

(4)FD委員会開催時に審議し、FD委員長より研究費等審査委員会に報告。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　上述のFD講演会、教員評価、授業評価アンケートを実施した。この結果を教育研究の内容・方法・技法の改善に生かす
よう、常にPDCAサイクルを行い授業改革に努める。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　FD委員会が主体となり、前期及び後期授業終了時に授業に対する学生アンケートを実施した。

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　結果については、全体の集計結果とその考察を学報で公開している。個別（授業毎）結果については、担当教員に授業
別の集計結果をお知らせしている（非公開）。
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　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

（３） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

開設初年度なので、設置の趣旨・目的の達成状況を学生の受け入れ状況で評価する。
学校教育学科の受け入れ状況は、入学定員180名に対して、志願者数995名、受験者数654名、入学者数209名であり、改組
前の初等教育学科と同等の水準であった。
今後は設置計画に基づき、小学校－中学校の連携を見通した教育実践ができる義務教育段階の教員の養成を行っていく。

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　・直近では、平成26年度に自己点検・評価報告書を公表

　ｂ　公表方法

　　・大学ホームページ上に公開

③　認証評価を受ける計画

　　・平成26年度に評価機関（（財）大学基準協会）の評価を受けた

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　ａ　ホームページに公表（予定）の有無　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表（予定）有の場合の公表（予定）時期　　（　平成３０年　５月　３１日　　）

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（４） 情報公表に関する事項

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

（注）・　「ａ　ホームページに公表（予定）有無」には，５月１日時点で公表している場合，もしくは，今後公表

　　　　する予定の場合は，「有」にマルを記入してください。今後も公表する予定がない場合は，「無」にマルを

　　　　記入してください。

　　　・　「ｂ　公表（予定）有の場合の公表（予定）時期」には，「ａ　ホームページに公表（予定）有無」で

　　　　「有」にマルを記入した場合のみ，時期を記入してください。

○　設置計画履行状況報告書
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ ヨコウチ　ショウメイ ）

横内　正明

（平成28年2月）

（ フクタ　セイジ ）

福田　誠治

（平成26年4月）

（ タカタ　ケン ）

高田　研

（平成30年4月）

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　公立大学法人都留文科大学

（２） 大　学　名
　　　　都留文科大学

（３） 大学の位置

　　　〒４０２－８５５５
　　　　山梨県都留市田原３－８－１

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

（４） 管理運営組織

職　　名

理 事 長

学　　長

学科長等

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は，各職に相当する職名の方を記載してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）平成２９年度に報告済の内容　→（29）

　　　　　　平成３０年度に報告する内容　→（30）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告
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　　　・　なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は，平成２７年度開設の４年制の学科の場合（平成３０年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　に報告書を作成してください。

　教養学部
　地域社会学科

4 150 若干名 600
 学士（社会学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

1130
(　－　) (　－　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 22 ] [ - ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

835
(　－　) (　－　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 18 ] [ - ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

257
(　－　) (　－　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 4 ] [ - ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

171
(　－　) (　－　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 3 ] [ - ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　　には，欄を設けてください。）

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画
備　　考

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

社会学・社会
福祉学関係

年 人 3年次 人
人

（注）・　定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。
　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号
　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 平成３３年度
平均入学定員

超 過 率
備　　考

1.14倍

150
(　 － 　) (　　 　) (　　 　) (　　 　)

[ 　－　 ] [ 　　　 ] [ 　　　 ] [ 　　　 ]

志願者数

Ａ　 入学定員

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

1.14

（注）・　数字は，平成３０年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

171

[ 3 ] [ - ] [　 　] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（ - ） （ - ） （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　]

（　　）（　　）

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際，備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 平成３３年度
備　　　　　考

１年次

２年次

３年次

４年次

計

171

[　 - 　] [　　　　 ] [　　　　 ] [　　　　 ]

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

　　　　さい。

（　 -　 ） （　　　　 ） （　　　　 ） （　　　　 ）

（注）・　数字は，平成３０年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

入学した年度

171 人 0 人 平成３０年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成３２年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成３２年度 人 人

平成３３年度 人 人

171 人 0 人

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 171

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

　　　区　分

対象年度

在学者数（b） 退学者数（a） 主な退学理由内訳

退学者数
退学者数の
うち留学生数

平成３０年度

平成３１年度 人 人

平成３２年度 人 人

平成３３年度 人 人

合　　計

（注）・　数字は，平成３０年５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各年度の在学者数については，該当年度に在学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　　　ありません。）

　　　・　内訳については，退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数や退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

= = 0 ％
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1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

読書Ⅱ 1･2前 2 兼1 読書Ⅱ 1･2前 2 兼1

読書Ⅲ 1･2前 2 兼1 読書Ⅲ 1･2前 2 兼1

読書Ⅳ 1･2後 2 兼1 読書Ⅳ 1･2後 2 兼1

読書Ⅴ 1･2前 2 兼1 読書Ⅴ 1･2前 2 兼1

読書Ⅵ 1･2後 2 兼1 読書Ⅵ 1･2後 2 兼1

表現Ⅰ 1･2後 2 兼1 表現Ⅰ 1･2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前後 2 兼1 1･2前後 2 兼1

1前 2 2 1 兼6 1前 2 3 1 兼4

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼3 1･2前 2 兼3

1･2後 2 兼3 1･2後 2 兼3

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前後 2 兼1 1･2前後 2 兼1

1･2前後 2 兼4 1･2前後 2 兼4

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 1 1･2前 2 1 兼3

1･2前後 2 兼2 1･2前後 2 兼2

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

ジェンダー研究入門 ジェンダー研究入門

ジェンダー研究Ⅰ ジェンダー研究Ⅰ

現代の課題Ⅷ 現代の課題Ⅷ

現代の課題Ⅸ 現代の課題Ⅸ

現代の課題Ⅹ 現代の課題Ⅹ

現代の課題Ⅴ 現代の課題Ⅴ

現代の課題Ⅵ 現代の課題Ⅵ

現代の課題Ⅶ 現代の課題Ⅶ

現代の課題Ⅱ 現代の課題Ⅱ

現代の課題Ⅲ 現代の課題Ⅲ

現代の課題Ⅳ 現代の課題Ⅳ

歴史と文化Ⅸ 歴史と文化Ⅸ

歴史と文化Ⅹ 歴史と文化Ⅹ

現代の課題Ⅰ 現代の課題Ⅰ

歴史と文化Ⅵ 歴史と文化Ⅵ

歴史と文化Ⅶ 歴史と文化Ⅶ

歴史と文化Ⅷ 歴史と文化Ⅷ

歴史と文化Ⅲ 歴史と文化Ⅲ

歴史と文化Ⅳ 歴史と文化Ⅳ

歴史と文化Ⅴ 歴史と文化Ⅴ

市民と社会Ⅹ 市民と社会Ⅹ

歴史と文化Ⅰ 歴史と文化Ⅰ

歴史と文化Ⅱ 歴史と文化Ⅱ

市民と社会Ⅶ 市民と社会Ⅶ

市民と社会Ⅷ 市民と社会Ⅷ

市民と社会Ⅸ 市民と社会Ⅸ

市民と社会Ⅳ 市民と社会Ⅳ

市民と社会Ⅴ 市民と社会Ⅴ

市民と社会Ⅵ 市民と社会Ⅵ

市民と社会Ⅰ「日本国憲法」 市民と社会Ⅰ「日本国憲法」

市民と社会Ⅱ 市民と社会Ⅱ

市民と社会Ⅲ 市民と社会Ⅲ

世界と自己Ⅹ 世界と自己Ⅹ

世界と自己ⅩⅠ 世界と自己ⅩⅠ

世界と自己ⅩⅡ 世界と自己ⅩⅡ

世界と自己Ⅶ 世界と自己Ⅶ

世界と自己Ⅷ 世界と自己Ⅷ

世界と自己Ⅸ 世界と自己Ⅸ

世界と自己Ⅳ 世界と自己Ⅳ

世界と自己Ⅴ 世界と自己Ⅴ

世界と自己Ⅵ 世界と自己Ⅵ

世界と自己Ⅰ 世界と自己Ⅰ

世界と自己Ⅱ 世界と自己Ⅱ

世界と自己Ⅲ 世界と自己Ⅲ

数理と現象Ⅰ 数理と現象Ⅰ

数理と現象Ⅱ 数理と現象Ⅱ

数理と現象Ⅲ 数理と現象Ⅲ

自然と生命Ⅶ 自然と生命Ⅶ

自然と生命Ⅷ 自然と生命Ⅷ

自然と生命Ⅸ 自然と生命Ⅸ

自然と生命Ⅳ 自然と生命Ⅳ

自然と生命Ⅴ 自然と生命Ⅴ

自然と生命Ⅵ 自然と生命Ⅵ

自然と生命Ⅰ 自然と生命Ⅰ

自然と生命Ⅱ 自然と生命Ⅱ

自然と生命Ⅲ 自然と生命Ⅲ

表現Ⅲ

表現Ⅳ 表現Ⅳ

表現Ⅴ 表現Ⅴ

アカデミック・スキルズ アカデミック・スキルズ

兼
任
・
兼
担

学
部
共
通
科
目

教
養
科
目

読書Ⅰ

学
部
共
通
科
目

教
養
科
目

読書Ⅰ

表現Ⅱ 表現Ⅱ

表現Ⅲ

兼
任
・
兼
担

科
目
区
分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

（１）ー① 授業科目表

【認可時又は届出時】 【平成３０年度】

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

２　授業科目の概要

＜教養学部　地域社会学科＞
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兼
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兼
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授業科目の名称
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年 次

単位数 専任教員等の配置

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2前 2 兼1 1･2前 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1･2後 2 兼1 1･2後 2 兼1

1前 2 兼8 1前 2 兼10

1後 2 兼8 1後 2 兼10

1前 2 兼6 1前 2 兼6

1後 2 兼6 1後 2 兼6

2前 2 兼6 2前 2 兼6

2後 2 兼6 2後 2 兼6

2･3･4前 2 兼2 2･3･4前 2 兼2

2･3･4後 2 兼2 2･3･4後 2 兼2

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3･4前 2 兼2 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼2 2･3･4後 2 兼1

2･3･4前 2 兼2 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼2 2･3･4後 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

1前 2 兼2 1前 2 兼2

1後 2 兼2 1後 2 兼2

1前 2 兼2 1前 2 兼2

1後 2 兼2 1後 2 兼2

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

1前 2 兼2 1前 2 兼2

1後 2 兼2 1後 2 兼2

1前 2 兼2 1前 2 兼2

1後 2 兼2 1後 2 兼2

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

1前 2 兼2 1前 2 兼2

1後 2 兼2 1後 2 兼2

1前 2 兼3 1前 2 兼3

1後 2 兼3 1後 2 兼3

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3･4前 2 兼2 2･3･4前 2 兼3

2･3･4後 2 兼2 2･3･4後 2 兼3

1前 2 兼2 1前 2 兼2

1後 2 兼2 1後 2 兼2

1前 2 兼2 1前 2 兼2

1後 2 兼2 1後 2 兼2

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

1前 2 兼2 1前 2 兼2

1後 2 兼2 1後 2 兼2

1前 2 兼2 1前 2 兼2

1後 2 兼2 1後 2 兼2

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1･2･3･4前 2 兼1 1･2･3･4前 2 兼1

1･2･3･4後 2 兼1 1･2･3･4後 2 兼1

1･2･3･4前 2 兼1 1･2･3･4前 2 兼1

1･2･3･4後 2 兼1 1･2･3･4後 2 兼1

1･2･3･4前 2 兼1 1･2･3･4前 2 兼1日本語コミュニケーションⅠ 日本語コミュニケーションⅠ

日本語講読Ⅱ 日本語講読Ⅱ

日本語講読Ⅲ 日本語講読Ⅲ

日本語講読Ⅳ 日本語講読Ⅳ

日本語アカデミック・ライティングⅠ 日本語アカデミック・ライティングⅠ

日本語アカデミック・ライティングⅡ 日本語アカデミック・ライティングⅡ

日本語講読Ⅰ 日本語講読Ⅰ

スペイン語コミュニケーションⅡ スペイン語コミュニケーションⅡ

日本語アカデミック・プレゼンテーションⅠ 日本語アカデミック・プレゼンテーションⅠ

日本語アカデミック・プレゼンテーションⅡ 日本語アカデミック・プレゼンテーションⅡ

スペイン語講読Ⅰ スペイン語講読Ⅰ

スペイン語講読Ⅱ スペイン語講読Ⅱ

スペイン語コミュニケーションⅠ スペイン語コミュニケーションⅠ

スペイン語基礎Ⅱ スペイン語基礎Ⅱ

スペイン語基礎Ⅲ スペイン語基礎Ⅲ

スペイン語基礎Ⅳ スペイン語基礎Ⅳ

韓国朝鮮語コミュニケーションⅠ 韓国朝鮮語コミュニケーションⅠ

韓国朝鮮語コミュニケーションⅡ 韓国朝鮮語コミュニケーションⅡ

スペイン語基礎Ⅰ スペイン語基礎Ⅰ

韓国朝鮮語基礎Ⅳ 韓国朝鮮語基礎Ⅳ

韓国朝鮮語講読Ⅰ 韓国朝鮮語講読Ⅰ

韓国朝鮮語講読Ⅱ 韓国朝鮮語講読Ⅱ

韓国朝鮮語基礎Ⅰ 韓国朝鮮語基礎Ⅰ

韓国朝鮮語基礎Ⅱ 韓国朝鮮語基礎Ⅱ

韓国朝鮮語基礎Ⅲ 韓国朝鮮語基礎Ⅲ

中国語作文Ⅱ 中国語作文Ⅱ

中国語コミュニケーションⅠ 中国語コミュニケーションⅠ

中国語コミュニケーションⅡ 中国語コミュニケーションⅡ

中国語講読Ⅰ 中国語講読Ⅰ

中国語講読Ⅱ 中国語講読Ⅱ

中国語作文Ⅰ 中国語作文Ⅰ

中国語基礎Ⅱ 中国語基礎Ⅱ

中国語基礎Ⅲ 中国語基礎Ⅲ

中国語基礎Ⅳ 中国語基礎Ⅳ

フランス語コミュニケーションⅠ フランス語コミュニケーションⅠ

フランス語コミュニケーションⅡ フランス語コミュニケーションⅡ

中国語基礎Ⅰ 中国語基礎Ⅰ

フランス語基礎Ⅳ フランス語基礎Ⅳ

フランス語講読Ⅰ フランス語講読Ⅰ

フランス語講読Ⅱ フランス語講読Ⅱ

フランス語基礎Ⅰ フランス語基礎Ⅰ

フランス語基礎Ⅱ フランス語基礎Ⅱ

フランス語基礎Ⅲ フランス語基礎Ⅲ

ドイツ語講読Ⅱ ドイツ語講読Ⅱ

ドイツ語コミュニケーションⅠ ドイツ語コミュニケーションⅠ

ドイツ語コミュニケーションⅡ ドイツ語コミュニケーションⅡ

ドイツ語基礎Ⅲ ドイツ語基礎Ⅲ

ドイツ語基礎Ⅳ ドイツ語基礎Ⅳ

ドイツ語講読Ⅰ ドイツ語講読Ⅰ

英語IntensiveⅡ 英語IntensiveⅡ

ドイツ語基礎Ⅰ ドイツ語基礎Ⅰ

ドイツ語基礎Ⅱ ドイツ語基礎Ⅱ

英語ListeningⅠ 英語ListeningⅠ

英語ListeningⅡ 英語ListeningⅡ

英語IntensiveⅠ 英語IntensiveⅠ

英語演習Ⅳ 英語演習Ⅳ

英語WritingⅠ 英語WritingⅠ

英語WritingⅡ 英語WritingⅡ

英語演習Ⅰ 英語演習Ⅰ

英語演習Ⅱ 英語演習Ⅱ

英語演習Ⅲ 英語演習Ⅲ

英語ReadingⅡ 英語ReadingⅡ

英語SpeakingⅠ 英語SpeakingⅠ

英語SpeakingⅡ 英語SpeakingⅡ

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅡ

英語ReadingⅠ 英語ReadingⅠ

外
国
語
科
目

英語ＧＥ　Ⅰ

外
国
語
科
目

英語ＧＥ　Ⅰ

英語ＧＥ　Ⅱ 英語ＧＥ　Ⅱ

英語ＭＬＬ　Ⅰ 英語ＭＬＬ　Ⅰ

英語ＭＬＬ　Ⅱ 英語ＭＬＬ　Ⅱ

地域交流研究Ⅱ 地域交流研究Ⅱ

地域交流研究Ⅲ 地域交流研究Ⅲ

地域交流研究Ⅳ 地域交流研究Ⅳ

ジェンダー研究Ⅲ ジェンダー研究Ⅲ

ジェンダー研究Ⅳ ジェンダー研究Ⅳ

地域交流研究Ⅰ 地域交流研究Ⅰ

学
部
共
通
科
目

教
養
科
目

ジェンダー研究Ⅱ

学
部
共
通
科
目

教
養
科
目

ジェンダー研究Ⅱ
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兼
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科
目
区
分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

1･2･3･4後 2 兼1 1･2･3･4後 2 兼1

1･2･3･4前 2 兼1 1･2･3･4前 2 兼1

1･2･3･4後 2 兼1 1･2･3･4後 2 兼1

1･2･3･4前 2 兼1 1･2･3･4前 2 兼1

1･2･3･4後 2 兼1 1･2･3･4後 2 兼1

1･2前 1 兼1 1･2前 1 兼1

1･2前 1 兼1 1･2前 1 兼1

1･2前 1 兼1 1･2前 1 兼1

1･2前 1 兼2 1･2前 1 兼2

1･2前 1 兼2 1･2前 1 兼2

1･2前 1 兼1 1･2前 1 兼1

1･2前 1 兼1 1･2前 1 兼1

1･2前 1 兼1 1･2前 1 兼1

1･2前 1 兼1 1･2前 1 兼1

1･2前 1 兼1 1･2前 1 兼1

1･2前 1 兼1 1･2前 1 兼1

1･2前 1 兼3 1･2前 1 兼3

1･2前 1 兼1 1･2前 1 兼1

1･2前 1 兼1 1･2前 1 兼1

1･2前 1 兼1 1･2前 1 兼1

1･2前 1 兼1 1･2前 1 兼1

1･2前 1 兼1 1･2前 1 兼1

1･2前 1 兼1 1･2前 1 兼1

1･2前 1 兼1 1･2前 1 兼1

1･2後 1 兼1 1･2後 1 兼1

1･2後 1 兼1 1･2後 1 兼1

1･2後 1 兼1 1･2後 1 兼1

1･2後 1 兼2 1･2後 1 兼2

1･2後 1 兼3 1･2後 1 兼2

1･2後 1 兼1 1･2後 1 兼1

1･2後 1 兼1 1･2後 1 兼2

1･2後 1 兼1 1･2後 1 兼1

1･2後 1 兼1 1･2後 1 兼1

1･2後 1 兼1 1･2後 1 兼1

1･2後 1 兼1 1･2後 1 兼1

1･2後 1 兼2 1･2後 1 兼2

1･2後 1 兼1 1･2後 1 兼1

1･2後 1 兼1 1･2後 1 兼1

1･2後 1 兼1 1･2後 1 兼1

1･2後 1 兼1 1･2後 1 兼1

1･2後 1 兼1 1･2後 1 兼1

1･2後 1 兼1 1･2後 1 兼1

1･2後 1 兼1 1･2後 1 兼1

1･2･3･4前 2 兼1 1･2･3･4前 2 兼1

1･2･3･4後 2 兼3 1･2･3･4後 2 兼3

1･2･3･4前 2 兼2 1･2･3･4前 2 兼2

1･2･3･4前 2 兼1 1･2･3･4前 2 兼1

1･2･3･4後 2 兼1 1･2･3･4後 2 兼1

1･2･3･4前 2 兼1 1･2･3･4前 2 兼1

1･2･3･4前 2 兼1 1･2･3･4前 2 兼1

1･2･3･4前後 2 兼4 1･2･3･4前後 2 兼4

1･2･3･4後 2 兼4 1･2･3･4後 2 兼5

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

3通 4 兼1 3通 4 兼1

4通 4 兼1 4通 4 兼1

1･2･3･4前後 2 兼1 1･2･3･4前後 2 兼1

1･2･3･4前後 2 兼1 1･2･3･4前後 2 兼1

1･2･3･4前後 2 兼1 1･2･3･4前後 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1SNC-International Education Ⅱ SNC-International Education Ⅱ

SNC-Advanced English Ⅷ SNC-Advanced English Ⅷ

SNC-Advanced English Ⅸ SNC-Advanced English Ⅸ

SNC-International Education Ⅰ SNC-International Education Ⅰ

SNC-Advanced English Ⅴ SNC-Advanced English Ⅴ

SNC-Advanced English Ⅵ SNC-Advanced English Ⅵ

SNC-Advanced English Ⅶ SNC-Advanced English Ⅶ

SNC-Advanced English Ⅱ SNC-Advanced English Ⅱ

SNC-Advanced English Ⅲ SNC-Advanced English Ⅲ

SNC-Advanced English Ⅳ SNC-Advanced English Ⅳ

SNC-Intermediate English Ⅷ SNC-Intermediate English Ⅷ

SNC-Intermediate English Ⅸ SNC-Intermediate English Ⅸ

SNC-Advanced English Ⅰ SNC-Advanced English Ⅰ

SNC-Intermediate English Ⅴ SNC-Intermediate English Ⅴ

SNC-Intermediate English Ⅵ SNC-Intermediate English Ⅵ

SNC-Intermediate English Ⅶ SNC-Intermediate English Ⅶ

SNC-Intermediate English Ⅱ SNC-Intermediate English Ⅱ

SNC-Intermediate English Ⅲ SNC-Intermediate English Ⅲ

SNC-Intermediate English Ⅳ SNC-Intermediate English Ⅳ

国
際
文
化
体
験

海外語学研修Ⅰ

国
際
文
化
体
験

海外語学研修Ⅰ

海外語学研修Ⅱ 海外語学研修Ⅱ

海外語学研修Ⅲ 海外語学研修Ⅲ

SNC-Intermediate English Ⅰ SNC-Intermediate English Ⅰ

教育メディアⅢ（総合） 教育メディアⅢ（総合）

情報メディア演習Ⅰ 情報メディア演習Ⅰ

情報メディア演習Ⅱ 情報メディア演習Ⅱ

情報フルエンシーⅣ（データ処理） 情報フルエンシーⅣ（データ処理）

教育メディアⅠ（教諭） 教育メディアⅠ（小中）

教育メディアⅡ（中等） 教育メディアⅡ（中等）

情報フルエンシーⅠ（データベース） 情報フルエンシーⅠ（データベース）

情報フルエンシーⅡ（プログラミング基礎） 情報フルエンシーⅡ（プログラミング基礎）

情報フルエンシーⅢ（Webリテラシー） 情報フルエンシーⅢ（Webリテラシー）

体育Ⅱ（スキー） 体育Ⅱ（スキー）

情
報

情報リテラシーⅠ（情報活用力）

情
報

情報リテラシーⅠ（情報活用力）

情報リテラシーⅡ（統計） 情報リテラシーⅡ（統計）

情報リテラシーⅢ（マルチメディア） 情報リテラシーⅢ（マルチメディア）

体育Ⅱ（水泳） 体育Ⅱ（水泳）

体育Ⅱ（キャンプ） 体育Ⅱ（キャンプ）

体育Ⅱ（スケート） 体育Ⅱ（スケート）

体育Ⅱ（フットサル） 体育Ⅱ（フットサル）

体育Ⅱ（マラソン） 体育Ⅱ（マラソン）

体育Ⅱ（ゴルフ） 体育Ⅱ（ゴルフ）

体育Ⅱ（エクササイズ・ウォーキング） 体育Ⅱ（エクササイズ・ウォーキング）

体育Ⅱ（フィットネス・トレーニング） 体育Ⅱ（フィットネス・トレーニング）

体育Ⅱ（レクリエーション） 体育Ⅱ（レクリエーション）

体育Ⅱ（サッカー） 体育Ⅱ（サッカー）

体育Ⅱ（テニス） 体育Ⅱ（テニス）

体育Ⅱ（エアロビック） 体育Ⅱ（エアロビック）

体育Ⅱ（バレーボール） 体育Ⅱ（バレーボール）

体育Ⅱ（バドミントン） 体育Ⅱ（バドミントン）

体育Ⅱ（バスケットボール） 体育Ⅱ（バスケットボール）

体育Ⅱ（柔道） 体育Ⅱ（柔道）

体育Ⅱ（ダンス） 体育Ⅱ（ダンス）

体育Ⅱ（ソフトボール） 体育Ⅱ（ソフトボール）

体育Ⅰ（キャンプ） 体育Ⅰ（キャンプ）

体育Ⅰ（スケート） 体育Ⅰ（スケート）

体育Ⅰ（スキー） 体育Ⅰ（スキー）

体育Ⅰ（マラソン） 体育Ⅰ（マラソン）

体育Ⅰ（ゴルフ） 体育Ⅰ（ゴルフ）

体育Ⅰ（水泳） 体育Ⅰ（水泳）

体育Ⅰ（フィットネス・トレーニング） 体育Ⅰ（フィットネス・トレーニング）

体育Ⅰ（レクリエーション） 体育Ⅰ（レクリエーション）

体育Ⅰ（フットサル） 体育Ⅰ（フットサル）

体育Ⅰ（テニス） 体育Ⅰ（テニス）

体育Ⅰ（エアロビック） 体育Ⅰ（エアロビック）

体育Ⅰ（エクササイズ・ウォーキング） 体育Ⅰ（エクササイズ・ウォーキング）

体育Ⅰ（バドミントン） 体育Ⅰ（バドミントン）

体育Ⅰ（バスケットボール） 体育Ⅰ（バスケットボール）

体育Ⅰ（サッカー） 体育Ⅰ（サッカー）

体
育
科
目

体育Ⅰ（柔道）

体
育
科
目

体育Ⅰ（柔道）

体育Ⅰ（ダンス） 体育Ⅰ（ダンス）

体育Ⅰ（ソフトボール） 体育Ⅰ（ソフトボール）

体育Ⅰ（バレーボール） 体育Ⅰ（バレーボール）

日本語上級演習Ⅱ 日本語上級演習Ⅱ

ビジネス日本語Ⅰ ビジネス日本語Ⅰ

ビジネス日本語Ⅱ ビジネス日本語Ⅱ

学
部
共
通
科
目

外
国
語
科
目

日本語コミュニケーションⅡ

学
部
共
通
科
目

外
国
語
科
目

日本語コミュニケーションⅡ

日本語上級演習Ⅰ 日本語上級演習Ⅰ
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配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

1･2･3･4前後 1 兼1 1･2･3･4前後 1 兼1

1･2･3･4前後 1 兼1 1･2･3･4前後 1 兼1

1･2･3･4前後 1 兼1 1･2･3･4前後 1 兼1

1･2･3･4前後 1 兼1 1･2･3･4前後 1 兼1

1･2･3･4前後 1 兼1 1･2･3･4前後 1 兼1

1･2･3･4前後 1 兼1 1･2･3･4前後 1 兼1

1･2･3･4前後 1 兼1 1･2･3･4前後 1 兼1

1･2･3･4前後 1 兼1 1･2･3･4前後 1 兼1

2･3･4後 1 兼1 2･3･4後 1 兼1

3後 1 兼1 3後 1 兼1

1前後 2 兼3 1前後 2 兼3

1前 2 兼1 1前 2 1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1･2･3前 2 兼1 1･2･3前 2 兼1

1･2･3後 2 兼1 1･2･3後 2 兼1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2

3･4前 2 1 3･4前 2 1

3･4後 2 1 3･4後 2 1

3･4前 2 1 3･4前 2

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

2･3･4前 2 兼1 2･3･4前 2 兼1

1･2前後 2 1 兼1 1･2前後 2 1 兼1

1･2前後 2 1 兼2 1･2前後 2 兼2

1･2前後 2 兼2 1･2前後 2 兼1

1･2前後 2 兼1 1･2前後 2 兼1

1･2前後 2 兼1 1･2前後 2 兼1

1･2前後 2 兼1 1･2前後 2 兼1

1･2前後 2 兼1 1･2前後 2 兼1

2･3前後 2 兼1 2･3前後 2 兼1

2･3前後 2 兼1 2･3前後 2 兼1

1･2前後 2 兼2 1･2前後 2 兼2

2･3前後 2 兼1 2･3前後 2 兼1

2･3前後 2 1 2･3前後 2 1

2･3前後 2 兼1 2･3前後 2 兼1

2･3前後 2 兼1 2･3前後 2 兼1

2･3前 2 1 2･3前 2 1

2･3後 2 1 2･3後 2 1

2･3前 2 1 2･3前 2 1

2･3後 2 1 2･3後 2 1

2･3前 2 1 2･3前 2 1

2･3後 2 1 2･3後 2 1

2･3前 2 1 2･3前 2

2･3後 2 1 2･3後 2

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

2･3後 2 兼1 2･3後 2 兼1

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

2･3後 2 1 2･3後 2 1

2･3後 2 1 2･3後 2 1

2･3後 2 兼1 2･3後 2 兼1

3･4前 2 兼1 3･4前 2 兼1

3･4後 2 兼1 3･4後 2 兼1

2･3前 2 1 2･3前 2 1

専
門
科
目

専
門
科
目

基
礎
科
目
群

人
文
社
会
科
目
群

地
域
経
営
コ
ー

ス

基
礎
科
目
群

人
文
社
会
科
目
群

災害とリスク管理 災害とリスク管理

グローバリゼーション研究 グローバリゼーション研究

地
域
経
営
コ
ー

ス

都市・農山村交流論 都市・農山村交流論

地域分析論 地域分析論

労働と格差社会 労働と格差社会

現代日本経済論 現代日本経済論

日本社会史 日本社会史

都市・地域再生論 都市・地域再生論

企業経営論Ⅱ 企業経営論Ⅱ

マクロ経済学 マクロ経済学

ミクロ経済学 ミクロ経済学

農山村と農林業再生Ⅰ 農山村と農林業再生Ⅰ

農山村と農林業再生Ⅱ 農山村と農林業再生Ⅱ

企業経営論Ⅰ 企業経営論Ⅰ

国際経済論Ⅱ 国際経済論Ⅱ

地域経済論Ⅰ 地域経済論Ⅰ

地域経済論Ⅱ 地域経済論Ⅱ

世界地誌 世界地誌

国際経済論Ⅰ 国際経済論Ⅰ

日本地誌 日本地誌

東洋史学 東洋史学

地理学 地理学

人文地理学 人文地理学

自然地理学 自然地理学

哲学 哲学

倫理学 倫理学

日本史学 日本史学

政治学

交換留学プログラム Ⅷ 交換留学プログラム Ⅷ

政治学

西洋史学 西洋史学

経済学 経済学

社会学 社会学

法律学

交換留学プログラム ⅩⅡ 交換留学プログラム ⅩⅡ

交換留学プログラム ⅩⅢ 交換留学プログラム ⅩⅢ

法律学

交換留学プログラム ⅩⅣ 交換留学プログラム ⅩⅣ

交換留学プログラム ⅩⅤ 交換留学プログラム ⅩⅤ

交換留学プログラム Ⅴ 交換留学プログラム Ⅴ

交換留学プログラム Ⅹ 交換留学プログラム Ⅹ

交換留学プログラム ⅩⅠ 交換留学プログラム ⅩⅠ

交換留学プログラム Ⅵ 交換留学プログラム Ⅵ

交換留学プログラム Ⅶ 交換留学プログラム Ⅶ

交換留学プログラム Ⅰ 交換留学プログラム Ⅰ

交換留学プログラム Ⅱ 交換留学プログラム Ⅱ

交換留学プログラム Ⅸ 交換留学プログラム Ⅸ

交換留学プログラム Ⅲ 交換留学プログラム Ⅲ

交換留学プログラム Ⅳ 交換留学プログラム Ⅳ

社会構想論Ⅰ 社会構想論Ⅰ

社会構想論Ⅱ 社会構想論Ⅱ

社会構想論Ⅲ 社会構想論Ⅲ

社会創造基礎Ⅱ 社会創造基礎Ⅱ

社会創造基礎Ⅳ 社会創造基礎Ⅳ

社会創造基礎Ⅲ 社会創造基礎Ⅲ

社会科学と現代の課題Ⅱ 社会科学と現代の課題Ⅱ

メディアとコミュニケーションⅠ メディアとコミュニケーションⅠ

社会創造基礎Ⅰ 社会創造基礎Ⅰ

メディアとコミュニケーションⅡ メディアとコミュニケーションⅡ

協働のためのコミュニケーション・スキル 協働のためのコミュニケーション・スキル

人文学と現代の課題Ⅰ 人文学と現代の課題Ⅰ

人文学と現代の課題Ⅱ 人文学と現代の課題Ⅱ

社会科学と現代の課題Ⅰ 社会科学と現代の課題Ⅰ

グローバル・フィールドワークⅡ グローバル・フィールドワークⅡ
キ

ャ

リ

ア

インターンシップⅠ キ

ャ

リ

ア

インターンシップⅠ

インターンシップⅡ インターンシップⅡ

海外文化体験Ⅰ 海外文化体験Ⅰ

海外文化体験Ⅱ 海外文化体験Ⅱ

グローバル・フィールドワークⅠ グローバル・フィールドワークⅠ

国際交流演習Ⅱ 国際交流演習Ⅱ

国際交流実習Ⅰ 国際交流実習Ⅰ

国際交流実習Ⅱ 国際交流実習Ⅱ

SNC-International Education Ⅷ SNC-International Education Ⅷ

SNC-International Education Ⅸ SNC-International Education Ⅸ

国際交流演習Ⅰ 国際交流演習Ⅰ

SNC-International Education Ⅴ SNC-International Education Ⅴ

SNC-International Education Ⅵ SNC-International Education Ⅵ

SNC-International Education Ⅶ SNC-International Education Ⅶ

学
部
共
通
科
目

国
際
文
化
体
験

SNC-International Education Ⅲ

学
部
共
通
科
目

国
際
文
化
体
験

SNC-International Education Ⅲ

SNC-International Education Ⅳ SNC-International Education Ⅳ
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兼
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科
目
区
分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

3･4後 2 1 3･4後 2 1

3･4前 2 1 3･4前 2

2･3後 2 1 2･3後 2 1

2･3前 2･3前

2･3後 2･3後

3･4前 3･4前

3･4後 3･4後

2･3前 2･3前

2･3前 2･3前

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

2･3前 2 1 2･3前 2 1

2･3前 2 1 2･3前 2 1

2･3後 2 1 2･3後 2 1

2･3前 2 1 2･3前 2 1

2･3後 2 1 2･3後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2･3･4後 2 1 2･3･4後 2 1

2･3前 2 1 2･3前 2 1

2･3後 2 1 2･3後 2 1

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

2･3前 2 1 2･3前 2 1

2･3後 2 兼1 2･3後 2 兼1

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

2･3後 2 兼1 2･3後 2 兼1

2･3前 2 1 2･3前 2 1

2･3前 2･3前

2･3後 2･3後

2･3後 2･3後

2･3前 2･3前

2･3前 2･3前

3･4後 2 1 3･4後 2 1

2･3前 2･3前

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 1

2･3･4前 2 1 2･3･4前 2 1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3･4前 2 1 2･3･4前 2 1

2･3･4後 2 兼1 2･3･4後 2 兼1

2･3前 2･3前

3･4前 2 兼1 3･4前 2 兼1

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

3後 2 兼1 3後 2 兼1

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

2･3前 2 2･3前 2

2･3前 2 1 2･3前 2 1

2･3前 2 1 2･3前 2

2･3後 2 1 2･3後 2

2･3前 2 1 2･3前 2 1

2･3後 2 1 2･3後 2 1

2･3前 2 1 2･3前 2 1

2･3後 2 1 2･3後 2 1

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

2･3後 2 1 2･3後 2 1

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

2･3後 2 兼1 2･3後 2 兼1

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

2･3後 2 兼1 2･3後 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

3･4後 2 兼1 3･4後 2 兼1

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

2･3後 2 1 2･3後 2 1

2･3前 2･3前

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

2･3後 2 1 2･3後 2 1

2･3前 2･3前

2･3前 2･3前

3･4前 2 兼1 3･4前 2 兼1

3･4後 2 兼1 3･4後 2 兼1

2･3前 2 1 2･3前 2 1

2･3前 2 1 2･3前 2 1

2･3後 2 1 2･3後 2 1

2･3前 2 1 2･3前 2 1

2･3後 2 兼1 2･3後 2 兼1

2･3前 2 1 兼1 2･3前 2 1 兼1

専
門
科
目

専
門
科
目

環境教育概論Ⅱ

環境経済学

社会科教育学Ⅰ

環境社会学Ⅱ

国際法（比文・同時開講）

教育と法

教
育
文
化
コ
ー

ス

地
域
経
営
コ
ー

ス

教
育
文
化
コ
ー

ス

社会科教育学Ⅰ

社会科教育学Ⅱ 社会科教育学Ⅱ

環境教育概論Ⅱ

生涯学習論Ⅰ 生涯学習論Ⅰ

環境教育概論Ⅰ

環境教育概論Ⅰ（同時開講）

環境教育概論Ⅰ

NGO/NPO論（同時開講） NGO/NPO論（同時開講）

社会的企業と環境ビジネス 社会的企業と環境ビジネス

地域協働論 地域協働論

特別講義（環境社会） 特別講義（環境社会）

地域資源管理論

環境経済学

企業活動と環境 企業活動と環境

開発と地球環境（比文・同時開講） 開発と地球環境（比文・同時開講）

景観形成論 景観形成論

ユニバーサルデザイン ユニバーサルデザイン

環境倫理 環境倫理

環境政策 環境政策

環境教育概論Ⅰ（同時開講）

環境保全と自然再生 環境保全と自然再生

自然環境調査 自然環境調査

地域資源管理論

都市環境設計論Ⅰ

都市環境設計論Ⅱ 都市環境設計論Ⅱ

社会福祉学Ⅰ 社会福祉学Ⅰ

社会福祉学Ⅱ 社会福祉学Ⅱ

環境法Ⅰ 環境法Ⅰ

環境法Ⅱ 環境法Ⅱ

環
境
社
会
コ
ー

ス

地域社会論Ⅰ 地域社会論Ⅰ

環境科学概論 環境科学概論

都市環境設計論Ⅰ

国際法（比文・同時開講）

グローバリゼーション研究（同時開講） グローバリゼーション研究（同時開講）

地域社会論Ⅱ 地域社会論Ⅱ

特別講義（公共政策） 特別講義（公共政策）

環境社会学Ⅰ 環境社会学Ⅰ

環境社会学Ⅱ

教育と法

社会法Ⅰ（労働法) 社会法Ⅰ（労働法)

社会法Ⅱ（社会保障法） 社会法Ⅱ（社会保障法）

行政法 行政法

環境法Ⅰ（同時開講） 環境法Ⅰ（同時開講）

地方自治法 地方自治法

民法Ⅲ（契約と不法行為) 民法Ⅲ（契約と不法行為)

民法Ⅳ（家族法） 民法Ⅳ（家族法）

刑法Ⅱ（各論） 刑法Ⅱ（各論）

刑法Ⅰ（総論） 刑法Ⅰ（総論）

公共政策特論 公共政策特論

開発と地球環境（比文・同時開講） 開発と地球環境（比文・同時開講）

民法Ⅰ（総則・物権） 民法Ⅰ（総則・物権）

ミクロ経済学（同時開講） ミクロ経済学（同時開講）

民法Ⅱ（債権総論） 民法Ⅱ（債権総論）

環境政策（同時開講） 環境政策（同時開講）

社会福祉学Ⅰ（同時開講） 社会福祉学Ⅰ（同時開講）

都市環境設計論Ⅰ（同時開講） 都市環境設計論Ⅰ（同時開講）

財政学Ⅱ（地方財政） 財政学Ⅱ（地方財政）

NGO/NPO論 NGO/NPO論

マクロ経済学（同時開講） マクロ経済学（同時開講）

現代日本政治

行政学Ⅰ 行政学Ⅰ

行政学Ⅱ 行政学Ⅱ

財政学Ⅰ（国家財政） 財政学Ⅰ（国家財政）

自治体経営論Ⅱ 自治体経営論Ⅱ

憲法Ⅰ 憲法Ⅰ

憲法Ⅱ 憲法Ⅱ

公
共
政
策
コ
ー

ス

国際政治学Ⅱ 国際政治学Ⅱ

現代日本政治

特別講義（地域経営） 特別講義（地域経営）

国際政治学Ⅰ 国際政治学Ⅰ

公共政策論Ⅰ 公共政策論Ⅰ

公共政策論Ⅱ 公共政策論Ⅱ

自治体経営論Ⅰ 自治体経営論Ⅰ

環境経済学（同時開講） 環境経済学（同時開講）

国際政治学Ⅰ（同時開講） 国際政治学Ⅰ（同時開講）

開発と地球環境（比文・同時開講） 開発と地球環境（比文・同時開講）

地
域
経
営
コ
ー

ス

企業活動と環境（同時開講） 企業活動と環境（同時開講）

社会的企業と環境ビジネス（同時開講） 社会的企業と環境ビジネス（同時開講）

地域資源管理論（同時開講） 地域資源管理論（同時開講）

コミュニティビジネス論 コミュニティビジネス論

社会起業論 社会起業論

NGO/NPO論（同時開講） NGO/NPO論（同時開講）

グローバルビジネス論 グローバルビジネス論

公
共
政
策
コ
ー

ス

環
境
社
会
コ
ー

ス

50



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

兼
任
・
兼
担

兼
任
・
兼
担

科
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区
分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

2･3後 2 1 兼1 2･3後 2 1 兼1

2･3前 2 1 2･3前 2 1

2･3後 2 1 2･3後 2 1

2･3後 2 兼1 2･3後 2 兼1

2･3前 2 1 2･3前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

3･4前 2 1 3･4前 2 1

3･4後 2 兼1 3･4後 2 兼1

3･4前 2 兼1 3･4前 2 兼1

2･3後 2 1 2･3後 2 1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

2･3後 2 兼1 2･3後 2 兼1

2･3後 2 兼1 2･3後 2 兼1

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

3･4前 2 兼1 3･4前 2 兼1

3･4後 2 兼1 3･4後 2 兼1

2･3後 2 兼1 2･3後 2 兼1

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

2･3後 2 兼1 2･3後 2 兼1

2･3前 2･3前

3･4前 3･4前

2･3前 2･3前

2･3前 2･3前

2･3前 2･3前

3･4前 2 兼1 3･4前 2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2･3前 2 1 2･3前 2 1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2

1後 2 兼1 1後 2

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1前 2 1 1前 2 兼1

1後 2 1 1後 2 1

2前 1 1 1 2前 1 1

2後 1 2 2後 1 2

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

2･3前 2 兼1 2･3前 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

3通 2 1 兼2 3通 2 1 兼2

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 2 1 3前 2

3後 2 1 3後 2

専
門
科
目

教
育
文
化
コ
ー

ス

演習（企業経営論）Ⅱ

演習（農山村再生論）Ⅲ

共
通
科
目

実
践
科
目
群

共
通
科
目

実
践
科
目
群

実
践
科
目
群

専
門
科
目

（

演
習
科
目
群
）

地
域
経
営
コ
ー

ス

教
育
文
化
コ
ー

ス

（

演
習
科
目
群
）

地
域
経
営
コ
ー

ス

演習（企業経営論）Ⅱ

演習（農山村再生論）Ⅲ

演習（農山村再生論）Ⅳ 演習（農山村再生論）Ⅳ

演習（企業経営論）Ⅰ 演習（企業経営論）Ⅰ

演習（地域経済論）Ⅳ 演習（地域経済論）Ⅳ

演習（農山村再生論）Ⅰ 演習（農山村再生論）Ⅰ

演習（農山村再生論）Ⅱ 演習（農山村再生論）Ⅱ

演習（地域経済論）Ⅰ 演習（地域経済論）Ⅰ

演習（地域経済論）Ⅱ 演習（地域経済論）Ⅱ

演習（地域経済論）Ⅲ 演習（地域経済論）Ⅲ

演習（国際経済論）Ⅱ 演習（国際経済論）Ⅱ

演習（国際経済論）Ⅲ 演習（国際経済論）Ⅲ

演習（国際経済論）Ⅳ 演習（国際経済論）Ⅳ

質的調査法 質的調査法

社会調査実習 社会調査実習

演習（国際経済論）Ⅰ 演習（国際経済論）Ⅰ

実
践
科
目
群

資料・データ分析 資料・データ分析

社会統計学 社会統計学

多変量解析 多変量解析

基礎実習Ⅳ 基礎実習Ⅳ

社会調査入門 社会調査入門

社会調査法 社会調査法

基礎実習Ⅰ 基礎実習Ⅰ

基礎実習Ⅱ 基礎実習Ⅱ

基礎実習Ⅲ 基礎実習Ⅲ

プロジェクト研究Ⅱ プロジェクト研究Ⅱ

プロジェクト研究Ⅲ プロジェクト研究Ⅲ

プロジェクト研究Ⅳ プロジェクト研究Ⅳ

フィールドワークⅢ フィールドワークⅢ

フィールドワークⅣ フィールドワークⅣ

プロジェクト研究Ⅰ プロジェクト研究Ⅰ

ワークショップ演習Ⅵ ワークショップ演習Ⅵ

フィールドワークⅠ フィールドワークⅠ

フィールドワークⅡ フィールドワークⅡ

ワークショップ演習Ⅱ ワークショップ演習Ⅱ

ワークショップ演習Ⅳ ワークショップ演習Ⅳ

ワークショップ演習Ⅴ ワークショップ演習Ⅴ

Reflection and Assessment Reflection and Assessment

Integrated Learning & Teaching Integrated Learning & Teaching

ワークショップ演習Ⅰ ワークショップ演習Ⅰ

オリエント史（国際・同時開講） オリエント史（国際・同時開講）

東西文化交流史（国際・同時開講） 東西文化交流史（国際・同時開講）

ワークショップ演習Ⅲ ワークショップ演習Ⅲ

Introduction to IB Education Introduction to IB Education

Approaches to teaching and learning Approaches to teaching and learning

法と社会（国際・同時開講） 法と社会（国際・同時開講）

アメリカ合衆国史Ⅰ（to 1877）（国際・同時開講） アメリカ合衆国史Ⅰ（to 1877）（未開講）

アメリカ合衆国史Ⅱ（Since 1877）（国際・同時開講） アメリカ合衆国史Ⅱ（Since 1877）（未開講）

国際市民社会論（比文・同時開講） 国際市民社会論（比文・同時開講）

歴史文化論（比文・同時開講） 歴史文化論（比文・同時開講）

特別講義（教育文化） 特別講義（教育文化）

行政学Ⅰ（同時開講） 行政学Ⅰ（同時開講）

自治体経営論Ⅰ（同時開講） 自治体経営論Ⅰ（同時開講）

地域社会論Ⅰ（同時開講） 地域社会論Ⅰ（同時開講）

応用倫理学 応用倫理学

NGO/NPO論（同時開講） NGO/NPO論（同時開講）

教育と法（同時開講） 教育と法（同時開講）

考古学Ⅱ 考古学Ⅱ

民俗学 民俗学

現代哲学思想 現代哲学思想

歴史におけるジェンダー 歴史におけるジェンダー

現代文化の社会学 現代文化の社会学

考古学Ⅰ 考古学Ⅰ

現代社会とジェンダー 現代社会とジェンダー

労働とジェンダー 労働とジェンダー

家族とジェンダー 家族とジェンダー

環境教育実習 環境教育実習

市民社会論 市民社会論

博物館概論 博物館概論

ワークショップ論 ワークショップ論

社会教育計画Ⅰ 社会教育計画Ⅰ

社会体育学 社会体育学

社会教育計画Ⅱ 社会教育計画Ⅱ

生涯学習論Ⅱ

地域史Ⅰ 地域史Ⅰ

地域史Ⅱ 地域史Ⅱ

子どもと現代社会 子どもと現代社会

現代青年論 現代青年論

生涯学習論Ⅱ
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科
目
区
分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

4前 2 1 4前 2

4後 2 1 4後 2

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 2 1 3前 2

3後 2 1 3後 2

4前 2 1 4前 2

4後 2 1 4後 2

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

4通 6 9 3 4 4通 6 8 2 4

意義 2後 2 兼1 意義 2後 2 兼1

1前後 2 兼2 1前後 2 兼1

3･4前 2 兼1 3･4前 2 兼1

2前後 2 兼1 2前後 2 兼2

2前後 2 兼2 2前後 2 兼2

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2前後 2 兼1 2前後 2 兼1

2前 2 1 兼1 2前 2 1 兼1

2後 2 1 兼1 2後 2 1 兼1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

3後 2 兼1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前後 2 兼1 3前後 2 兼2

3前後 2 兼1 3前後 2 兼1

3前後 2 兼1 2前後 2 兼1

3･4前後 2 兼1 3･4前後 2 兼1

3通 5 兼1 3通 5 兼1

4通 3 兼1 4通 3 兼1

4通 3 兼1 4通 3 兼1

4後 2 1 兼2 4後 2 1 兼2

4後 2 1 4後 2 3

2通 1 兼1 2通 1 兼1

3通 2 兼3 3通 2 兼3
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論
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法
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実
習
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実
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演
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ス

（

演
習
科
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群
）

環
境
社
会
コ
ー

ス

指

導

相

談

実
習

教

職

実

践

（

演
習
科
目
群
）

教
育
文
化
コ
ー

ス

教

科

又

は

教

職

教
職
に
関
す
る
科
目

総合学習・特別活動の指導法（中等）

教育方法論（中等）　

演習（地域史）Ⅲ

演習（生涯学習論）Ⅲ

演習（都市環境設計論）Ⅳ

演習（都市環境設計論）Ⅰ

卒業論文

専
門
科
目

教職実践演習（教育フィールド研究Ⅳ・中等） 教職実践演習（教育フィールド研究Ⅳ・中等）

教職実践演習（学校教育研究・中等）

教育フィールド研究Ⅲ 教育フィールド研究Ⅲ

教

科

又

は

教

職

教職実践演習（学校教育研究・中等）

介護等体験実習 介護等体験実習

中等教育実習（事前・事後指導1単位を含む） 中等教育実習（事前・事後指導1単位を含む）

中等教育実習（事前・事後指導1単位を含む） 中学教育実習（事前・事後指導1単位を含む）

高校教育実習(事前・事後指導1単位を含む) 高校教育実習(事前・事後指導1単位を含む)

教
職
に
関
す
る
科
目

総合学習・特別活動の指導法（中等）

生活指導論（中等） 生徒・進路指導論（中等）

学校相談心理学 学校相談心理学

公民科教育法Ⅰ 公民科教育法Ⅰ

公民科教育法Ⅱ 公民科教育法Ⅱ

道徳の指導法（中等） 道徳の指導法（中等）

社会科教育法Ⅲ 社会科教育法Ⅲ

社会科教育法Ⅳ 社会科教育法Ⅳ

地理歴史科教育法Ⅰ 地理歴史科教育法Ⅰ

地理歴史科教育法Ⅱ 地理歴史科教育法Ⅱ

教
育
課
程
及
び
指
導
法

教育方法論（中等）　

社会科教育法Ⅰ 社会科教育法Ⅰ

社会科教育法Ⅱ 社会科教育法Ⅱ

教育心理学（共通開設） 教育心理学（共通開設）

障害児の心理と教育（共通開設） 障害児の心理と教育（共通開設）

教育課程論（中等） 教育課程論（中等）

教職入門（共通開設） 教職入門（共通開設）

教育原理（共通開設） 教育原理（共通開設）

教育関係法規（共通開設） 教育関係法規（共通開設）
基
礎
理
論

卒業論文

演習（社会科教育）Ⅳ 演習（社会科教育）Ⅳ

演習（地域史）Ⅰ 演習（地域史）Ⅰ

演習（地域史）Ⅱ

（

演
習
科
目
群
）

教
育
文
化
コ
ー

ス

演習（生涯学習論）Ⅲ

演習（地域史）Ⅱ

演習（社会科教育）Ⅰ

演習（社会科教育）Ⅲ

専
門
科
目

演習（環境教育）Ⅳ

演習（地域史）Ⅲ

演習（地域史）Ⅳ 演習（地域史）Ⅳ

演習（生涯学習論）Ⅰ 演習（生涯学習論）Ⅰ

演習（生涯学習論）Ⅱ 演習（生涯学習論）Ⅱ

演習（社会科教育）Ⅰ

演習（社会科教育）Ⅱ 演習（社会科教育）Ⅱ

演習（社会科教育）Ⅲ

演習（都市環境設計論）Ⅳ

演習（環境教育）Ⅰ 演習（環境教育）Ⅰ

演習（生涯学習論）Ⅳ 演習（生涯学習論）Ⅳ

演習（環境教育）Ⅱ 演習（環境教育）Ⅱ

演習（環境教育）Ⅲ 演習（環境教育）Ⅲ

演習（環境教育）Ⅳ

演習（都市環境設計論）Ⅰ

演習（都市環境設計論）Ⅱ 演習（都市環境設計論）Ⅱ

演習（都市環境設計論）Ⅲ 演習（都市環境設計論）Ⅲ

（

演
習
科
目
群
）

環
境
社
会
コ
ー

ス

演習（地域社会論）Ⅱ 演習（地域社会論）Ⅱ

演習（地域社会論）Ⅲ 演習（地域社会論）Ⅲ

演習（地域社会論）Ⅳ 演習（地域社会論）Ⅳ

演習（環境法）Ⅲ 演習（環境法）Ⅲ

演習（環境法）Ⅳ 演習（環境法）Ⅳ

演習（地域社会論）Ⅰ 演習（地域社会論）Ⅰ

演習（環境社会学）Ⅲ 演習（環境社会学）Ⅲ

演習（環境社会学）Ⅳ 演習（環境社会学）Ⅳ

演習（環境法）Ⅱ 演習（環境法）Ⅱ

演習（環境法）Ⅰ 演習（環境法）Ⅰ

演習（国際政治学）Ⅲ 演習（国際政治学）Ⅲ

演習（国際政治学）Ⅳ 演習（国際政治学）Ⅳ

演習（環境社会学）Ⅰ 演習（環境社会学）Ⅰ

演習（環境社会学）Ⅱ 演習（環境社会学）Ⅱ

演習（憲法）Ⅳ 演習（憲法）Ⅳ

演習（国際政治学）Ⅰ 演習（国際政治学）Ⅰ

演習（国際政治学）Ⅱ 演習（国際政治学）Ⅱ

（

演
習
科
目
群
）

公
共
政
策
コ
ー

ス

演習（憲法）Ⅰ 演習（憲法）Ⅰ

演習（憲法）Ⅱ 演習（憲法）Ⅱ

演習（憲法）Ⅲ 演習（憲法）Ⅲ

演習（自治体経営論）Ⅱ 演習（自治体経営論）Ⅱ

演習（自治体経営論）Ⅲ 演習（自治体経営論）Ⅲ

演習（自治体経営論）Ⅳ 演習（自治体経営論）Ⅳ

演習（公共政策論）Ⅱ 演習（公共政策論）Ⅱ

演習（公共政策論）Ⅲ 演習（公共政策論）Ⅲ

演習（公共政策論）Ⅳ 演習（公共政策論）Ⅳ

演習（自治体経営論）Ⅰ 演習（自治体経営論）Ⅰ

演習（企業経営論）Ⅲ 演習（企業経営論）Ⅲ

演習（企業経営論）Ⅳ 演習（企業経営論）Ⅳ

演習（公共政策論）Ⅰ 演習（公共政策論）Ⅰ
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講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

兼
任
・
兼
担

兼
任
・
兼
担

科
目
区
分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

（注）・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と平成３０年度の表を記入してください。
　　　・　不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度及び平成２８年度、
　　　　平成３０年度開設であれば平成２７年度から平成２９年度）の表は適宜削除し，詰めてください。
　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）
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【平成３０年度】

（注）・  変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。
　　　　変更がない年度は「特になし。」と記入してください。
　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。
　　　・　不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度及び平成２８年度、
　　　　平成３０年度開設であれば平成２７年度から平成２９年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　 　　　　

　　　　 　　　　

教職課程認定に伴う変更
・授業科目の名称を「教育メディアⅠ（教諭）」から「教育メディアⅠ（小中）」に変更。
・「教育原理」の専任教員等の配置を「兼2」から「兼1」に変更。
・「教育心理学」の専任教員等の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・「地理歴史科教育法Ⅱ」の専任教員等の配置を「兼1」から「教授1」に変更。
・「道徳の指導法（中等）」の専任教員等の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・授業科目の名称を「生活指導論（中等）」から「生徒・進路指導論（中等）」に変更し、配当年次を「3前後」から「2前後」に変更。
・授業科目の名称を「中等教育実習（事前・事後指導1単位を含む）」から「中学教育実習（事前・事後指導1単位を含む）」に変更。

所属学部等の都合による変更
・「アカデミック・スキルズ」の専任教員等の配置を「教授2・准教授1・兼6」から「教授3・講師1・兼4」に変更。
・「現代の課題Ⅹ」の専任教員等の配置を「教授1」から「教授1・兼3」に変更。
・「英語ＧＥ　Ⅰ」及び「英語ＧＥ　Ⅱ」の専任教員等の配置を「兼8」から「兼10」に変更。
・「英語演習Ⅰ」「英語演習Ⅱ」「英語演習Ⅲ」「英語演習Ⅳ」の専任教員等の配置を「兼2」から「兼1」に変更。
・「中国語コミュニケーションⅠ」及び「中国語コミュニケーションⅡ」の専任教員等の配置を「兼2」から「兼3」に変更。
・「体育Ⅱ（バドミントン）」の専任教員等の配置を「兼3」から「兼2」に変更。
・「体育Ⅱ（サッカー）」の専任教員等の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・「体育Ⅱ（レクリエーション）」の専任教員等の配置を「兼2」から「兼3」に変更。
・「教育メディアⅡ（中等）」の専任教員等の配置を「兼4」から「兼5」に変更。
・「人文学と現代の課題Ⅰ」の専任教員等の配置を「兼1」から「教授1」に変更。
・「社会科学と現代の課題Ⅱ」の専任教員等の配置を「講師1」から「教授1」に変更。
・「社会創造基礎Ⅰ」の専任教員等の配置を「講師1」から「教授1」に変更。
・「社会創造基礎Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授1」から「教授1・講師1」に変更。
・「法律学」の専任教員等の配置を「講師1・兼2」から「兼2」に変更。
・「経済学」の専任教員等の配置を「兼2」から「兼1」に変更。
・「民法Ⅱ（債権総論）」の専任教員等の配置を「兼1」から「講師1」に変更。
・「アメリカ合衆国史Ⅰ（to 1877）」「アメリカ合衆国史Ⅱ（Since 1877）」の専任教員等の配置を「兼1」から「兼0」に変更。
・「ワークショップ演習Ⅰ」の専任教員等の配置を「兼1」から「准教授1」に変更。

専任教員退職による変更
・「社会創造基礎Ⅳ」「企業経営論Ⅰ」「企業経営論Ⅱ」「コミュニティビジネス論」「演習（企業経営論）Ⅰ」「演習（企業経営論）
Ⅱ」「演習（企業経営論）Ⅲ」「演習（企業経営論）Ⅳ」の専任教員等の配置を「准教授1」から「准教授0」に変更。
・「社会構想論Ⅲ」「環境社会学Ⅰ」「環境社会学Ⅱ」「演習（環境社会学）Ⅰ」「演習（環境社会学）Ⅱ」「演習（環境社会学）Ⅲ」
「演習（環境社会学））Ⅳ」の専任教員等の配置を「教授1」から「教授0」に変更。
「フィールドワークⅠ」の専任教員等の配置を「教授1・講師1」から「講師1」に変更。
・「卒業論文」の専任教員等の配置を「教授9・准教授3・講師4・兼0」から「教授8・准教授2・講師4・兼0」に変更。

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ） 必修 選択 自由 計

10 478 26 514 10 478 26 514

[　　　　] [　　] [　　　　] [　　　　]
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ アメリカ合衆国史Ⅰ（to 1877） 2 1 専門 選択

２ アメリカ合衆国史Ⅱ（Since 1877） 2 1 専門 選択

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

2

514

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

担当教員退職のため

担当教員退職のため

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。
　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（４） 廃止科目

廃止の理由，代替措置の有無

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

担当教員退職のため未開講となる「アメリカ合衆国史Ⅰ（to 1877）」及び「アメリカ合衆国史Ⅱ
（Since 1877）」については、選択科目なので学生の履修等にはほとんど影響がないと思われる。ま
た、学生への周知は学内サイトに掲載して周知する。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

　　　　留意してください。

　　　　「学生への周知方法」を記入してください。

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0.38
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備考

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地 60,121㎡ 　　0 ㎡ 　　0 ㎡ 60,121㎡

運動場用地 20,077㎡ 　　0 ㎡ 　　0 ㎡ 20,077㎡

小　　　計 80,198㎡ 　　0 ㎡ 　　0 ㎡ 80,198㎡

そ　の　他 4,934㎡ 　　0 ㎡ 　　0 ㎡ 4,934㎡

合　　　計 85,132㎡ 　　0 ㎡ 　　0 ㎡ 85,132㎡

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

30,994㎡ 　　0 ㎡ 　　0 ㎡ 30,994㎡

（　30,994　㎡） （　　　　　0 ㎡） （　　　　　0 ㎡） （　30,994　㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

45室 24室 28室
3室 2室

（補助職員　3人） （補助職員　1人）

(４) 専任教員研究室

新設学部等の名称 室　　　　　　数
学部から学科の室数に変
更（30）

教養学部　地域社会学科
14
52

室

視聴覚資料

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕 点

計
412,378〔61,856〕 4,830〔245〕

機械・器具 標　　本
(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌

点 点

教養学部
412,378〔61,856〕 4,830〔245〕 16,158〔16,158〕　 17,410

（PC300点、
ﾌﾟﾘﾝﾀｰ等30点） 学部単位での特定不能な

ため，大学全体の数
（372,378〔48,409〕） （4,810〔240〕） （16,058〔16,058〕）　 （16,210）

（PC247点、
ﾌﾟﾘﾝﾀｰ等22点） （　　　　）

16,158〔16,158〕　 17,410
（PC300点、

ﾌﾟﾘﾝﾀｰ等30点）

（372,378〔48,409〕） （4,810〔240〕） （16,058〔16,058〕）　 （16,210）
（PC247点、

ﾌﾟﾘﾝﾀｰ等22点） （　　　　）

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

4,539.87㎡ 　677席 460,000冊

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

1,738.56㎡ 弓道場、テニスコート

経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分 開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 千円 千円 図書購入費 千円 千円 千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 千円 千円 設備購入費 千円 千円 千円

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

899千円 520.8千円 520.8千円 520.8千円 － －

学生納付金以外の維持方法の概要 運営費交付金、その他収入をもって維持運営する。

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成３０年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，

　　　　その理由及び報告年度「（30）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

文学部

　初等教育学科 4 - 若干名 - 学士
（教育学）

- 昭和35年度
平成30年より学
生募集停止

　国文学科 4 120 - 480 学士
（文学）

1.17 昭和35年度

　英文学科 4 120 - 480 学士
（文学）

1.15 昭和38年度

　社会学科 4 - 若干名 - 学士
（社会学）

- 昭和62年度
平成30年より学
生募集停止

　比較文化学科 4 120 - 480
学士
（比較文

化）

1.13 平成5年度

　国際教育学科　 4 40 - 160 学士
（国際教育学）

1.18 平成29年度

教養学部

　学校教育学科 4 180 - 720 学士
（教育学）

1.16 平成30年度

　地域社会学科 4 150 - 600 学士
（社会学）

1.14 平成30年度

文学研究科

　国文学専攻 2 5 - 10 修士
（文学）

0.60 平成7年度

　社会学地域社会研究専攻 2 5 - 10 修士
（社会学）

0.50 平成7年度

　英語英米文学専攻 2 5 - 10 修士
（文学）

0.60 平成10年度

　比較文化専攻 2 5 - 10
修士
（比較文

化）

0.00 平成12年度

　臨床教育実践学専攻 2 5 - 10 修士
（教育学）

0.20 平成15年度

４　ＡＣ対象学部等を含む大学等の状況

都　留　文　科　大　学

山梨県都留市
田原三丁目
8番1号

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成３０年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

      ・ＡＣ対象学部等については、必ず記入するとともに、下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，
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【認可時又は届出時】 【平成３０年度】

アカデミック・スキルズ アカデミック・スキルズ

社会科学と現代の課題Ⅰ

企業活動と環境 企業活動と環境

公共政策論Ⅰ 公共政策論Ⅰ

公共政策論Ⅱ 公共政策論Ⅱ

行政学Ⅰ 行政学Ⅰ

基礎実習Ⅱ 基礎実習Ⅱ

演習（公共政策論）Ⅰ 演習（公共政策論）Ⅰ

演習（公共政策論）Ⅱ 演習（公共政策論）Ⅱ

演習（公共政策論）Ⅲ 演習（公共政策論）Ⅲ

演習（公共政策論）Ⅳ 演習（公共政策論）Ⅳ

卒業論文 卒業論文

アカデミック・スキルズ アカデミック・スキルズ

社会科学と現代の課題Ⅱ

社会創造基礎Ⅲ 社会創造基礎Ⅲ

行政法 行政法

憲法Ⅰ 憲法Ⅰ

憲法Ⅱ 憲法Ⅱ

基礎実習Ⅲ 基礎実習Ⅲ

演習（憲法）Ⅰ 演習（憲法）Ⅰ

演習（憲法）Ⅱ 演習（憲法）Ⅱ

演習（憲法）Ⅲ 演習（憲法）Ⅲ

演習（憲法）Ⅳ 演習（憲法）Ⅳ

卒業論文 卒業論文

現代の課題Ⅹ 現代の課題Ⅹ

環境教育概論Ⅰ 環境教育概論Ⅰ

ワークショップ論 ワークショップ論

プロジェクト研究Ⅲ プロジェクト研究Ⅲ

環境教育実習 環境教育実習

演習（環境教育）Ⅰ 演習（環境教育）Ⅰ

演習（環境教育）Ⅱ 演習（環境教育）Ⅱ

演習（環境教育）Ⅲ 演習（環境教育）Ⅲ

演習（環境教育）Ⅳ 演習（環境教育）Ⅳ

教職実践演習（教育フィールド研究Ⅳ・中等） 教職実践演習（教育フィールド研究Ⅳ・中等）

教職実践演習（学校教育研究・中等） 教職実践演習（学校教育研究・中等）

卒業論文 卒業論文

社会構想論Ⅱ 社会構想論Ⅱ

都市環境設計論Ⅱ 都市環境設計論Ⅱ

ユニバーサルデザイン ユニバーサルデザイン

特別講義（環境社会） 特別講義（環境社会）

フィールドワークⅢ フィールドワークⅢ

演習（都市環境設計論）Ⅰ 演習（都市環境設計論）Ⅰ

演習（都市環境設計論）Ⅱ 演習（都市環境設計論）Ⅱ

演習（都市環境設計論）Ⅲ 演習（都市環境設計論）Ⅲ

演習（都市環境設計論）Ⅳ 演習（都市環境設計論）Ⅳ

卒業論文 卒業論文

社会科学と現代の課題Ⅰ

社会構想論Ⅲ

環境社会学Ⅰ

環境社会学Ⅱ

フィールドワークⅠ

演習（環境社会学）Ⅰ

演習（環境社会学）Ⅱ

演習（環境社会学）Ⅲ

演習（環境社会学）Ⅳ

卒業論文

社会創造基礎Ⅱ

地域社会論Ⅰ 地域社会論Ⅰ

地域社会論Ⅱ 地域社会論Ⅱ

フィールドワークⅡ フィールドワークⅡ

社会調査実習 社会調査実習

演習（地域社会論）Ⅰ 演習（地域社会論）Ⅰ

５　教員組織の状況

＜教養学部　地域社会学科＞

（１）－① 担当教員表

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

専 教授

高橋　洋
（48）

＜平成30年4月＞

専 教授

高橋　洋
（49）

＜平成30年4月＞

専 教授

樋口　雄人
（49）

＜平成30年4月＞

専 教授

樋口　雄人
（50）

＜平成30年4月＞

専 教授

高田　研
（64）

＜平成30年4月＞

専 教授

高田　研
（65）

＜平成30年4月＞

専 教授

前田　昭彦
（56）

＜平成30年4月＞

専 教授

前田　昭彦
（57）

＜平成30年4月＞

専 教授

平林　祐子
（53）

＜平成30年4月＞

専 教授

田中　里美
（52）

＜平成30年4月＞

専 教授

田中　里美
（53）

＜平成30年4月＞
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

演習（地域社会論）Ⅱ 演習（地域社会論）Ⅱ

演習（地域社会論）Ⅲ 演習（地域社会論）Ⅲ

演習（地域社会論）Ⅳ 演習（地域社会論）Ⅳ

卒業論文 卒業論文

社会創造基礎Ⅰ

社会科教育学Ⅰ 社会科教育学Ⅰ

社会科教育学Ⅱ 社会科教育学Ⅱ

プロジェクト研究Ⅱ プロジェクト研究Ⅱ

演習（社会科教育）Ⅰ 演習（社会科教育）Ⅰ

演習（社会科教育）Ⅱ 演習（社会科教育）Ⅱ

演習（社会科教育）Ⅲ 演習（社会科教育）Ⅲ

演習（社会科教育）Ⅳ 演習（社会科教育）Ⅳ

卒業論文 卒業論文

社会科教育法Ⅰ 社会科教育法Ⅰ

社会科教育法Ⅱ 社会科教育法Ⅱ

公民科教育法Ⅰ 公民科教育法Ⅰ

公民科教育法Ⅱ 公民科教育法Ⅱ

アカデミック・スキルズ

地域史Ⅰ 地域史Ⅰ

地域史Ⅱ 地域史Ⅱ

特別講義（教育文化） 特別講義（教育文化）

フィールドワークⅡ フィールドワークⅡ

演習（地域史）Ⅰ 演習（地域史）Ⅰ

演習（地域史）Ⅱ 演習（地域史）Ⅱ

演習（地域史）Ⅲ 演習（地域史）Ⅲ

演習（地域史）Ⅳ 演習（地域史）Ⅳ

卒業論文 卒業論文

社会科教育法Ⅲ 社会科教育法Ⅲ

社会科教育法Ⅳ 社会科教育法Ⅳ

地理歴史科教育法Ⅱ

社会創造基礎Ⅱ

国際経済論Ⅰ 国際経済論Ⅰ

国際経済論Ⅱ 国際経済論Ⅱ

グローバルビジネス論 グローバルビジネス論

社会起業論 社会起業論

現代青年論 現代青年論

プロジェクト研究Ⅳ プロジェクト研究Ⅳ

演習（国際経済論）Ⅰ 演習（国際経済論）Ⅰ

演習（国際経済論）Ⅱ 演習（国際経済論）Ⅱ

演習（国際経済論）Ⅲ 演習（国際経済論）Ⅲ

演習（国際経済論）Ⅳ 演習（国際経済論）Ⅳ

卒業論文 卒業論文

アカデミック・スキルズ

社会創造基礎Ⅳ

企業経営論Ⅰ

企業経営論Ⅱ

コミュニティビジネス論

ワークショップ演習Ⅴ

演習（企業経営論）Ⅰ

演習（企業経営論）Ⅱ

演習（企業経営論）Ⅲ

演習（企業経営論）Ⅳ

卒業論文

人文地理学 人文地理学

地域経済論Ⅰ 地域経済論Ⅰ

地域経済論Ⅱ 地域経済論Ⅱ

特別講義（地域経営） 特別講義（地域経営）

フィールドワークⅣ フィールドワークⅣ

演習（地域経済論）Ⅰ 演習（地域経済論）Ⅰ

演習（地域経済論）Ⅱ 演習（地域経済論）Ⅱ

演習（地域経済論）Ⅲ 演習（地域経済論）Ⅲ

演習（地域経済論）Ⅳ 演習（地域経済論）Ⅳ

卒業論文 卒業論文

都市・地域再生論 都市・地域再生論

NGO/NPO論 NGO/NPO論

自治体経営論Ⅰ 自治体経営論Ⅰ

自治体経営論Ⅱ 自治体経営論Ⅱ

ワークショップ演習Ⅰ

ワークショップ演習Ⅵ ワークショップ演習Ⅵ

特別講義（公共政策） 特別講義（公共政策）

演習（自治体経営論）Ⅰ 演習（自治体経営論）Ⅰ

専 教授 専 教授

鈴木　哲雄
（61）

＜平成30年4月＞

鈴木　哲雄
（62）

＜平成30年4月＞

専 教授

西尾　理
（58）

＜平成30年4月＞

専 教授

西尾　理
（59）

＜平成30年4月＞

専 教授

専 教授

春日　尚雄
（60）

＜平成30年4月＞

専 教授

春日　尚雄
（61）

＜平成30年4月＞

専 准教授

松平　好人
（45）

＜平成30年4月＞

専 准教授

両角　政彦
（45）

＜平成30年4月＞

専 准教授

両角　政彦
（46）

＜平成30年4月＞

専 准教授

鈴木　健大
（48）

＜平成30年4月＞

専 准教授

鈴木　健大
（49）

＜平成30年4月＞

専 教授
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

演習（自治体経営論）Ⅱ 演習（自治体経営論）Ⅱ

演習（自治体経営論）Ⅲ 演習（自治体経営論）Ⅲ

演習（自治体経営論）Ⅳ 演習（自治体経営論）Ⅳ

卒業論文 卒業論文

社会科学と現代の課題Ⅱ

農山村と農林業再生Ⅰ 農山村と農林業再生Ⅰ

農山村と農林業再生Ⅱ 農山村と農林業再生Ⅱ

都市・農山村交流論 都市・農山村交流論

フィールドワークⅠ フィールドワークⅠ

演習（農山村再生論）Ⅰ 演習（農山村再生論）Ⅰ

演習（農山村再生論）Ⅱ 演習（農山村再生論）Ⅱ

演習（農山村再生論）Ⅲ 演習（農山村再生論）Ⅲ

演習（農山村再生論）Ⅳ 演習（農山村再生論）Ⅳ

卒業論文 卒業論文

社会創造基礎Ⅰ

社会創造基礎Ⅱ

法律学

民法Ⅱ（債権総論）

民法Ⅲ（契約と不法行為） 民法Ⅲ（契約と不法行為）

環境法Ⅰ 環境法Ⅰ

環境法Ⅱ 環境法Ⅱ

演習（環境法）Ⅰ 演習（環境法）Ⅰ

演習（環境法）Ⅱ 演習（環境法）Ⅱ

演習（環境法）Ⅲ 演習（環境法）Ⅲ

演習（環境法）Ⅳ 演習（環境法）Ⅳ

基礎実習Ⅰ 基礎実習Ⅰ

卒業論文 卒業論文

アカデミック・スキルズ

社会構想論Ⅰ 社会構想論Ⅰ

政治学 政治学

国際政治学Ⅰ 国際政治学Ⅰ

公共政策特論 公共政策特論

国際政治学Ⅱ 国際政治学Ⅱ

グローバリゼーション研究 グローバリゼーション研究

演習（国際政治学）Ⅰ 演習（国際政治学）Ⅰ

演習（国際政治学）Ⅱ 演習（国際政治学）Ⅱ

演習（国際政治学）Ⅲ 演習（国際政治学）Ⅲ

演習（国際政治学）Ⅳ 演習（国際政治学）Ⅳ

基礎実習Ⅳ 基礎実習Ⅳ

卒業論文 卒業論文

生涯学習論Ⅰ 生涯学習論Ⅰ

生涯学習論Ⅱ 生涯学習論Ⅱ

社会教育計画Ⅰ 社会教育計画Ⅰ

プロジェクト研究Ⅰ プロジェクト研究Ⅰ

演習（生涯学習論）Ⅰ 演習（生涯学習論）Ⅰ

演習（生涯学習論）Ⅱ 演習（生涯学習論）Ⅱ

演習（生涯学習論）Ⅲ 演習（生涯学習論）Ⅲ

演習（生涯学習論）Ⅳ 演習（生涯学習論）Ⅳ

卒業論文 卒業論文

読書Ⅰ

表現Ⅰ 表現Ⅰ

自然と生命Ⅷ 自然と生命Ⅷ

体育Ⅰ（ダンス） 体育Ⅰ（ダンス）

体育Ⅰ（スケート） 体育Ⅰ（スケート）

体育Ⅱ（ダンス） 体育Ⅱ（ダンス）

体育Ⅱ（スケート） 体育Ⅱ（スケート）

世界と自己Ⅺ

歴史と文化Ⅸ 歴史と文化Ⅸ

専 准教授 専 准教授

専 講師

福島　万紀
（38）

＜平成30年4月＞

専 講師

福島　万紀
（39）

＜平成30年4月＞

専 講師

小島（吉本）恵
（34）

＜平成30年4月＞

専 講師

小島（吉本）恵
（35）

＜平成30年4月＞

専 講師

玉置　敦彦
（34）

＜平成30年4月＞

専 講師

玉置　敦彦
（35）

＜平成30年4月＞

専 講師

冨永　貴公
（38）

＜平成30年4月＞

専 講師

冨永　貴公
（39）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

鈴木　武晴
（60）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

添田　慶子
（64）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

添田　慶子
（65）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

黒崎　剛
（57）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

加藤　敦子
（55）

＜平成30年4月＞
兼担 教授

加藤　敦子
（56）

＜平成30年4月＞
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

現代の課題Ⅶ 

アメリカ合衆国史 Ⅰ（to 1877）

アメリカ合衆国史 Ⅱ（Since 1877）

現代の課題Ⅹ

地域交流研究Ⅳ 地域交流研究Ⅳ

環境科学概論 環境科学概論

自然環境調査 自然環境調査

博物館概論 博物館概論

体育Ⅰ（スキー） 体育Ⅰ（スキー）

体育Ⅱ（バドミントン）

体育Ⅱ（ゴルフ）

体育Ⅱ（スキー） 体育Ⅱ（スキー）

体育Ⅰ（レクリエーション） 体育Ⅰ（レクリエーション）

体育Ⅰ（水泳） 体育Ⅰ（水泳）

体育Ⅱ（水泳） 体育Ⅱ（水泳）

体育Ⅰ（バドミントン）

体育Ⅰ（ﾌｨｯﾄﾈｽ・ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ） 体育Ⅰ（ﾌｨｯﾄﾈｽ・ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ）

体育Ⅰ（レクリエーション）

体育Ⅰ(キャンプ)

体育Ⅱ（バドミントン）

体育Ⅱ（ﾌｨｯﾄﾈｽ・ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ） 体育Ⅱ（ﾌｨｯﾄﾈｽ・ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ）

体育Ⅱ（レクリエーション）

体育Ⅱ(キャンプ)

海外語学研修 Ⅰ～Ⅲ 海外語学研修 Ⅰ～Ⅲ

SNC-Intermediate English Ⅰ～Ⅸ SNC-Intermediate English Ⅰ～Ⅸ

SNC-Advanced English Ⅰ～Ⅸ SNC-Advanced English Ⅰ～Ⅸ

SNC-International Education Ⅰ～Ⅸ SNC-International Education Ⅰ～Ⅸ

国際交流演習 Ⅰ～Ⅱ 国際交流演習 Ⅰ～Ⅱ

国際交流実習 Ⅰ～Ⅱ 国際交流実習 Ⅰ～Ⅱ

海外文化体験 Ⅰ～Ⅱ 海外文化体験 Ⅰ～Ⅱ

グローバル・フィールドワーク Ⅰ～Ⅱ グローバル・フィールドワーク Ⅰ～Ⅱ

交換留学プログラム Ⅰ～ⅩⅤ 交換留学プログラム Ⅰ～ⅩⅤ

インターンシップⅠ インターンシップⅠ

インターンシップⅡ インターンシップⅡ

現代日本政治 現代日本政治

教育と法 教育と法

教育関係法規 教育関係法規

歴史文化論 歴史文化論

Integrated Learning & Teaching Integrated Learning & Teaching

教職入門 教職入門

教育課程論（中等） 教育課程論（中等）

教育原理 教育原理

教育心理学

兼担 教授

中井　均
（66）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

山本　芳美
（58）

＜平成30年4月＞
兼担 教授

山本　芳美
（59）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

廣田　健
（54）

＜平成30年4月＞ 兼担 教授

廣田　健
（55）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

進藤　兵
（54）

＜平成30年4月＞
兼担 教授

進藤　兵
（55）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

佐藤　隆
（60）

＜平成30年4月＞ 兼担 教授

佐藤　隆
（61）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

原　和久
（50）

＜平成30年4月＞
兼担 教授

原　和久
（51）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

田中　昌弥
（54）

＜平成30年4月＞
兼担 教授

田中　昌弥
（55）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

加藤　優
（58）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

加藤　優
（59）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

水口　潔
（50）

＜平成30年4月＞
兼担 教授

水口　潔
（51）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

柳　宏
（65）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

柳　宏
（66）

＜平成30年4月＞

森川　鈴子
（49）

＜平成30年4月＞
兼担 教授

兼担 教授

北垣　憲仁
（54）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

北垣　憲仁
（55）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

大辻　千恵子
（62）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

大辻　千恵子
（63）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

新保　祐司
（64）

＜平成30年4月＞ 兼担 教授

新保　祐司
（65）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

市原　学
（42）

＜平成30年4月＞

61



専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

障害児の心理と教育 障害児の心理と教育 

総合学習・特別活動の指導法（中等） 総合学習・特別活動の指導法（中等）

生活指導論（中等） 生徒・進路指導論（中等）

教職実践演習(教育フィールド研究Ⅳ・中等) 教職実践演習(教育フィールド研究Ⅳ・中等)

教育フィールド研究Ⅲ 教育フィールド研究Ⅲ

教職実践演習(教育フィールド研究Ⅳ・中等) 教職実践演習(教育フィールド研究Ⅳ・中等)

教育フィールド研究Ⅲ 教育フィールド研究Ⅲ

教育方法論(中等) 教育方法論(中等)

学校相談心理学 学校相談心理学

教育フィールド研究Ⅲ 教育フィールド研究Ⅲ

アカデミック・スキルズ アカデミック・スキルズ

現代の課題Ⅱ

数理と現象Ⅰ 数理と現象Ⅰ

数理と現象Ⅱ 数理と現象Ⅱ

情報リテラシーⅡ（統計） 情報リテラシーⅡ（統計）

世界と自己Ⅰ 世界と自己Ⅰ

世界と自己Ⅲ 世界と自己Ⅲ

歴史と文化Ⅳ 歴史と文化Ⅳ

現代の課題Ⅰ

現代の課題Ⅷ 現代の課題Ⅷ

地域交流研究Ⅰ 地域交流研究Ⅰ

地域交流研究Ⅲ 地域交流研究Ⅲ

英語ＧＥ　Ⅰ

英語ＧＥ　Ⅱ

英語ＭＬＬ　Ⅰ

英語ＭＬＬ　Ⅱ

英語Listening Ⅰ

英語Listening Ⅱ

中国語基礎Ⅰ 中国語基礎Ⅰ

中国語基礎Ⅱ 中国語基礎Ⅱ

中国語講読Ⅰ 中国語講読Ⅰ

中国語講読Ⅱ 中国語講読Ⅱ

中国語基礎Ⅲ 中国語基礎Ⅲ

中国語基礎Ⅳ 中国語基礎Ⅳ

中国語コミュニケーションⅠ 中国語コミュニケーションⅠ

中国語コミュニケーションⅡ 中国語コミュニケーションⅡ

教育メディアⅠ（小中）

教育メディアⅡ（中等） 教育メディアⅡ（中等）

情報フルエンシーⅠ(ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ)

情報フルエンシーⅡ(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎)

情報メディア演習Ⅰ 情報メディア演習Ⅰ

情報メディア演習Ⅱ 情報メディア演習Ⅱ

兼担 准教授

豊嶋　朗子
（46）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

品田　笑子
（63）

＜平成30年4月＞
兼担 教授

品田　笑子
（64）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

鶴田　清司
（62）

＜平成30年4月＞
兼担 教授

鶴田　清司
（63）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

中川　佳子
（53）

＜平成30年4月＞
兼担 教授

中川　佳子
（54）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

宮下　聡
（65）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

宮下　聡
（66）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

金山　光一
（65）

＜平成30年4月＞ 兼担 教授

金山　光一
（66）

＜平成30年4月＞

兼担 教授

亀田　孝夫
（64）

＜平成30年4月＞
兼担 教授

亀田　孝夫
（65）

＜平成30年4月＞

兼担 准教授

日向　良和
（44）

＜平成30年4月＞ 兼担 准教授

日向　良和
（45）

＜平成30年4月＞

谷合　弘行
（40）

＜平成30年4月＞

谷合　弘行
（41）

＜平成30年4月＞
兼担 准教授 兼担 准教授

兼担 准教授

菊池　有希
（45）

＜平成30年4月＞ 兼担 准教授

菊池　有希
（46）

＜平成30年4月＞

兼担 准教授

内山　史子
（48）

＜平成30年4月＞
兼担 准教授

内山　史子
（49）

＜平成30年4月＞

兼担 准教授

山口　博史
（42）

＜平成30年4月＞

兼担 准教授

山口　博史
（43）

＜平成30年4月＞

兼担 准教授

桑原　奈智子
（52）

＜平成30年4月＞

兼担 准教授

桑原　奈智子
（53）

＜平成30年4月＞

兼担 准教授

周　非
（38）

＜平成30年4月＞

兼担 准教授

周　非
（39）

＜平成30年4月＞

兼担 准教授

相澤　崇
（48）

＜平成30年4月＞

兼担 准教授

相澤　崇
（49）

＜平成30年4月＞
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

教育メディアⅠ（小中）

情報リテラシーⅢ（マルチメディア）

教育メディアⅡ（中等）

情報フルエンシーⅠ(ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ)

情報フルエンシーⅡ(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎)

開発と地球環境 開発と地球環境

教育原理

教育心理学 教育心理学

中等教育実習（事前・事後指導1単位を含む） 中等教育実習（事前・事後指導1単位を含む）

中等教育実習（事前・事後指導1単位を含む） 中学教育実習（事前・事後指導1単位を含む）

高校教育実習(事前・事後指導1単位を含む) 高校教育実習(事前・事後指導1単位を含む)

介護等体験実習 介護等体験実習

世界と自己Ⅱ 世界と自己Ⅱ

現代の課題Ⅴ 現代の課題Ⅴ

東洋史学 東洋史学

オリエント史 オリエント史 

東西文化交流史 東西文化交流史 

英語ＧＥ　Ⅰ

英語ＧＥ　Ⅱ

英語ＭＬＬ　Ⅰ

英語ＭＬＬ　Ⅱ

英語Reading Ⅰ 英語Reading Ⅰ

英語Reading Ⅱ 英語Reading Ⅱ

英語SpeakingⅠ 英語SpeakingⅠ

英語SpeakingⅡ 英語SpeakingⅡ

スペイン語基礎Ⅰ スペイン語基礎Ⅰ

スペイン語基礎Ⅱ スペイン語基礎Ⅱ

スペイン語基礎Ⅲ スペイン語基礎Ⅲ

スペイン語基礎Ⅳ スペイン語基礎Ⅳ

スペイン語コミュニケーションⅠ スペイン語コミュニケーションⅠ

スペイン語コミュニケーションⅡ スペイン語コミュニケーションⅡ

スペイン語講読Ⅰ スペイン語講読Ⅰ

スペイン語講読Ⅱ スペイン語講読Ⅱ

Reflection and Assessment Reflection and Assessment

道徳の指導法（中等）

障害児の心理と教育 障害児の心理と教育 

読書Ⅰ

読書Ⅱ

読書Ⅱ

読書Ⅲ 読書Ⅲ

講師

デルグレゴ ニコラス
（36）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

石橋　賢太
（35）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

髙野瀬　惠子
（60）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

新見　公康
（68）

＜平成30年4月＞

兼担 講師

堤　英俊
（37）

＜平成30年4月＞
兼担 講師

堤　英俊
（38）

＜平成30年4月＞

兼担 准教授

平　和香子
（43）

＜平成30年4月＞
兼担 准教授

平　和香子
（44）

＜平成30年4月＞

兼担 准教授

春日　由香
（55）

＜平成30年4月＞
兼担 准教授

春日　由香
（56）

＜平成30年4月＞

瓦林　亜希子
（45）

＜平成30年4月＞

兼担 准教授

武蔵　由佳
（41）

＜平成30年4月＞
兼担 准教授

武蔵　由佳
（42）

＜平成30年4月＞

講師

ﾉﾙﾄﾞｽﾄﾛﾑ ﾖﾊﾝ
（37）

＜平成30年4月＞

佐藤　裕
（40）

＜平成30年4月＞

佐藤　裕
（41）

＜平成30年4月＞
兼担 准教授 兼担 准教授

兼担 准教授

兼担 講師

兼担 講師

ﾉﾙﾄﾞｽﾄﾛﾑ ﾖﾊﾝ
（36）

＜平成30年4月＞
兼担

兼担 講師

デルグレゴ ニコラス
（35）

＜平成30年4月＞

兼担

兼担 講師

前島　礼子
（43）

＜平成30年4月＞

兼担 講師

前島　礼子
（44）

＜平成30年4月＞

准教授

宮城　スサナ
（55）

＜平成30年4月＞

山辺　恵理子
（34）

＜平成30年4月＞

山辺　恵理子
（35）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

庄司　達也
（50）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

庄司　達也
（51）

＜平成30年4月＞

兼担 准教授

兼担 講師 講師

宮城　スサナ
（54）

＜平成30年4月＞

兼担

兼担

小河　智佳子
（34）

＜平成30年4月＞

兼担 准教授

吉岡　卓
（34）

＜平成30年4月＞
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

読書Ⅵ

読書Ⅳ 読書Ⅳ

アカデミック・スキルズ アカデミック・スキルズ

フランス語基礎Ⅲ フランス語基礎Ⅲ

フランス語基礎Ⅳ フランス語基礎Ⅳ

読書Ⅴ 読書Ⅴ

自然と生命Ⅵ 自然と生命Ⅵ

自然と生命Ⅶ 自然と生命Ⅶ

読書Ⅵ

歴史と文化Ⅴ

歴史と文化Ⅵ

ドイツ語講読Ⅰ

ドイツ語講読Ⅱ

表現Ⅱ 表現Ⅱ

世界と自己Ⅳ 世界と自己Ⅳ

表現Ⅲ 表現Ⅲ

表現Ⅳ

表現Ⅳ

表現Ⅴ 表現Ⅴ

アカデミック・スキルズ アカデミック・スキルズ

アカデミック・スキルズ

アカデミック・スキルズ

アカデミック・スキルズ アカデミック・スキルズ

情報リテラシーⅡ（統計） 情報リテラシーⅡ（統計）

情報フルエンシーⅢ(Webﾘﾃﾗｼｰ) 情報フルエンシーⅢ(Webﾘﾃﾗｼｰ)

情報フルエンシーⅣ(ﾃﾞｰﾀ処理) 情報フルエンシーⅣ(ﾃﾞｰﾀ処理)

教育メディアⅠ（教諭）

自然と生命Ⅰ 自然と生命Ⅰ

自然と生命Ⅱ 自然と生命Ⅱ

自然と生命Ⅲ 自然と生命Ⅲ

自然と生命Ⅳ

自然と生命Ⅴ 自然と生命Ⅴ

自然と生命Ⅳ 自然と生命Ⅳ

自然と生命Ⅳ

自然と生命Ⅴ 自然と生命Ⅴ

兼任 講師

本多 亮
（40）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

井坂　健一郎
（53）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

井村　行子
（68）

＜平成30年4月＞

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

鈴木  暁
（55）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

鈴木  暁
（57）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

上野　健
（47）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

上野　健
（48）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

高田　豪
（67）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

高田　豪
（68）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

小林　仁
（54）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

小林　仁
（55）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

齋藤　千明
（52）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

杉下　多恵子
（51）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

杉下　多恵子
（52）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

梅澤　貴典
（43）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

梅澤　貴典
（44）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

大野　順子
（45）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

須永　薫子
（45）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

伊藤　公博
（46）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

伊藤　公博
（47）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

坪内　健
（49）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

坪内　健
（50）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

長村　吉洋
（65）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

長村　吉洋
（66）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

内山　高
（59）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

内山　高
（60）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

吉本　充宏
（47）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

吉本　充宏
（48）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

山本　真也
（37）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

山本　真也
（38）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

古荘　玲子
（48）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

古荘　玲子
（49）

＜平成30年4月＞
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

自然と生命Ⅸ 自然と生命Ⅸ

数理と現象Ⅲ 数理と現象Ⅲ

世界と自己Ⅹ 世界と自己Ⅹ

世界と自己Ⅴ 世界と自己Ⅴ

フランス語基礎Ⅰ フランス語基礎Ⅰ

フランス語基礎Ⅱ フランス語基礎Ⅱ

フランス語コミュニケーションⅠ フランス語コミュニケーションⅠ

フランス語コミュニケーションⅡ フランス語コミュニケーションⅡ

世界と自己Ⅵ 世界と自己Ⅵ

歴史と文化Ⅶ 歴史と文化Ⅶ

世界と自己Ⅶ 世界と自己Ⅶ

現代の課題Ⅳ 現代の課題Ⅳ

世界と自己Ⅷ 世界と自己Ⅷ

世界と自己Ⅸ 世界と自己Ⅸ

世界と自己Ⅺ

哲学 哲学

市民社会論 市民社会論

応用倫理学 応用倫理学

世界と自己Ⅻ 世界と自己Ⅻ

市民と社会Ⅰ「日本国憲法」 市民と社会Ⅰ「日本国憲法」

法律学 法律学

市民と社会Ⅰ「日本国憲法」 市民と社会Ⅰ「日本国憲法」

市民と社会Ⅰ「日本国憲法」 市民と社会Ⅰ「日本国憲法」

市民と社会Ⅰ「日本国憲法」 市民と社会Ⅰ「日本国憲法」

市民と社会Ⅷ 市民と社会Ⅷ

法律学 法律学

市民と社会Ⅱ 市民と社会Ⅱ

市民と社会Ⅲ 市民と社会Ⅲ

ジェンダー研究Ⅲ ジェンダー研究Ⅲ

国際市民社会論 国際市民社会論

市民と社会Ⅳ 市民と社会Ⅳ

社会法Ⅰ（労働法） 社会法Ⅰ（労働法）

社会法Ⅱ（社会保障法） 社会法Ⅱ（社会保障法）

市民と社会Ⅴ 市民と社会Ⅴ

市民と社会Ⅵ 市民と社会Ⅵ

市民と社会Ⅶ

市民と社会Ⅸ 市民と社会Ⅸ

日本地誌 日本地誌

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

野田　尚文
（60）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

野田　尚文
（61）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

齋藤　公一
（67）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

齋藤　公一
（68）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

加藤　弘子
（50）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

加藤　弘子
（51）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

大野　祐二
（54）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

大野　祐二
（55）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

石井　史比古
（45）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

石井　史比古
（46）

＜平成30年4月＞

金澤　秀嗣
（49）

＜平成30年4月＞

金澤　秀嗣
（50）

＜平成30年4月＞

講師兼任 兼任 講師

兼任 講師

鈴木  由美
（57）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

鈴木  由美
（58）

＜平成30年4月＞

今井　健太郎
（33）

＜平成30年4月＞

今井　健太郎
（34）

＜平成30年4月＞講師兼任 兼任 講師

兼任 講師

内田　真利子
（51）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

内田　真利子
（52）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

浜田　豊
（67）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

浜田　豊
（68）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

山崎　英壽
（57）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

山崎　英壽
（58）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

高　賢来
（36）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

高　賢来
（37）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

徳永　理彩
（46）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

徳永　理彩
（47）

＜平成30年4月＞

佐々木　達也
（32）

＜平成30年4月＞

佐々木　達也
（33）

＜平成30年4月＞
講師兼任 兼任 講師

兼任 講師

近本　聡子
（57）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

近本　聡子
（58）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

槇　ひさ恵
（65）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

槇　ひさ恵
（66）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

鈴木　鉄忠
（39）

＜平成30年4月＞

高木　正
（65）

＜平成30年4月＞

高木　正
（66）

＜平成30年4月＞講師兼任 兼任 講師
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

市民と社会Ⅹ 市民と社会Ⅹ

歴史と文化Ⅰ 歴史と文化Ⅰ

歴史と文化Ⅱ 歴史と文化Ⅱ

歴史と文化Ⅲ 歴史と文化Ⅲ

歴史と文化Ⅷ 歴史と文化Ⅷ

歴史と文化Ⅴ

歴史と文化Ⅵ

歴史と文化Ⅹ 歴史と文化Ⅹ

現代の課題Ⅰ

現代の課題Ⅱ

現代の課題Ⅲ 現代の課題Ⅲ

国際法 国際法

現代の課題Ⅵ 現代の課題Ⅵ

地域協働論 地域協働論

現代の課題Ⅶ

現代の課題Ⅸ 現代の課題Ⅸ

現代の課題Ⅹ

ジェンダー研究入門 ジェンダー研究入門

ジェンダー研究Ⅳ ジェンダー研究Ⅳ

ジェンダー研究入門 ジェンダー研究入門

現代社会とジェンダー 現代社会とジェンダー

ジェンダー研究Ⅰ ジェンダー研究Ⅰ

ジェンダー研究Ⅱ ジェンダー研究Ⅱ

家族とジェンダー 家族とジェンダー

社会調査入門 社会調査入門

地域交流研究Ⅱ 地域交流研究Ⅱ

英語ＧＥ　Ⅰ 英語ＧＥ　Ⅰ

英語ＧＥ　Ⅱ 英語ＧＥ　Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅡ

英語ＧＥ　Ⅰ 英語ＧＥ　Ⅰ

英語ＧＥ　Ⅱ 英語ＧＥ　Ⅱ

英語ＧＥ　Ⅰ 英語ＧＥ　Ⅰ

英語ＧＥ　Ⅱ 英語ＧＥ　Ⅱ

兼任 講師

岡部　義秀
（68）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

佐々木　豊志
（61）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

三浦　芳恵
（33）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

三浦　芳恵
（34）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

菊池　健策
（64）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

菊池　健策
（65）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

東　由美子
（49）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

東　由美子
（50）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

岩下　哲典
（55）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

岩下　哲典
（56）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

重冨　惠子
（59）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

重冨　惠子
（60）

＜平成30年4月＞

山口　美帆
（35）

＜平成30年4月＞

山口　美帆
（36）

＜平成30年4月＞講師兼任 兼任 講師

渡辺　豊博
（67）

＜平成30年4月＞

渡辺　豊博
（68）

＜平成30年4月＞講師兼任 兼任 講師

兼任 講師

岩舘　豊
（37）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

岩舘　豊
（38）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

大野　聖良
（36）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

大野　聖良
（37）

＜平成30年4月＞

永山　聡子
（35）

＜平成30年4月＞

永山　聡子
（36）

＜平成30年4月＞講師兼任 兼任 講師

兼任 講師

三橋　順子
（62）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

三橋　順子
（63）

＜平成30年4月＞

笹野　悦子
（62）

＜平成30年4月＞

笹野　悦子
（63）

＜平成30年4月＞
講師兼任 兼任 講師

兼任 講師

西　教生
（35）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

西　教生
（36）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

笠原　慎一朗
（39）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

笠原　慎一朗
（40）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

妹尾　新太郎
（59）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

妹尾　新太郎
（60）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

伊藤　左千夫
（49）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

伊藤　左千夫
（50）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

金澤　宏明
（44）

＜平成30年4月＞
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

英語ＧＥ　Ⅰ 英語ＧＥ　Ⅰ

英語ＧＥ　Ⅱ 英語ＧＥ　Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅡ

英語ＧＥ　Ⅰ 英語ＧＥ　Ⅰ

英語ＧＥ　Ⅱ 英語ＧＥ　Ⅱ

英語ＭＬＬ　Ⅰ

英語ＭＬＬ　Ⅱ

英語Reading Ⅰ 英語Reading Ⅰ

英語Reading Ⅱ 英語Reading Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅡ

英語ＧＥ　Ⅰ 英語ＧＥ　Ⅰ

英語ＧＥ　Ⅱ 英語ＧＥ　Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅡ

英語ＧＥ　Ⅰ

英語ＧＥ　Ⅱ

英語ＭＬＬ　Ⅰ

英語ＭＬＬ　Ⅱ

英語演習Ⅰ

英語演習Ⅱ

英語演習Ⅲ

英語演習Ⅳ

英語Listening Ⅰ

英語Listening Ⅱ

英語ＧＥ　Ⅰ 英語ＧＥ　Ⅰ

英語ＧＥ　Ⅱ 英語ＧＥ　Ⅱ

英語ＭＬＬ　Ⅰ 英語ＭＬＬ　Ⅰ

英語ＭＬＬ　Ⅱ 英語ＭＬＬ　Ⅱ

英語演習Ⅰ 英語演習Ⅰ

英語演習Ⅱ 英語演習Ⅱ

英語演習Ⅲ 英語演習Ⅲ

英語演習Ⅳ 英語演習Ⅳ

英語Writing Ⅰ 英語Writing Ⅰ

英語Writing Ⅱ 英語Writing Ⅱ

英語ＭＬＬ　Ⅰ 英語ＭＬＬ　Ⅰ

英語ＭＬＬ　Ⅱ 英語ＭＬＬ　Ⅱ

英語ＭＬＬ　Ⅰ 英語ＭＬＬ　Ⅰ

英語ＭＬＬ　Ⅱ 英語ＭＬＬ　Ⅱ

英語ＭＬＬ　Ⅰ

英語ＭＬＬ　Ⅱ

英語ＧＥ　Ⅰ

英語ＧＥ　Ⅱ

英語ＭＬＬ　Ⅰ

英語ＭＬＬ　Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅡ

兼任 講師

三井　敏朗
（52）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

三井　敏朗
（53）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

梁瀬　千起
（51）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

志水　光子
（56）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

志水　光子
（57）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

白須　康子
（57）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

白須　康子
（58）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

古屋　功
（58）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

古屋　功
（59）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

中島　康雄
（58）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

和田　望
（37）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

和田　望
（38）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

榎本　智子
（41）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

榎本　智子
（42）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

冨澤　典子
（66）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

冨澤　典子
（67）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

山田　寛子
（52）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

山田　寛子
（53）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

衣川　清子
（59）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

衣川　清子
（60）

＜平成30年4月＞
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

英語Intensive Ⅰ 英語Intensive Ⅰ

英語Intensive Ⅱ 英語Intensive Ⅱ

ドイツ語基礎Ⅰ ドイツ語基礎Ⅰ

ドイツ語基礎Ⅱ ドイツ語基礎Ⅱ

ドイツ語基礎Ⅲ ドイツ語基礎Ⅲ

ドイツ語基礎Ⅳ ドイツ語基礎Ⅳ

ドイツ語コミュニケーションⅠ ドイツ語コミュニケーションⅠ

ドイツ語コミュニケーションⅡ ドイツ語コミュニケーションⅡ

ドイツ語基礎Ⅰ ドイツ語基礎Ⅰ

ドイツ語基礎Ⅱ ドイツ語基礎Ⅱ

ドイツ語基礎Ⅲ ドイツ語基礎Ⅲ

ドイツ語基礎Ⅳ ドイツ語基礎Ⅳ

ドイツ語講読Ⅰ

ドイツ語講読Ⅱ

フランス語基礎Ⅰ フランス語基礎Ⅰ

フランス語基礎Ⅱ フランス語基礎Ⅱ

フランス語基礎Ⅲ フランス語基礎Ⅲ

フランス語基礎Ⅳ フランス語基礎Ⅳ

フランス語講読Ⅰ フランス語講読Ⅰ

フランス語講読Ⅱ フランス語講読Ⅱ

中国語基礎Ⅰ 中国語基礎Ⅰ

中国語基礎Ⅱ 中国語基礎Ⅱ

中国語基礎Ⅲ 中国語基礎Ⅲ

中国語基礎Ⅳ 中国語基礎Ⅳ

中国語作文Ⅰ

中国語作文Ⅱ

中国語コミュニケーションⅠ

中国語コミュニケーションⅡ

中国語基礎Ⅲ 中国語基礎Ⅲ

中国語基礎Ⅳ 中国語基礎Ⅳ

中国語コミュニケーションⅠ 中国語コミュニケーションⅠ

中国語コミュニケーションⅡ 中国語コミュニケーションⅡ

韓国朝鮮語基礎Ⅰ 韓国朝鮮語基礎Ⅰ

韓国朝鮮語基礎Ⅱ 韓国朝鮮語基礎Ⅱ

韓国朝鮮語基礎Ⅲ 韓国朝鮮語基礎Ⅲ

韓国朝鮮語基礎Ⅳ 韓国朝鮮語基礎Ⅳ

韓国朝鮮語コミュニケーションⅠ 韓国朝鮮語コミュニケーションⅠ

韓国朝鮮語コミュニケーションⅡ 韓国朝鮮語コミュニケーションⅡ

韓国朝鮮語基礎Ⅰ 韓国朝鮮語基礎Ⅰ

韓国朝鮮語基礎Ⅱ 韓国朝鮮語基礎Ⅱ

韓国朝鮮語基礎Ⅲ 韓国朝鮮語基礎Ⅲ

韓国朝鮮語基礎Ⅳ 韓国朝鮮語基礎Ⅳ

韓国朝鮮語講読Ⅰ 韓国朝鮮語講読Ⅰ

韓国朝鮮語講読Ⅱ 韓国朝鮮語講読Ⅱ

スペイン語基礎Ⅰ スペイン語基礎Ⅰ

スペイン語基礎Ⅱ スペイン語基礎Ⅱ

スペイン語基礎Ⅲ スペイン語基礎Ⅲ

スペイン語基礎Ⅳ スペイン語基礎Ⅳ

日本語ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝⅠ 日本語ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝⅠ

日本語ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝⅡ 日本語ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝⅡ

日本語ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ 日本語ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ

日本語ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ 日本語ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ

兼任 講師

チャールズ　ワトソン
（41）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

チャールズ　ワトソン
（42）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

山口　和洋
（48）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

山口　和洋
（49）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

笹原　健
（45）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

笹原　健
（46）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

柴崎　秀穂
（58）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

柴崎　秀穂
（59）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

佐々木　俊雄
（43）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

佐々木　俊雄
（44）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

劉  恵芳
（54）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

劉  恵芳
（55）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

銭　春蘭
（62）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

銭　春蘭
（63）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

李　勇九
（46）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

李　勇九
（47）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

柳　蓮淑
（55）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

柳　蓮淑
（56）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

村上　寿英
（50）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

村上　寿英
（51）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

セグ　オリオル
（44）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

セグ　オリオル
（45）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

島　恭子
（67）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

島　恭子
（68）

＜平成30年4月＞
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

日本語講読Ⅰ 日本語講読Ⅰ

日本語講読Ⅱ 日本語講読Ⅱ

日本語講読Ⅲ 日本語講読Ⅲ

日本語講読Ⅳ 日本語講読Ⅳ

日本語上級演習Ⅰ 日本語上級演習Ⅰ

日本語上級演習Ⅱ 日本語上級演習Ⅱ

日本語コミュニケーションⅠ 日本語コミュニケーションⅠ

日本語コミュニケーションⅡ 日本語コミュニケーションⅡ

ビジネス日本語Ⅰ ビジネス日本語Ⅰ

ビジネス日本語Ⅱ ビジネス日本語Ⅱ

体育Ⅰ（柔道） 体育Ⅰ（柔道）

体育Ⅰ（バレーボール） 体育Ⅰ（バレーボール）

体育Ⅱ（柔道） 体育Ⅱ（柔道）

体育Ⅱ（バレーボール） 体育Ⅱ（バレーボール）

体育実技（格技） 体育実技（格技）

体育Ⅰ（ソフトボール） 体育Ⅰ（ソフトボール）

体育Ⅰ（エアロビック） 体育Ⅰ（エアロビック）

体育Ⅰ（レクリエーション）

体育Ⅱ（ソフトボール） 体育Ⅱ（ソフトボール）

体育Ⅱ（エアロビック） 体育Ⅱ（エアロビック）

体育Ⅱ（レクリエーション）

体育Ⅰ（バレーボール） 体育Ⅰ（バレーボール）

体育Ⅰ（レクリエーション）

体育Ⅱ（バレーボール） 体育Ⅱ（バレーボール）

体育Ⅱ（レクリエーション）

体育Ⅰ（マラソン） 体育Ⅰ（マラソン）

体育Ⅰ（ゴルフ） 体育Ⅰ（ゴルフ）

体育Ⅱ（マラソン） 体育Ⅱ（マラソン）

体育実技（陸上運動）Ⅰ 体育実技（陸上運動）Ⅰ

体育実技（陸上運動）Ⅱ 体育実技（陸上運動）Ⅱ

体育Ⅰ（バドミントン） 体育Ⅰ（バドミントン）

体育Ⅱ（バドミントン） 体育Ⅱ（バドミントン）

体育実技（体操） 体育実技（体操）

体育実技（器械運動） 体育実技（器械運動）

体育Ⅰ（バドミントン）

体育Ⅱ（バドミントン）

体育Ⅰ（バスケットボール） 体育Ⅰ（バスケットボール）

体育Ⅱ（バスケットボール） 体育Ⅱ（バスケットボール）

体育Ⅰ（サッカー） 体育Ⅰ（サッカー）

体育Ⅰ（フットサル） 体育Ⅰ（フットサル）

体育Ⅱ（サッカー） 体育Ⅱ（サッカー）

体育Ⅱ（フットサル） 体育Ⅱ（フットサル）

体育Ⅱ（サッカー）

体育Ⅰ（テニス） 体育Ⅰ（テニス）

体育Ⅰ（エクササイズ・ウォーキング） 体育Ⅰ（エクササイズ・ウォーキング）

体育Ⅰ（レクリエーション） 体育Ⅰ（レクリエーション）

体育Ⅱ（テニス） 体育Ⅱ（テニス）

体育Ⅱ（エクササイズ・ウォーキング） 体育Ⅱ（エクササイズ・ウォーキング）

体育Ⅱ（レクリエーション） 体育Ⅱ（レクリエーション）

兼任 講師

谷口　裕美子
（49）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

髙見　研一
（57）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

髙見　研一
（58）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

高橋　純子
（63）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

高橋　純子
（64）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

宮田　登紀子
（47）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

宮田　登紀子
（48）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

木内　政孝
（31）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

木内　政孝
（32）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

大和　優子
（62）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

大和　優子
（63）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

坂尾　知昭
（34）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

坂尾　知昭
（35）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

麻場　一徳
（57）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

麻場　一徳
（58）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

河先　眞弓
（60）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

河先　眞弓
（61）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

茂泉　圭治
（41）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

茂泉　圭治
（42）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

村野　直弘
（58）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

村野　直弘
（59）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

依田　武雄
（65）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

依田　武雄
（66）

＜平成30年4月＞

加藤　朋之
（55）

＜平成30年4月＞
講師兼任

69



専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

体育Ⅰ（キャンプ）

体育Ⅱ（キャンプ）

情報リテラシーⅠ（情報活用力） 情報リテラシーⅠ（情報活用力）

情報リテラシーⅢ（マルチメディア） 情報リテラシーⅢ（マルチメディア）

教育メディアⅠ（教諭）

教育メディアⅡ（中等） 教育メディアⅡ（中等）

情報リテラシーⅡ（統計） 情報リテラシーⅡ（統計）

教育メディアⅠ（教諭） 教育メディアⅠ（小中）

教育メディアⅡ（中等） 教育メディアⅡ（中等）

資料・データ分析

情報リテラシーⅢ（マルチメディア）

教育メディアⅢ（総合） 教育メディアⅢ（総合）

教育メディアⅠ（教諭） 教育メディアⅠ（小中）

教育メディアⅡ（中等） 教育メディアⅡ（中等）

協働のためのコミュニケーション・スキル 協働のためのコミュニケーション・スキル

協働のためのコミュニケーション・スキル 協働のためのコミュニケーション・スキル

ワークショップ演習Ⅳ

ワークショップ演習Ⅲ

協働のためのコミュニケーション・スキル 協働のためのコミュニケーション・スキル

環境教育概論Ⅱ 環境教育概論Ⅱ

人文学と現代の課題Ⅰ 人文学と現代の課題Ⅰ

人文学と現代の課題Ⅱ 人文学と現代の課題Ⅱ

社会学

メディアとコミュニケーションⅠ メディアとコミュニケーションⅠ

メディアとコミュニケーションⅡ メディアとコミュニケーションⅡ

現代文化の社会学 現代文化の社会学

政治学 政治学

経済学 経済学

環境経済学 環境経済学

環境政策 環境政策

経済学

社会学

倫理学 倫理学

現代哲学思想 現代哲学思想

日本史学 日本史学

日本社会史 日本社会史

兼任 講師

吉田　理史
（35）

＜平成30年4月＞

河野　昌広
（42）

＜平成30年4月＞

河野　昌広
（43）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

小幡　浩二
（58）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

小幡　浩二
（59）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

兼任 講師

仲　久徳
（52）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

杉本  光司
（67）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

杉本  光司
（68）

＜平成30年4月＞

兼任

梅崎　靖志
（50）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

加藤　大吾
（44）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

加藤　大吾
（45）

＜平成30年4月＞

梅崎　靖志
（49）

＜平成30年4月＞

森脇　孝広
（43）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

増田　直広
（47）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

増田　直広
（48）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

渡辺　彰規
（43）

＜平成30年4月＞

武山　梅乗
（65）

＜平成30年4月＞

武山　梅乗
（66）

＜平成30年4月＞講師 兼任 講師

高橋　善隆
（54）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

鈴木　弘輝
（47）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

鈴木　弘輝
（48）

＜平成30年4月＞

兼任 兼任 講師

兼任 講師

高橋　善隆
（53）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

林　公則
（39）

＜平成30年4月＞

高野　昌行
（63）

＜平成30年4月＞

高野　昌行
（64）

＜平成30年4月＞講師兼任 兼任 講師

小林　信也
（53）

＜平成30年4月＞

小林　信也
（54）

＜平成30年4月＞講師兼任 兼任 講師

兼任 講師

石出　みどり
（64）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

石出　みどり
（65）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

渡辺　彰規
（42）

＜平成30年4月＞

講師 兼任 講師

森脇　孝広
（42）

＜平成30年4月＞

仲　久徳
（51）

＜平成30年4月＞

飯田　卓
（43）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

杉村　めぐる
（34）

＜平成30年4月＞

兼任

兼任

林　公則
（40）

＜平成30年4月＞

講師

兼任 講師

兼任

講師

講師
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

西洋史学 西洋史学

社会科教育法Ⅰ 社会科教育法Ⅰ

社会科教育法Ⅱ 社会科教育法Ⅱ

地理学 地理学

世界地誌 世界地誌

地理歴史科教育法Ⅰ 地理歴史科教育法Ⅰ 

地理学 地理学

地域分析論 地域分析論

社会調査実習 社会調査実習

自然地理学 自然地理学

マクロ経済学 マクロ経済学

ミクロ経済学 ミクロ経済学

社会福祉学Ⅰ 社会福祉学Ⅰ

社会福祉学Ⅱ 社会福祉学Ⅱ

現代日本経済論 現代日本経済論

労働と格差社会 労働と格差社会

災害とリスク管理 災害とリスク管理

市民と社会Ⅶ

現代の課題Ⅹ

社会的企業と環境ビジネス 社会的企業と環境ビジネス

地域資源管理論 地域資源管理論

行政学Ⅱ 行政学Ⅱ

財政学Ⅰ(国家財政) 財政学Ⅰ(国家財政)

財政学Ⅱ(地方財政) 財政学Ⅱ(地方財政)

都市環境設計論Ⅰ 都市環境設計論Ⅰ

景観形成論 景観形成論

民法Ⅰ（総則・物権）

民法Ⅱ（債権総論）

民法Ⅳ（家族法）

民法Ⅰ（総則・物権）

民法Ⅳ（家族法）

刑法Ⅰ（総論） 刑法Ⅰ（総論）

刑法Ⅱ（各論） 刑法Ⅱ（各論）

地方自治法 地方自治法

兼任 講師

成澤　寛
（45）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

保屋野　初子
（60）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

三代川　邦夫
（34）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

三好　規正
（56）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

三好　規正
（57）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

石出　みどり
（64）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

石出　みどり
（65）

＜平成30年4月＞

柴田　健
（66）

＜平成30年4月＞

柴田　健
（67）

＜平成30年4月＞
講師兼任 兼任 講師

兼任 講師

清水　和明
（40）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

清水　和明
（41）

＜平成30年4月＞

糸井　重夫
（58）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

仁科　淳司
（59）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

仁科　淳司
（60）

＜平成30年4月＞

兼任 兼任 講師

兼任 講師

糸井　重夫
（57）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

講師

堀内　健一
（48）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

堀内　健一
（49）

＜平成30年4月＞

河野　聖夫
（54）

＜平成30年4月＞

河野　聖夫
（55）

＜平成30年4月＞講師

荒木田　岳
（49）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

河添　誠
（60）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

河添　誠
（61）

＜平成30年4月＞

田中　夏子
（58）

＜平成30年4月＞
兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

荒木田　岳
（48）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

兼任 講師

松岡　清志
（38）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

岡田　航
（33）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

岡田　航
（34）

＜平成30年4月＞

講師

小林　敏樹
（41）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

門野　圭司
（39）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

門野　圭司
（40）

＜平成30年4月＞

小林　敏樹
（40）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

片山　英一郎
（53）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

兼任 講師

三代川　邦夫
（33）

＜平成30年4月＞

松岡　清志
（37）

＜平成30年4月＞

田中　夏子
（57）

＜平成30年4月＞

兼任

兼任 兼任講師
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

環境倫理

環境保全と自然再生 環境保全と自然再生

生涯学習論Ⅰ 生涯学習論Ⅰ

生涯学習論Ⅱ 生涯学習論Ⅱ

子どもと現代社会 子どもと現代社会

社会教育計画Ⅱ 社会教育計画Ⅱ

社会体育学 社会体育学

労働とジェンダー 労働とジェンダー

歴史におけるジェンダー 歴史におけるジェンダー

考古学Ⅰ 考古学Ⅰ

考古学Ⅱ 考古学Ⅱ

民俗学 民俗学

法と社会 法と社会

Introduction to IB Education Introduction to IB Education

Approaches to teaching and learning Approaches to teaching and learning

ワークショップ演習Ⅰ

ワークショップ演習Ⅱ

ワークショップ演習Ⅱ

ワークショップ演習Ⅴ

ワークショップ演習Ⅲ

ワークショップ演習Ⅳ

社会調査法 社会調査法

社会調査実習 社会調査実習

社会統計学 社会統計学

多変量解析 多変量解析

質的調査法 質的調査法

地理歴史科教育法Ⅱ 

兼任 講師

水本（樋口）和美
（46）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

水本（樋口）和美
（47）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

小沢　節子
（62）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

小沢　節子
（63）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

野畑　眞理子
（66）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

野畑　眞理子
（67）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

加藤　朋之
（54）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

加藤　朋之
（55）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

後藤　祥夫
（63）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

後藤　祥夫
（64）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

岸　康裕
（66）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

岸　康裕
（67）

＜平成30年4月＞

森本　扶
（41）

＜平成30年4月＞

森本　扶
（42）

＜平成30年4月＞兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

林　丈雄
（34）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

林　丈雄
（35）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

谷萩　真樹
（42）

＜平成30年4月＞

大迫　弘和
（65）

＜平成30年4月＞

金澤　良太
（31）

＜平成30年4月＞

秦　範子
（59）

＜平成30年4月＞

青木　将幸
（42）

＜平成30年4月＞

青木　将幸
（43）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

甲斐　徹郎
（58）

＜平成30年4月＞

講師兼任 兼任 講師

兼任 講師

金澤　良太
（30）

＜平成30年4月＞ 兼任 講師

仁井田　典子
（37）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

仁井田　典子
（38）

＜平成30年4月＞

斉藤　裕哉
（28）

＜平成30年4月＞

斉藤　裕哉
（29）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

丸浜　昭
（67）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

講師

大迫　弘和
（64）

＜平成30年4月＞兼任

兼任 講師兼任 講師

秦　範子
（58）

＜平成30年4月＞

講師

兼任

兼任

兼任 講師 兼任 講師

講師

兼任 講師

ヘッセ　スティーブン
（67）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

加原（小島）奈穂子
（61）

＜平成30年4月＞
兼任 講師

加原（小島）奈穂子
（62）

＜平成30年4月＞

兼任 講師

ヘッセ　スティーブン
（66）

＜平成30年4月＞
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

道徳の指導法（中等） 道徳の指導法（中等）

　　　・  設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度及び平成２８年度、平成３０年度開設であれば平成２７年度から

　　　　平成２９年度）の表は適宜削除し，詰めてください。

滝口　正樹
（65）

＜平成30年4月＞
講師兼任 講師

滝口　正樹
（64）

＜平成30年4月＞
兼任

（注）・　申請書又は届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。
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【平成３０年度】

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度及び平成２８年度、平成３０年度開設であれば平成２７年度から
　　　　平成２９年度）の表は適宜削除してください。

（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の完成年度時の計画」には，「現在（報告書提出時）の状況」に記入した数字に，教員審査を受審済みであり，

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに，［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

　　　　および，平成３０年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入
　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告書提出時）の完成年度時の計画（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

報告書提出時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告書提出時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

（１）ー②担当教員表に関する変更内容
　　　　 　　　　

退職による変更
・平林祐子教授の退職により、「社会科学と現代の課題Ⅰ」の担当教員を高橋洋教授に変更。その他の科目は平成30年10月から後任として採用する神長唯教授が担当。
・松平好人准教授の退職により、「アカデミック・スキルズ」の担当教員を玉置敦彦講師に変更。後任は未定。
・森川鈴子教授の退職により、「現代の課題Ⅶ」の担当教員を金澤宏明講師に変更。後任は未定。

所属学部等の都合による変更
・「現代の課題Ⅹ」の担当教員に中井均教授と佐々木豊志講師を追加。
・「教育心理学」の担当教員市原学教授を追加。
・中島康雄講師の科目の担当教員を豊嶋朗子准教授に変更。
・教育メディアⅠ（小中）等の担当教員に小河智佳子准教授を追加。
・「読書Ⅰ」の担当教員を鈴木武晴教授から新見公康講師に変更。
・「世界と自己Ⅺ」の担当教員を黒崎剛教授から金澤秀嗣講師に変更。
・「読書Ⅱ」の担当教員を髙野瀬惠子講師から石橋賢太講師に変更。
・庄司達也講師、重冨惠子講師、笹原健講師の科目の一部を井村行子講師に変更。
・「表現Ⅳ」の担当教員を齋藤千明講師から井坂健一郎講師に変更。
・「自然と生命Ⅳ」の担当教員に本多亮講師を追加。
・山口博史准教授と日向良和准教授の科目の一部を岡部義秀講師に変更。
・三井敏朗講師の科目の一部を梁瀬千起講師に変更。
・「体育Ⅰ（バドミントン）」「体育Ⅱ（バドミントン）」の担当教員に谷口裕美子講師を追加。
・「体育Ⅱ（サッカー）」の担当教員に加藤朋之講師を追加。
・体育Ⅰ･Ⅱ（キャンプ）等の担当教員を吉田理史講師から加藤優教授に変更。
・「ジェンダー・セクシュアリティと教育」の担当教員を藤本恵教授から堀川修平講師に変更。
・「社会学」の担当教員を武山梅乗講師から飯田卓講師に変更。
・「民法Ⅰ（総則・物権）」「民法Ⅳ（家族法）」の担当教員を片山英一郎講師から成澤寛講師に変更。
・「ワークショップ演習Ⅱ」の担当教員を青木将幸講師から谷萩真樹講師に変更。

教職課程認定に伴う変更
・「教職概論」の担当教員に山﨑隆夫教授を追加。
・情報フルエンシーⅠ(ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ)等の担当教員を相澤崇准教授から吉岡卓准教授に変更。
・「図画工作科指導法」の担当教員を鈴木茂講師から堤一彦講師に変更。

　　　　 　　　　

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し，

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。なお，設置認可審査時に教員審査省略

　　　　となっている場合は，「教員審査省略」と記入してください。

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

14 7

名 名

　　　　

　（２）－②　専任教員数

設置時の計画 現在（報告書提出時）の状況 現在（報告書提出時）の完成年度時の計画

教　授 准教授教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
教　授

8 2

准教授 講　師 助　教
計

（Ｂ）

2 4

講　師 助　教
計

（Ｃ）

9 3 4 0 16 0 15

 (8)  (2)  (4)  (0)  (14) ［　0　］ ［△1］ ［　0　］ ［　0　］ ［△1］

　（２）－③　年齢構成

年齢構成

4 0 14
9

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告書提出時（上
記（Ｂ））の教員
のうち、定年を延
長して採用してい

る教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

65 0 1

歳 名 名

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
15

= 93.75 ％
16

　（２）－⑤　現在（報告書提出時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= 0 ％
14
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３） 専任教員辞任等の理由

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

選択 社会科学と現代の課題Ⅰ ①

選択 ③

選択 環境社会学Ⅰ ②

卒業論文 ②

環境社会学Ⅱ

フィールドワークⅠ

演習（環境社会学）Ⅲ

演習（環境社会学）Ⅱ

演習（環境社会学）Ⅰ

演習（環境社会学）Ⅳ

必修

平林　祐子教授

社会構想論Ⅲ

科目

選択 企業経営論Ⅰ

選択 演習（企業経営論）Ⅰ

必修

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

0 必修 1 必修 2

選択 18 科目 選択 2 選択 6 選択 10

自由 0 科目 自由 0 自由 0 0

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

計 21 科目 計 2 計

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合，赤字にて記入するとともに，

2 人

必修 3

自由

7 計 12

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

該当なし

科目 必修

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

必修 必修

選択 科目 選択 選択 選択

自由 科目 自由 自由

計 科目 計 計 計

③の合計数（c）

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

0 人

必修

自由

必修

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

合計（Ｄ）＋（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b）

選択 18 科目 選択 2
2 人

必修 3 科目

自由

0 必修 1 必修 2

7

選択 6 選択 10

自由 0 科目 自由 0 0 自由 0

計 21 科目 計 2 計 計 12

②

②

社会創造基礎Ⅳ ③

②

選択

選択

選択

選択

選択

選択

②

②

③
1 一身上の都合により退職

2 准教授 松平　好人

選択 アカデミック・スキルズ ①

一身上の都合により退職

必修

③

選択 企業経営論Ⅱ ③

選択 コミュニティビジネス論 ③

③

選択 ワークショップ演習Ⅴ ③

選択 演習（企業経営論）Ⅱ ③

必修 卒業論文 ③

選択 演習（企業経営論）Ⅲ ③

選択 演習（企業経営論）Ⅳ ③
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（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

16

辞任等の理由

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

=
2

= 12.5 ％

　（３）－⑤　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

科目

該当なし

必修

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

必修 必修

選択 科目 選択

必修

選択 選択

自由 科目 自由 自由 自由

計 科目 計 計

環境社会学の専任教員の後任は、すでに決定している。
企業経営論の専任教員の後任は、今年度新たに採用する予定である。
2人の専任教員がいなくなってしまったが、今年度開講科目については、すでに別の教員が担当することになっているので、履修等には影
響がないと思われる。また、学内サイト等で公開しているシラバスに今年度の担当教員を掲載している。

計

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

0 人

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を

　　　　記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」
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区　　　分
未履行事項について

の実施計画

設　置　時

（平成29年7月）

　　　　その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付してください。

　　　・　「履行状況」では，履行途中であれば「未履行」，履行済みであれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」の（年月）には，調査結果を公表した月（通常２月）を記入して

　　　　ください。（実地調査や面接調査を実施した日ではありません。）

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時（認可時又は届出時）に付された留意事項（学校法人の

　　　　寄附行為又は寄附行為変更の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等

　　　　について，具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，当該大学に付された意見を

　　　　全て記入するとともに，付された意見に対する履行状況等について，具体的に記入してください。

６　留意事項等に対する履行状況等

留　意　事　項　等 履　行　状　況

都留文科大学文学部国
際教育学科の入学定員
超過の是正に努めるこ
と。

留意事項

都留文科大学文学部国際教
育学科の入学定員超過の改
善に努めた結果、平成３０
年度の入学定員超過率は
１．００倍となり、平均入
学定員超過率は１．１８倍
となった。（30）

履行済
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

　　単位数の記載ミスを修正

　卒業必要単位（地域社会学科） 　卒業必要単位（地域社会学科）

　　１３４単位　 　　１２８単位　

　　内訳：学部共通科目30単位、専門科目104単位 　　内訳：学部共通科目30単位、専門科目98単位

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　結果については、全体の集計結果とその考察を学報で公開している。個別（授業毎）結果については、担当教員に授
業別の集計結果をお知らせしている（非公開）。

　上述のFD講演会、教員評価、授業評価アンケートを実施した。この結果を教育研究の内容・方法・技法の改善に生か
すよう、常にPDCAサイクルを行い授業改革に努める。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　FD委員会が主体となり、前期及び後期授業終了時に授業に対する学生アンケートを実施した。

　実施内容の(1)～(4)に対応

(1)6月28日、1月31日に実施。専任教員が参加対象、延べ132名が参加

(2)下記③学生に対する授業評価アンケート実施状況に記載

(3)専任教員が対象、2名を除き自己評価・目標申告があり、集計結果を教授会に報告。評価が低い教員に対して
はFD委員長が個別に相談・対応。

(4)FD委員会開催時に審議し、FD委員長より研究費等審査委員会に報告。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　実施内容の(1)～(4)に対応

(1)本学専任教員に対し講演会を実施。

(2)FD委員会による授業評価アンケートの実施（前期・後期）

(3)評価票・申告票による自己申告を教授会にて提出依頼。（都留文科大学における教員評価の実施に関するガ
イドラインに準じて実施。）

(4)各研究者より提出される研究成果報告書を委員会において、公表の可否を審議し結果を研究費等審査委員会
に提言。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　平成29年度は、以下について審議・企画実施した。

(1)FDに関する講演会(2回）

(2)授業評価アンケート（前期・後期）

(3)自己評価、目標申告による業務に関する自己分析評価・結果のフィードバック

(4)研究成果公表においての適否についての審議及び報告

　ｂ　実施方法

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

７　その他全般的事項

＜教養学部　地域社会学科＞

（１） 設置計画変更事項等

　本学FD委員会では、(1)教育研究活動改善の方策に関すること。(2)　授業評価アンケートに関すること。(3)　授業の
工夫アンケートに関すること。(4)　各種調査の結果分析及びフィードバックに関すること。(5)　FD研修に関するこ
と。(6)　その他、FDに関すること。について審議・企画実施している。

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　本学では、「都留文科大学FD委員会規則」を定めており、全学的な取り組みとしてFD活動を実施している。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　平成29年度は3回委員会（委員9名）を開催した。

　ｃ　委員会の審議事項等

②　実施状況

　ａ　実施内容
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　　・大学ホームページ上に公開

③　認証評価を受ける計画

　　・平成26年度に評価機関（（財）大学基準協会）の評価を受けた

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　・直近では、平成26年度に自己点検・評価報告書を公表

　ｂ　公表方法

　　　・　「ｂ　公表（予定）有の場合の公表（予定）時期」には，「ａ　ホームページに公表（予定）有無」で

　　　　「有」にマルを記入した場合のみ，時期を記入してください。

　ｂ　公表（予定）有の場合の公表（予定）時期　　（　平成３０年　５月　３１日　　）

（注）・　「ａ　ホームページに公表（予定）有無」には，５月１日時点で公表している場合，もしくは，今後公表

　　　　する予定の場合は，「有」にマルを記入してください。今後も公表する予定がない場合は，「無」にマルを

　　　　記入してください。

（４） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表（予定）の有無　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

（３） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

開設初年度なので、設置の趣旨・目的の達成状況を学生の受け入れ状況で評価する。
地域社会学科の受け入れ状況は、入学定員150名に対して、志願者数1130名、受験者数835名、入学者数171名であり、改
組前の社会学科の水準を大きく上回る志願者数であった。
今後は設置計画に基づき、地域的視点と国際的視点の両面から地域課題を的確に捉え、日本や世界の各地でより良い地
域の形成に貢献できる力を身につけた人材の育成を行っていく。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。
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